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夢
、
希
望
、
新
た
な
る
出
発



１
．
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
・

健
康
づ
く
り
・
医
療
・
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
・
教
育
・
福
祉
対
策
の
推
進

●
新
庁
舎
整
備
事
業
〔
総
合
政
策
課
〕

６
４
億
５
，
４
３
６
万
円

　

災
害
等
か
ら
市
民
の
安
全
を
守
る
拠
点

施
設
と
す
る
と
と
も
に
、
分
散
化
し
た
庁

舎
を
集
約
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

行
政
事
務
の
効
率
化
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
に
よ

る
地
方
債
を
活
用
し
、
現
在
地
へ
の
市
役

所
本
庁
舎
の
建
替
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
元
年
８
月
１
日
に
着

工
し
た
新
庁
舎
の
建
設
工
事
を
完
了
す
る

と
と
も
に
、
外
構
工
事
、
設
備
工
事
お
よ

び
什
器
、備
品
等
の
設
置
等
を
行
い
ま
す
。

●
新
庁
舎
災
害
対
策
本
部
シ
ス
テ
ム
整
備

〔
危
機
管
理
課
〕　

２
億
４
，
１
１
２
万
円

　

新
庁
舎
災
害
対
策
本
部
室
に
情
報
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
気
象
、
河
川
水
位
等
の

観
測
情
報
の
他
、
災
害
現
場
や
避
難
所
か

ら
の
情
報
を
一
元
的
に
収
集
・
管
理
す
る

と
と
も
に
、収
集
し
た
情
報
を
解
析
し
て
、

警
報
、
避
難
情
報
等
の
情
報
を
複
数
の
情

報
配
信
メ
デ
ィ
ア
（
安
全
安
心
メ
ー
ル
、

お
ー
ラ
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
同
報
系

防
災
行
政
無
線
ほ
か
）
を
通
じ
て
一
元
的

に
配
信
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
必
要
な

情
報
を
市
民
等
へ
迅
速
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

●
排
水
強
化
対
策
事
業

〔
治
水
対
策
課
・
農
村
整
備
課
〕

　

 

２
億
７
，
７
０
８
万
円

　
「
平
成
２
７
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

お
よ
び
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
に
よ

る
大
規
模
浸
水
被
害
を
踏
ま
え
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
た

め
、
豊
穂
川
・
杣
井
木
川
流
域
の
排
水
強

化
対
策
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
豊
穂
川
整
備
に
係
る
用
地

測
量
、
物
件
調
査
、
用
地
補
償
、
大
行
寺

橋
詳
細
設
計
等
と
、
小
山
栃
木
排
水
路
お

よ
び
立
木
排
水
路
の
測
量
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
豊
穂
川
流
域
お
よ
び
杣
井
木

川
流
域
に
お
い
て
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組

み
拡
大
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
補
助

〔
市
民
生
活
安
心
課
〕　

１
，
０
０
０
万
円

　

７
０
歳
以
上
の
高
齢
者
が
先
進
安
全
装

置
を
装
着
し
た
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
を
購
入
、

ま
た
は
安
全
運
転
支
援
装
置
を
購
入
し
取

付
け
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
置
事
業

〔
教
育
総
務
課
〕　　
　

９
，
８
８
１
万
円

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
実
現
し
、
子
ど
も
た
ち
の

情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
学
習
形
態
に
応
じ
て
児
童
生
徒
１
人

１
台
で
使
用
で
き
る
よ
う
、
段
階
的
に
導

入
を
進
め
ま
す
。

●
食
育
推
進
（
小
山
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

〔
学
校
教
育
課
〕　　
　

４
，
３
１
９
万
円

　

学
校
給
食
は
地
産
地
消
を
推
進
し
て
お

り
、
主
食
で
あ
る
米
は
、
生
井
っ
子
、
ラ

ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
、
小
山
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
す
べ
て
小
山
産
米
で
す
。

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
保
護
者
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
、
学
校
給
食
費
の
値
上

げ
を
せ
ず
、
生
井
っ
子
、
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
の
購
入
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
学
校
給

食
の
質
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
小
山
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

２
．
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
、
地
方
創
生
の
推
進

●
新
規
工
業
団
地
開
発
推
進
（
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
小
山
南
部
、
第
四
工
業
団
地
第
二

工
区
）〔
工
業
振
興
課
〕

５
億
５
，
５
７
０
万
円

　

圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
一

段
と
向
上
し
た
新
４
号
国
道
沿
線
に
、
新

規
工
業
団
地
を
開
発
す
る
も
の
で
、塚
崎
・

東
野
田
地
区
に
造
成
中
の
「
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
小
山
南
部
」
の
開
発
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
、
新
た
に
鉢

形
地
区
に
「
小
山
第
四
工
業
団
地
第
二
工

区
」
を
開
発
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

●
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
本
場
結
城
紬

生
産
振
興
普
及
事
業
〔
工
業
振
興
課
〕

　
　
　

２
，
８
９
２
万
円

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
本
場
結
城

紬
」
の
生
産
振
興
、
後
継
者
育
成
、
販
売

促
進
、
情
報
発
信
お
よ
び
和
装
の
振
興
等

に
取
り
組
み
、
伝
統
産
業
の
振
興
を
図
る

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、「
本
場
結
城
紬
」
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
１
０
周
年
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
新
規
・
重
点
事
業
紹
介

※
〔　

〕
は
担
当
課
。
予
算
額
は
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

令和2年度 当初予算

3　広報おやま2020.4月号 広報おやま2020.4月号　2

特別会計の予算額
国民健康保険（事業勘定） 162億8,950万円栃木県南地方卸売市場 1,850万円

介護保険 113億3,300万円与良川水系湛水防除事業 4,300万円

後期高齢者医療 18億3,060万円小山東部第二工業団地造成事業 6億9,420万円

病院事業債管理事業 7億6,980万円テクノパーク小山南部造成事業 5億4,570万円

墓園やすらぎの森事業 1億4,800万円公共用地先行取得事業 910万円

企業会計の予算額

水道事業
収益的

収入 31億1,584.0万円

下水道事業
収益的

収入 47億8,703.7万円

支出 24億7,395.8万円 支出 44億7,438.6万円

資本的
収入 3,767.0万円

資本的
収入 26億8,895.7万円

支出 16億2,714.6万円 支出 43億9,966.7万円

予算総額　673億5,000万円（前年度比4.6％増）

市税
285億3,123.9万円
42.4％（45.6％）

諸収入
36億7,738.2万円
5.5％（7.0％）その他の自主財源

28億4,666.8万円
4.1％（3.8％）

国庫支出金
95億6,973.5万円
14.2％（14.1％）

市債
108億7,380万円
16.2％（12.9％）

県支出金
46億7,681万円
6.9％（6.9％）

地方消費税交付金
41億2,000万円
6.1％（5.5％）

歳出
673.5億円

民生費
211億9,109.1万円
31.4％（32.7％）

土木費
68億4,673.8万円
10.2％（10.4％）

公債費
57億3,972.5万円
8.5％（9.0％）

総務費
134億505.5万円
19.9％（17.5％）

衛生費
57億7,914.9万円
8.6％（8.7％）

商工費
39億7,228.8万円
5.9％（6.9％）

教育費
59億7,420万円
8.9％（7.9％）

消防費
20億6,514.4万円
3.1％（3.1％）

その他
7億5,812.5万円
1.1％（1.2％）

歳入
673.5億円

義務的経費
294億8,391万円
43.8％（43.7％）

投資的経費
126億8,066.3万円
18.8％（15.9％）

その他
251億8,542.7万円
37.4％（40.4％）

自主財源
350億5,528.9万円
52.0％（56.4％）

　　　依存財源
322億9,471.1万円
48.0％（43.6％）

農林水産業費
16億1,848.5万円
2.4％（2.6％）

地方交付税
16億1,200万円
2.4％（1.4％）

その他の依存財源
14億4,236.6万円
2.2％（2.8％）

問財政改革課☎22-9332・9333

令和2年度当初予算

　新庁舎建設（令和3年3月竣工）、令和元年東日本台風（台風第19号）被害
からの復旧・復興対策、人口減少対策と持続可能な社会づくり推進のため、
過去最大の積極予算となりました。

一般会計の予算額

※（　）内は前年度の割合
※自主財源は50％以上を確保しています。
　新庁舎整備事業費の増により、投資的経費は大幅な伸びとなりました



１
．
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
・

健
康
づ
く
り
・
医
療
・
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
・
教
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福
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進
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災
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か
ら
市
民
の
安
全
を
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点

施
設
と
す
る
と
と
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に
、
分
散
化
し
た
庁

舎
を
集
約
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

行
政
事
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の
効
率
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を
実
現
さ
せ
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た
め
、
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に
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。
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着
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し
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新
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テ
ム
を
構
築
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川
水
位
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の

観
測
情
報
の
他
、
災
害
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避
難
所
か

ら
の
情
報
を
一
元
的
に
収
集
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管
理
す
る
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集
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報
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７
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９
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台
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踏
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万
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て
い
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
学
校
給

食
の
質
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
小
山
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

２
．
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
、
地
方
創
生
の
推
進

●
新
規
工
業
団
地
開
発
推
進
（
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
小
山
南
部
、
第
四
工
業
団
地
第
二

工
区
）〔
工
業
振
興
課
〕

５
億
５
，
５
７
０
万
円

　

圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
一

段
と
向
上
し
た
新
４
号
国
道
沿
線
に
、
新

規
工
業
団
地
を
開
発
す
る
も
の
で
、塚
崎
・

東
野
田
地
区
に
造
成
中
の
「
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
小
山
南
部
」
の
開
発
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
、
新
た
に
鉢

形
地
区
に
「
小
山
第
四
工
業
団
地
第
二
工

区
」
を
開
発
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

●
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
本
場
結
城
紬

生
産
振
興
普
及
事
業
〔
工
業
振
興
課
〕

　
　
　

２
，
８
９
２
万
円

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
本
場
結
城

紬
」
の
生
産
振
興
、
後
継
者
育
成
、
販
売

促
進
、
情
報
発
信
お
よ
び
和
装
の
振
興
等

に
取
り
組
み
、
伝
統
産
業
の
振
興
を
図
る

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、「
本
場
結
城
紬
」
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
１
０
周
年
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
新
規
・
重
点
事
業
紹
介

※
〔　

〕
は
担
当
課
。
予
算
額
は
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

令和2年度 当初予算

3　広報おやま2020.4月号 広報おやま2020.4月号　2

特別会計の予算額
国民健康保険（事業勘定） 162億8,950万円栃木県南地方卸売市場 1,850万円

介護保険 113億3,300万円与良川水系湛水防除事業 4,300万円

後期高齢者医療 18億3,060万円小山東部第二工業団地造成事業 6億9,420万円

病院事業債管理事業 7億6,980万円テクノパーク小山南部造成事業 5億4,570万円

墓園やすらぎの森事業 1億4,800万円公共用地先行取得事業 910万円

企業会計の予算額

水道事業
収益的

収入 31億1,584.0万円

下水道事業
収益的

収入 47億8,703.7万円

支出 24億7,395.8万円 支出 44億7,438.6万円

資本的
収入 3,767.0万円

資本的
収入 26億8,895.7万円

支出 16億2,714.6万円 支出 43億9,966.7万円

予算総額　673億5,000万円（前年度比4.6％増）

市税
285億3,123.9万円
42.4％（45.6％）

諸収入
36億7,738.2万円
5.5％（7.0％）その他の自主財源

28億4,666.8万円
4.1％（3.8％）

国庫支出金
95億6,973.5万円
14.2％（14.1％）

市債
108億7,380万円
16.2％（12.9％）

県支出金
46億7,681万円
6.9％（6.9％）

地方消費税交付金
41億2,000万円
6.1％（5.5％）

歳出
673.5億円

民生費
211億9,109.1万円
31.4％（32.7％）

土木費
68億4,673.8万円
10.2％（10.4％）

公債費
57億3,972.5万円
8.5％（9.0％）

総務費
134億505.5万円
19.9％（17.5％）

衛生費
57億7,914.9万円
8.6％（8.7％）

商工費
39億7,228.8万円
5.9％（6.9％）

教育費
59億7,420万円
8.9％（7.9％）

消防費
20億6,514.4万円
3.1％（3.1％）

その他
7億5,812.5万円
1.1％（1.2％）

歳入
673.5億円

義務的経費
294億8,391万円
43.8％（43.7％）

投資的経費
126億8,066.3万円
18.8％（15.9％）

その他
251億8,542.7万円
37.4％（40.4％）

自主財源
350億5,528.9万円
52.0％（56.4％）

　　　依存財源
322億9,471.1万円
48.0％（43.6％）

農林水産業費
16億1,848.5万円
2.4％（2.6％）

地方交付税
16億1,200万円
2.4％（1.4％）

その他の依存財源
14億4,236.6万円
2.2％（2.8％）

問財政改革課☎22-9332・9333

令和2年度当初予算

　新庁舎建設（令和3年3月竣工）、令和元年東日本台風（台風第19号）被害
からの復旧・復興対策、人口減少対策と持続可能な社会づくり推進のため、
過去最大の積極予算となりました。

一般会計の予算額

※（　）内は前年度の割合
※自主財源は50％以上を確保しています。
　新庁舎整備事業費の増により、投資的経費は大幅な伸びとなりました



 
を
受
給
し
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
高

校
生
の
保
護
者
に
対
し
、
高
校
生
通
学
費

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
多
言
語
翻
訳･

読
み
上
げ
ア
プ
リ
導
入

〔
国
際
政
策
課
〕　　
　
　
　
　

５
０
万
円

　

市
の
国
際
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
広
報
紙
を
は

じ
め
と
し
た
市
の
発
行
物
を
10
言
語
に
自

動
翻
訳
・
自
動
読
み
上
げ
可
能
な
専
用
ア

プ
リ
を
導
入
し
ま
す
。
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
通
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
を

登
録
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
て
、

市
か
ら
災
害
情
報
等
の
緊
急
情
報
を
多
言

語
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

３
．
社
会
資
本
整
備
を
中
心
と
し
た

景
気
・
地
域
経
済
の
再
生
の
推
進

●
思
川
駅
北
口
地
区
整
備

〔
都
市
計
画
課
〕　　
　

２
，
９
０
０
万
円

　

思
川
駅
北
口
正
面
区
域
に
お
け
る
民
間

開
発
計
画
の
事
業
着
手
に
伴
い
、
開
発
計

画
区
域
に
隣
接
す
る
認
定
外
道
路
の
拡
幅

整
備
事
業
に
着
手
し
、
開
発
計
画
に
併
せ

た
周
辺
の
環
境
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
思
川
駅
北
口
区
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
当
事
業
に
よ
り
、
思
川
駅

周
辺
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
田
園
と
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
お
よ
び
集
落
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
豊
田
中
学
区
新
設
小
学
校
整
備（
着
工
）

〔
教
育
総
務
課
〕　

７
億
３
，
２
２
５
万
円

　
「
学
校
適
正
配
置
」と「
小
中
一
貫
教
育
」

を
推
進
す
る
た
め
、
豊
田
中
学
校
と
隣
接

し
た
位
置
に
、
豊
田
南
小
学
校
と
豊
田
北

小
学
校
を
統
合
し
、
小
中
一
貫
校
と
な
る

新
設
の
小
学
校
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

令
和
４
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
今
年
度

は
校
舎
・
屋
内
運
動
場
等
の
建
設
工
事
に

着
手
し
、
ま
た
、
外
構
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
乙
女
中
学
区
小
中
一
貫
校
整
備
（
基
本

構
想
）〔
教
育
総
務
課
〕　　

３
０
０
万
円

　

教
育
環
境
の
向
上
と
児
童
生
徒
の
豊
か

な
成
長
を
期
し
て
、
乙
女
小
学
校
・
下
生

井
小
学
校
・
網
戸
小
学
校
の
統
合
と
、
乙

女
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
今
年
度
は
統
合
校
の
施
設
整

備
や
教
育
の
理
念
な
ど
を
検
討
し
、
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
す
。

●
大
谷
地
区
中
心
施
設
整
備
事
業

〔
市
民
生
活
安
心
課
〕　

８
，
４
９
６
万
円

　

大
谷
地
区
の
中
心
施
設
と
し
て
、
多
く

の
人
々
が
集
い
相
互
に
交
流
で
き
る
よ

う
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
様
々
な
機
能
を

備
え
た
複
合
的
な
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
開
館
に
向
け
て
、
今
年

度
は
実
施
設
計
、
物
件
移
転
補
償
を
実
施

し
ま
す
。

●
有
料
体
育
施
設
指
定
管
理
制
度
導
入

〔
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
〕１億

４
，
８
５
０
万
円

　

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
、
市
営
有
料

体
育
施
設
お
よ
び
公
園
施
設
を
一
括
し

て
、
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し
、
指
定
管

理
者
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
創
意
工
夫
に

基
づ
い
た
管
理
運
営
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
施
設
利
用
の
促
進
、
業
務
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

●
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
互
助
輸
送
構
築

〔
都
市
計
画
課
〕　　
　
　
　

６
０
０
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
公

共
交
通
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
高
齢
者
等

交
通
弱
者
に
対
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
互
助
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

予
約
か
ら
配
車
、
燃
料
費
計
算
等
ま
で
行

い
ま
す
。

●
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
新
技
術
活
用
検
討

〔
都
市
計
画
課
〕　　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）
と
は
、
I
C
T

を
活
用
し
て
公
共
交
通
機
関
を
滞
り
な
く

結
ぶ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
小
山
市
版

M
a
a
S
の
実
現
に
向
け
て
、
交
通
手
段

を
途
切
れ
な
く
結
ぶ
た
め
の
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

問健康増進課☎22‒9524
感染症に注意しましょう！～予防のポイント～
1．うがい・手洗い（感染症予防には最も重要です！）
　①流水でよく手を濡らした後、石けんをつけ、手のひらをよくこすります
　②手の甲、指先、爪の間、指の間を念入りにこすります
　③手首まで忘れずに洗います
　④十分に水で洗い流し、清潔なタオル等でよく拭き取って乾かします
2．マスクの着用（他の人への感染を防ぐことが主な役割です）
　マスクは咳やくしゃみなどの症状があるときに、他の人にうつさないためにつけましょう
3．3つの正しい咳エチケット（正しいエチケットで他の人への感染を防ぎましょう）
　①マスクを着用する　②ティッシュやハンカチなどで口や鼻を覆う　③上着の内側や袖で覆う
4．規則正しい生活で体調管理（感染症に負けない体を作りましょう）

令和2年度 当初予算
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●
高
収
益
農
業
生
産
拡
大
事
業

〔
農
政
課
〕　　
　
　
　

２
，
２
４
１
万
円

　

土
地
利
用
型
農
業
か
ら
高
収
益
農
業
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
、
機
械
導
入
や
面
積

拡
大
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
特
に
需
要

の
あ
る
「
加
工
・
業
務
用
野
菜
」
の
導
入

を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

〔
農
政
課
〕　　
　
　
　

１
，
０
０
３
万
円

　

農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
く
中
で
農

業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先

端
技
術
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

の
社
会
実
装
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
先
端
技
術
を
活
用

し
た
新
た
な
営
農
体
系
の
構
築
・
実
践
に

係
る
取
組
み
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
核
と
し
た
日
本
文

化
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
国
際
政
策
課
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
〕

  

４
５
４
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
訪
日
す
る
外
国
人
旅
行

者
に
対
し
、
小
山
市
の
豊
か
な
日
本
文
化

と
剣
道
等
を
通
じ
た
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
山
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
地
方
創
生
の
促
進
と
地
域
活
性
化
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

●
思
川
水
辺
活
用
（
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
）
推

進
〔
都
市
計
画
課
〕　　
　

５
５
０
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
市

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
思
川
の
魅
力
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
、
都
市
に
潤
い
と

活
気
に
満
ち
た
水
辺
空
間
を
創
出
し
、
都

市
と
水
辺
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

●
小
山
御
殿
広
場
を
中
心
と
し
た
ま
ち
の

賑
わ
い
創
出

〔
商
業
観
光
課
〕　　
　

１
，
９
７
２
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
小

山
御
殿
広
場
や
、
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、

お
や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
お
や

ま
開
運
ま
つ
り
・
バ
ル
ー
ン
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
し
、
小
山
駅
周
辺
の
ま
ち

の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

●
空
き
家
等
を
活
用
し
た
二
地
域
居
住
促

進
事
業

〔
総
合
政
策
課
〕　　
　

５
，
０
０
０
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
令

和
元
年
度
に
実
施
し
た
国
が
推
奨
す
る
新

た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
都
会
と

田
舎
の
２
つ
の
生
活
」
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

基
に
、
居
住
目
的
に
適
し
た
空
き
家
等
の

確
保
・
貸
出
を
行
い
、
小
山
市
の
関
係
人

口
・
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

●
転
入
勤
労
者
等
住
宅
取
得
支
援
事
業

〔
総
合
政
策
課
〕　

１
億
２
，
０
０
０
万
円

　

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
（
新
築
・

中
古
）
の
取
得
に
伴
い
、
市
内
に
転
入
し

た
勤
労
者
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
、
多
世
代
同

居
の
た
め
の
転
入
に
伴
う
リ
フ
ォ
ー
ム
も

補
助
対
象
と
し
、
小
山
市
へ
の
移
住
・
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
新
幹
線
通
勤
定
期
券
購
入
補
助

〔
総
合
政
策
課
〕　　
　
　
　

７
２
０
万
円

　

新
幹
線
の
通
勤
定
期
券
を
利
用
し
て
東

京
圏
に
通
勤
す
る
新
卒
者
・
市
内
転
入
者

に
対
し
、
一
定
要
件
の
も
と
、
補
助
金
を

交
付
し
、
若
者
の
転
出
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、子
育
て
世
代
の
小
山
市
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
城
山
公
園
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
整
備
（
着

工
）〔
都
市
計
画
課
〕　

８
，
５
０
０
万
円

　

城
山
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
性
の
高
い
公
共

空
間
を
新
た
な
「
憩
い
・
集
い
」
の
拠
点

と
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
と
な
る
賑
わ
い

の
創
出
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
国
史

跡
で
あ
る
祗
園
城
跡
の
歴
史
資
産
を
保

全
・
活
用
し
、「
人
を
呼
び
込
む
公
園
」

と
し
て
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

〔
健
康
増
進
課
〕　　
　
　
　
　

６
７
万
円

　

妊
娠
中
や
出
産
後
の
生
活
、
育
児
に
つ

い
て
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減
し
、
交
流
の

場
を
持
つ
こ
と
で
、
妊
産
婦
の
方
の
精
神

的
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
孤
立
を
防
ぎ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
マ
マ
カ
フ
ェ
、
セ

ル
フ
ケ
ア
講
座
、
母
乳
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
等
施
設
型
給
付

〔
こ
ど
も
課
〕　　
　
　
　
　
　

１
６
億
円

　

認
定
こ
ど
も
園
が
行
う
教
育
・
保
育
に

対
し
、
国
の
基
準
で
あ
る
公
定
価
格
を
基

に
算
出
し
た
負
担
金
を
支
出
し
、
運
営
補

助
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
、

せ
い
ほ
う
幼
稚
園
・
静
林
幼
稚
園
の
２
カ

所
が
対
象
施
設
に
加
わ
り
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
等
一
時
預
か
り

〔
こ
ど
も
課
〕　　
　
　

２
，
５
０
０
万
円

　

保
護
者
の
保
育
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
い
て
、
教

育
時
間
の
前
後
お
よ
び
長
期
休
業
中
、
在

籍
児
童
を
対
象
に
預
か
り
保
育
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
せ
い
ほ
う
幼

稚
園
・
静
林
幼
稚
園
の
２
カ
所
が
対
象
施

設
に
加
わ
り
ま
す
。

●
保
育
所
等
施
設
整
備
補
助

〔
こ
ど
も
課
〕　　

６
億
３
，
２
０
９
万
円

　

新
設
の
保
育
園（（
仮
称
）若
木
保
育
園
）

お
よ
び
令
和
３
年
度
に
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
私
立
幼
稚
園
（
羽

川
幼
稚
園
）
の
施
設
整
備
に
対
し
、
経
費

の
一
部
を
助
成
し
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
高
校
生
通
学
費
助
成

〔
子
育
て
包
括
支
援
課
〕　　

３
０
０
万
円

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
児
童

扶
養
手
当
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
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を
受
給
し
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
高

校
生
の
保
護
者
に
対
し
、
高
校
生
通
学
費

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
多
言
語
翻
訳･
読
み
上
げ
ア
プ
リ
導
入

〔
国
際
政
策
課
〕　　
　
　
　
　

５
０
万
円

　

市
の
国
際
化
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
広
報
紙
を
は

じ
め
と
し
た
市
の
発
行
物
を
10
言
語
に
自

動
翻
訳
・
自
動
読
み
上
げ
可
能
な
専
用
ア

プ
リ
を
導
入
し
ま
す
。
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
通
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ア
プ
リ
を

登
録
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
て
、

市
か
ら
災
害
情
報
等
の
緊
急
情
報
を
多
言

語
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

３
．
社
会
資
本
整
備
を
中
心
と
し
た

景
気
・
地
域
経
済
の
再
生
の
推
進

●
思
川
駅
北
口
地
区
整
備

〔
都
市
計
画
課
〕　　
　

２
，
９
０
０
万
円

　

思
川
駅
北
口
正
面
区
域
に
お
け
る
民
間

開
発
計
画
の
事
業
着
手
に
伴
い
、
開
発
計

画
区
域
に
隣
接
す
る
認
定
外
道
路
の
拡
幅

整
備
事
業
に
着
手
し
、
開
発
計
画
に
併
せ

た
周
辺
の
環
境
整
備
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
思
川
駅
北
口
区
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
当
事
業
に
よ
り
、
思
川
駅

周
辺
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
田
園
と
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
お
よ
び
集
落
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
豊
田
中
学
区
新
設
小
学
校
整
備（
着
工
）

〔
教
育
総
務
課
〕　

７
億
３
，
２
２
５
万
円

　
「
学
校
適
正
配
置
」と「
小
中
一
貫
教
育
」

を
推
進
す
る
た
め
、
豊
田
中
学
校
と
隣
接

し
た
位
置
に
、
豊
田
南
小
学
校
と
豊
田
北

小
学
校
を
統
合
し
、
小
中
一
貫
校
と
な
る

新
設
の
小
学
校
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

令
和
４
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
今
年
度

は
校
舎
・
屋
内
運
動
場
等
の
建
設
工
事
に

着
手
し
、
ま
た
、
外
構
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
乙
女
中
学
区
小
中
一
貫
校
整
備
（
基
本

構
想
）〔
教
育
総
務
課
〕　　

３
０
０
万
円

　

教
育
環
境
の
向
上
と
児
童
生
徒
の
豊
か

な
成
長
を
期
し
て
、
乙
女
小
学
校
・
下
生

井
小
学
校
・
網
戸
小
学
校
の
統
合
と
、
乙

女
中
学
校
と
の
小
中
一
貫
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
今
年
度
は
統
合
校
の
施
設
整

備
や
教
育
の
理
念
な
ど
を
検
討
し
、
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
す
。

●
大
谷
地
区
中
心
施
設
整
備
事
業

〔
市
民
生
活
安
心
課
〕　

８
，
４
９
６
万
円

　

大
谷
地
区
の
中
心
施
設
と
し
て
、
多
く

の
人
々
が
集
い
相
互
に
交
流
で
き
る
よ

う
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
様
々
な
機
能
を

備
え
た
複
合
的
な
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
開
館
に
向
け
て
、
今
年

度
は
実
施
設
計
、
物
件
移
転
補
償
を
実
施

し
ま
す
。

●
有
料
体
育
施
設
指
定
管
理
制
度
導
入

〔
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
〕１億

４
，
８
５
０
万
円

　

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
、
市
営
有
料

体
育
施
設
お
よ
び
公
園
施
設
を
一
括
し

て
、
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し
、
指
定
管

理
者
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
、
創
意
工
夫
に

基
づ
い
た
管
理
運
営
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
施
設
利
用
の
促
進
、
業
務
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

●
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
互
助
輸
送
構
築

〔
都
市
計
画
課
〕　　
　
　
　

６
０
０
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
公

共
交
通
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
高
齢
者
等

交
通
弱
者
に
対
し
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
互
助
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

予
約
か
ら
配
車
、
燃
料
費
計
算
等
ま
で
行

い
ま
す
。

●
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
新
技
術
活
用
検
討

〔
都
市
計
画
課
〕　　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）
と
は
、
I
C
T

を
活
用
し
て
公
共
交
通
機
関
を
滞
り
な
く

結
ぶ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
小
山
市
版

M
a
a
S
の
実
現
に
向
け
て
、
交
通
手
段

を
途
切
れ
な
く
結
ぶ
た
め
の
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。

問健康増進課☎22‒9524
感染症に注意しましょう！～予防のポイント～
1．うがい・手洗い（感染症予防には最も重要です！）
　①流水でよく手を濡らした後、石けんをつけ、手のひらをよくこすります
　②手の甲、指先、爪の間、指の間を念入りにこすります
　③手首まで忘れずに洗います
　④十分に水で洗い流し、清潔なタオル等でよく拭き取って乾かします
2．マスクの着用（他の人への感染を防ぐことが主な役割です）
　マスクは咳やくしゃみなどの症状があるときに、他の人にうつさないためにつけましょう
3．3つの正しい咳エチケット（正しいエチケットで他の人への感染を防ぎましょう）
　①マスクを着用する　②ティッシュやハンカチなどで口や鼻を覆う　③上着の内側や袖で覆う
4．規則正しい生活で体調管理（感染症に負けない体を作りましょう）

令和2年度 当初予算
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●
高
収
益
農
業
生
産
拡
大
事
業

〔
農
政
課
〕　　
　
　
　

２
，
２
４
１
万
円

　

土
地
利
用
型
農
業
か
ら
高
収
益
農
業
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
、
機
械
導
入
や
面
積

拡
大
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
特
に
需
要

の
あ
る
「
加
工
・
業
務
用
野
菜
」
の
導
入

を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

〔
農
政
課
〕　　
　
　
　

１
，
０
０
３
万
円

　

農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
く
中
で
農

業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先

端
技
術
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

の
社
会
実
装
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
先
端
技
術
を
活
用

し
た
新
た
な
営
農
体
系
の
構
築
・
実
践
に

係
る
取
組
み
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
核
と
し
た
日
本
文

化
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
国
際
政
策
課
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
〕

  

４
５
４
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
に
訪
日
す
る
外
国
人
旅
行

者
に
対
し
、
小
山
市
の
豊
か
な
日
本
文
化

と
剣
道
等
を
通
じ
た
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
山
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
、
地
方
創
生
の
促
進
と
地
域
活
性
化
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

●
思
川
水
辺
活
用
（
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
）
推

進
〔
都
市
計
画
課
〕　　
　

５
５
０
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
市

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
思
川
の
魅
力
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
、
都
市
に
潤
い
と

活
気
に
満
ち
た
水
辺
空
間
を
創
出
し
、
都

市
と
水
辺
が
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

●
小
山
御
殿
広
場
を
中
心
と
し
た
ま
ち
の

賑
わ
い
創
出

〔
商
業
観
光
課
〕　　
　

１
，
９
７
２
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
小

山
御
殿
広
場
や
、
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、

お
や
ま
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
お
や

ま
開
運
ま
つ
り
・
バ
ル
ー
ン
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
し
、
小
山
駅
周
辺
の
ま
ち

の
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

●
空
き
家
等
を
活
用
し
た
二
地
域
居
住
促

進
事
業

〔
総
合
政
策
課
〕　　
　

５
，
０
０
０
万
円

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
令

和
元
年
度
に
実
施
し
た
国
が
推
奨
す
る
新

た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
都
会
と

田
舎
の
２
つ
の
生
活
」
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

基
に
、
居
住
目
的
に
適
し
た
空
き
家
等
の

確
保
・
貸
出
を
行
い
、
小
山
市
の
関
係
人

口
・
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

●
転
入
勤
労
者
等
住
宅
取
得
支
援
事
業

〔
総
合
政
策
課
〕　

１
億
２
，
０
０
０
万
円

　

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
（
新
築
・

中
古
）
の
取
得
に
伴
い
、
市
内
に
転
入
し

た
勤
労
者
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
、
多
世
代
同

居
の
た
め
の
転
入
に
伴
う
リ
フ
ォ
ー
ム
も

補
助
対
象
と
し
、
小
山
市
へ
の
移
住
・
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
新
幹
線
通
勤
定
期
券
購
入
補
助

〔
総
合
政
策
課
〕　　
　
　
　

７
２
０
万
円

　

新
幹
線
の
通
勤
定
期
券
を
利
用
し
て
東

京
圏
に
通
勤
す
る
新
卒
者
・
市
内
転
入
者

に
対
し
、
一
定
要
件
の
も
と
、
補
助
金
を

交
付
し
、
若
者
の
転
出
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、子
育
て
世
代
の
小
山
市
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
城
山
公
園
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
整
備
（
着

工
）〔
都
市
計
画
課
〕　

８
，
５
０
０
万
円

　

城
山
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
性
の
高
い
公
共

空
間
を
新
た
な
「
憩
い
・
集
い
」
の
拠
点

と
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
と
な
る
賑
わ
い

の
創
出
を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
国
史

跡
で
あ
る
祗
園
城
跡
の
歴
史
資
産
を
保

全
・
活
用
し
、「
人
を
呼
び
込
む
公
園
」

と
し
て
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

〔
健
康
増
進
課
〕　　
　
　
　
　

６
７
万
円

　

妊
娠
中
や
出
産
後
の
生
活
、
育
児
に
つ

い
て
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減
し
、
交
流
の

場
を
持
つ
こ
と
で
、
妊
産
婦
の
方
の
精
神

的
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
孤
立
を
防
ぎ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
マ
マ
カ
フ
ェ
、
セ

ル
フ
ケ
ア
講
座
、
母
乳
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
等
施
設
型
給
付

〔
こ
ど
も
課
〕　　
　
　
　
　
　

１
６
億
円

　

認
定
こ
ど
も
園
が
行
う
教
育
・
保
育
に

対
し
、
国
の
基
準
で
あ
る
公
定
価
格
を
基

に
算
出
し
た
負
担
金
を
支
出
し
、
運
営
補

助
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
、

せ
い
ほ
う
幼
稚
園
・
静
林
幼
稚
園
の
２
カ

所
が
対
象
施
設
に
加
わ
り
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
等
一
時
預
か
り

〔
こ
ど
も
課
〕　　
　
　

２
，
５
０
０
万
円

　

保
護
者
の
保
育
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
い
て
、
教

育
時
間
の
前
後
お
よ
び
長
期
休
業
中
、
在

籍
児
童
を
対
象
に
預
か
り
保
育
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
せ
い
ほ
う
幼

稚
園
・
静
林
幼
稚
園
の
２
カ
所
が
対
象
施

設
に
加
わ
り
ま
す
。

●
保
育
所
等
施
設
整
備
補
助

〔
こ
ど
も
課
〕　　

６
億
３
，
２
０
９
万
円

　

新
設
の
保
育
園（（
仮
称
）若
木
保
育
園
）

お
よ
び
令
和
３
年
度
に
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
私
立
幼
稚
園
（
羽

川
幼
稚
園
）
の
施
設
整
備
に
対
し
、
経
費

の
一
部
を
助
成
し
、
保
育
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
高
校
生
通
学
費
助
成

〔
子
育
て
包
括
支
援
課
〕　　

３
０
０
万
円

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
児
童

扶
養
手
当
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
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　「ふるさとおやま」の魅力発信による移住定住の促進、東京2020オリンピック・パラリンピックを機とした更な
るインバウンドと販路の拡大、2022年の栃木国体、ひきこもり対策など、重点事業を的確かつ迅速に遂行し、か
つ社会の様々な動きや多様化・複雑化する市民ニーズに柔軟に対応できるよう、行政組織の一部を改編しました。

市役所組織が一部変わりました 問職員活性課☎22‒9362

●小山の魅力発信室/小山の魅力発信係（秘書広報課）
…小山の魅力をより効果的に発信し、来訪者の増加や
移住定住の促進に繋げるため新設しました。
●移住定住交流推進室（総合政策課）…移住定住推進、
農泊・民泊事業、空き家バンク事業等の業務を集約し、
統合しました。
●ひきこもり相談支援室（福祉課）…相談窓口を設け、
関係機関と連携し包括的な支援を提供するため新設しました。
●治水対策課/排水強化対策室（建設政策課）…治水
対策を中心に災害に強いまちづくりを推進するため、
組織を再編、名称を変更しました。
●東京オリ・パラ推進係/高校総体推進係/国体総務企
画係/国体競技式典係（東京オリ・パラ・栃木国体推
進課）…組織強化のため、東京オリ・パラ・高校総体
推進係、国体推進係をそれぞれ2係に分割しました。

●国際政策課/多文化共生推進係/国際交流室…国際理
解を深め、国際化・多文化共生に対応した環境をつく
るため新設しました。
●豊田中学区小中一貫校開校準備室/豊田中学区小中
一貫校開校準備担当（教育総務課）…令和4年開校予
定の小中一貫校の開設に向けて新設しました。
●市民生活安心課…市民と行政が協働し、安全安心な
まちづくりを推進すべく、市民生活課・生活安心課を
統合しました。
●市街地整備課…市街地整備の推進に向け、区画整理
課内組織を再編し、また都市計画課・建設政策課から
業務を移管しました。
●まちづくり推進室/まちづくり事業推進係（都市計
画課）…市の特色を生かした都市形成を国県他市町と
連携して進めるため新設しました。

≪改編をした主な組織≫

■鳥獣対策係（農政課）…鳥獣被害の防止のため、農
政課に新設しました。
■まちなか商業推進係（商業観光課）…小山駅周辺の
中心市街地活性化事業を推進するため、商業観光課に
新設しました。
■新交通・コミュニティバス推進係（都市計画課）…
新交通システム係とコミュニティバス係の業務を一体
的に推進するため2係を統合しました。

■徴収支援係/徴収対策班（納税課）…納税課の納税
相談係、特別納税対策班の業務の分担を見直したうえで
再編しました。
■工業振興係/結城紬振興係（工業振興課）…従来の
工業・結城紬振興係の業務体制を強化するため2係に
分割しました。
■渡良瀬遊水地ラムサール推進課…総合政策部から産
業観光部に組織を移管しました。

≪その他の改編組織≫

業務をより一層推進するため組織の名称を変更しました。
■女性活躍推進係（男女共同参画課　男女共同参画係）
■情報政策課/ICT推進係（IT推進課/IT推進係）
■ごみ減量対策係（環境課　ごみ対策係）
※（　）内は旧名称

≪名称の変更をした組織≫
業務効率化等により廃止しました。
■地域医療推進室（健康増進課）
■駅東通り一丁目地区推進係（新都市整備推進課）
■空き家対策室（建築指導課）
■東城南小学校整備推進室/東城南小学校整備推進担当
（教育総務課）

≪廃止をした組織≫

　本年7月24日からいよいよ東京2020オリンピック・パラリンピックが開催されます。首都圏では、開催期
間中の宿泊施設の不足が懸念される一方、住宅宿泊事業法に基づく民泊届出は全国で急速に増えており、小
山市内では8件の民泊施設が誕生しています。
　今回は、小山市が策定した県内初の民泊補助金制度「小山市空き家又は空き室を利用した住宅宿泊事業支
援補助金」をご紹介します。この補助制度は、空き家・空き室を活用し民泊事業を行う方に、手続きが繁雑
な各種法令に対する届出を行政書士等へ委託した費用や、届出上必須となる消防設備のほか、外国人宿泊客
に対応するためのWi-Fi設備の整備費用等を補助するものです。委託費は最大10万円、施設整備費は最大50
万円、補助率はそれぞれ50％の補助が受けられます。
　オリンピック・パラリンピックを契機として、今後も外国人宿泊客は増加していくと思われます。小山市
は積極的にインバウンドを促進し、空き家の削減と地域活性化を図っておりますので、民泊を始めてみたい
方は総合政策課までお問い合わせください。

民泊コラム❹ 問総合政策課☎22‒9376
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　令和2年度当初予算は、「ひと・行政を創る」、「ま
ちを創る」、「くらしを創る」の３つのまちづくりの基
本理念を実現するため、人口減少対策と持続可能な社
会づくりに積極的に取組むとともに、令和元年東日本
台風被害からの復旧・復興対策の推進、令和2年度末
竣工予定の「新庁舎建設」の着実な推進および計画期
間の最終年度となる「第7次小山市総合計画」と令和
2年度を初年度とする「第2次小山市まち･ひと･しご
と創生総合戦略」に掲げた諸施策について、国の「安
心と成長の未来を拓く総合経済対策」と連携を図りな
がら、確実に実行するための予算編成とし、第1に、
圏央道の開通により立地利便性が一段と向上した栃木
県第2の｢南都｣として、新4号国道沿線の新規工業団
地の開発による企業誘致および若者の雇用の確保、駅
周辺のコンパクトシティ・市街地整備・再開発の実施
による移住定住人口の増加など、｢人と企業を呼び込
む施策｣の更なる推進と、夢・未来あふれる〝新しい
時代の行政創り″の中枢拠点である｢新庁舎建設｣の竣
工、第2に、5年目となる国営かんがい排水事業｢栃木
南部地区｣の事業促進、令和元年度に一級河川の指定
を受けた豊穂川および杣井木川等の｢排水強化対策｣、
同排水強化対策完成までの　｢緊急排水強化対策」の
推進による｢安全安心な小山市｣の創造、第3に、出会
いから結婚・妊娠・出産・育児までの包括的な子育支
援、産後ケアの実施、回復期リハビリテーション病院
等整備支援、幼児教育・保育の無償化、老人クラブ育
成、地域包括ケアシステム構築、豊田中学区新設小学
校着工、英語教育のまち推進など、保健・医療・福祉・
教育対策の充実による、平成25年度の｢高齢化対応度
日本一｣に続く｢子育て支援日本一｣、｢健康長寿100歳
都市｣の実現、第4に、栃木県紬織物技術支援センター
がオープンし、ユネスコ無形文化遺産登録10周年を
迎える｢本場結城紬｣、小山市の｢宝｣であるコウノトリ
の長期滞在が実現し、拠点施設が整備された｢渡良瀬
遊水地｣、｢小山評定｣、｢スポーツのまちおやま｣など
の地域資源に磨きをかけ、農泊民泊や民間活力の導入
によるスポーツ資源を活用した｢アグリ・スポーツツー
リズム、インバウンド｣による観光地域化の推進によ
る交流人口・関係人口の拡大、第5に、5年目を迎え
る下野市・野木町・結城市との｢小山地区定住自立圏
構想｣、渡良瀬遊水地を共有する4市2町による｢関東
どまんなかサミット｣、「栃木市との連携」等の推進に
よる｢50万中核都市｣の実現に取り組んでまいります。
　特に、「新庁舎建設」は、国の「市町村役場機能緊
急保全事業」を活用し約65億9千万円を、思川・豊穂川・
杣井木川等の排水強化対策に約2億8千万円、豊田中
学区新設小学校建設に約7億3千万円を計上するなど、
「豊かで活力があり、暮らしやすい小山」の実現に向
け積極的に取り組み、令和2年度予算総額は約673億5
千万円、前年比4.6％増の過去最大予算となりました。

令和2年度予算案は、「新庁舎建設(竣工)」
、令和元年東日本台風被害からの「復旧
・復興対策」、「人口減少対策」と「持続
可能な社会づくり推進」のための過去最
大積極予算

１．市民生活の安全・安心・健康づくり・医療・保健・
スポーツ・教育・福祉対策の推進　
①市民の生命・財産を守り、地域の安全・安心な暮らしのために
新庁舎建設(竣工)、○新新庁舎災害対策本部システム整
備、国営かんがい排水事業栃木南部地区推進、排水強
化対策〔排水対策補助金(田んぼダム設置）、豊穂川整
備用地取得･補償、消防力強化(消防団車両更新・高規
格救急車更新)、○新高齢者安全運転サポート補助
②健康づくり・医療・保健・スポーツ・教育の充実のために
健康長寿はとむぎ100歳[地方創生]、回復期リハビリ
テーション病院等整備費補助、東京オリンピック・パ
ラリンピック推進、栃木国体推進、市立体育館建設(Ｐ
ＦＩ)、小･中･義務教育学校ＩＣＴ環境整備(パソコン･
タブレット)、英語教育のまち推進(ＡＬＴ大規模校増
員)、食育推進(○新小山産コシヒカリ)
③高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策
等社会保障の充実のために
第4期地域福祉計画策定、すこやか長寿プラン2021策
定、地域包括ケアシステム推進、第6期障がい福祉計画
策定、基幹相談支援センター運営
２．まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進
①産業の振興による新たな雇用の創出のために
新規工業団地開発推進(テクノパーク小山南部、○新第四
工業団地第二工区)、本場結城紬生産振興･普及(ユネス
コ無形文化遺産登録10周年記念、日本遺産登録記念、
生産振興、後継者育成、プロモーション)、○新スマート
農業推進、新規就農者育成、担い手･農地総合対策(企
業参入推進補助)、菜の花プロジェクト推進、イノシシ
被害等対策、第3期商業･観光振興計画策定、料理人の
聖地創出[地方創生]　
②新しい人の流れの創出のために
第2期シティプロモーション計画策定、ラムサール条約
湿地登録渡良瀬遊水地観光地化推進(ヨシ灯り、エコ･
アグリツーリズム推進、エコミュージアム化、環境に
やさしい農業推進、コウノトリ・トキの野生復帰、観
光誘客推進、第二調節池湿地保全推進)、○新武道ツーリ
ズムを核とした日本文化魅力発信プロジェクト[地方創
生]、○新思川水辺活用(ミズベリング)推進[地方創生]、
○新小山御殿広場を中心としたまちの賑わい創出[地方創
生]、移住・定住促進〔空き家等を活用した二地域居住
促進[地方創生]、○新城山公園フラワーパーク整備(着工)
③出会いから結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現のために
○新産前･産後サポート、認定こども園施設型給付(○新せ
いほう幼稚園、○新静林幼稚園)、認定こども園等一時預
かり(○新せいほう幼稚園、○新静林幼稚園)、保育所等施
設整備補助〔○新 (仮称)若木保育園、○新羽川幼稚園〕、○新
ひとり親家庭通学補助
④ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進のために
第8次小山市総合計画策定、ＳＤＧｓ持続可能なまちづ
くり推進、第2期小山地区定住自立圏共生ビジョン策定、
第4次環境基本計画策定、ごみ減量化、○新多言語翻訳･読
み上げアプリ導入、○新会計年度任用職員制度
３．社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生
の推進
①産業・都市・教育基盤整備による「人と企業を呼び
込む施策」推進のために
市街地再開発(駅東通り一丁目第一地区、城山町二丁目
第一地区等)、3･4･101城東線道路整備、○新思川駅北口
地区整備、○新豊田中学区新設小学校整備(着工)、○新乙
女中学区小中一貫校整備(基本構想)、学校跡地有効活
用調査(豊田南小･北小跡地活用検討)
②地域住民の利便性向上のために
大谷地区中心施設整備(実施設計)、○新有料体育施設指
定管理制度導入、○新AIを活用した互助輸送構築[地方創
生]、○新MaaS等新技術活用検討
　　予算総額　約673億5千万円（前年度比　4.6%増）



　「ふるさとおやま」の魅力発信による移住定住の促進、東京2020オリンピック・パラリンピックを機とした更な
るインバウンドと販路の拡大、2022年の栃木国体、ひきこもり対策など、重点事業を的確かつ迅速に遂行し、か
つ社会の様々な動きや多様化・複雑化する市民ニーズに柔軟に対応できるよう、行政組織の一部を改編しました。

市役所組織が一部変わりました 問職員活性課☎22‒9362

●小山の魅力発信室/小山の魅力発信係（秘書広報課）
…小山の魅力をより効果的に発信し、来訪者の増加や
移住定住の促進に繋げるため新設しました。
●移住定住交流推進室（総合政策課）…移住定住推進、
農泊・民泊事業、空き家バンク事業等の業務を集約し、
統合しました。
●ひきこもり相談支援室（福祉課）…相談窓口を設け、
関係機関と連携し包括的な支援を提供するため新設しました。
●治水対策課/排水強化対策室（建設政策課）…治水
対策を中心に災害に強いまちづくりを推進するため、
組織を再編、名称を変更しました。
●東京オリ・パラ推進係/高校総体推進係/国体総務企
画係/国体競技式典係（東京オリ・パラ・栃木国体推
進課）…組織強化のため、東京オリ・パラ・高校総体
推進係、国体推進係をそれぞれ2係に分割しました。

●国際政策課/多文化共生推進係/国際交流室…国際理
解を深め、国際化・多文化共生に対応した環境をつく
るため新設しました。
●豊田中学区小中一貫校開校準備室/豊田中学区小中
一貫校開校準備担当（教育総務課）…令和4年開校予
定の小中一貫校の開設に向けて新設しました。
●市民生活安心課…市民と行政が協働し、安全安心な
まちづくりを推進すべく、市民生活課・生活安心課を
統合しました。
●市街地整備課…市街地整備の推進に向け、区画整理
課内組織を再編し、また都市計画課・建設政策課から
業務を移管しました。
●まちづくり推進室/まちづくり事業推進係（都市計
画課）…市の特色を生かした都市形成を国県他市町と
連携して進めるため新設しました。

≪改編をした主な組織≫

■鳥獣対策係（農政課）…鳥獣被害の防止のため、農
政課に新設しました。
■まちなか商業推進係（商業観光課）…小山駅周辺の
中心市街地活性化事業を推進するため、商業観光課に
新設しました。
■新交通・コミュニティバス推進係（都市計画課）…
新交通システム係とコミュニティバス係の業務を一体
的に推進するため2係を統合しました。

■徴収支援係/徴収対策班（納税課）…納税課の納税
相談係、特別納税対策班の業務の分担を見直したうえで
再編しました。
■工業振興係/結城紬振興係（工業振興課）…従来の
工業・結城紬振興係の業務体制を強化するため2係に
分割しました。
■渡良瀬遊水地ラムサール推進課…総合政策部から産
業観光部に組織を移管しました。

≪その他の改編組織≫

業務をより一層推進するため組織の名称を変更しました。
■女性活躍推進係（男女共同参画課　男女共同参画係）
■情報政策課/ICT推進係（IT推進課/IT推進係）
■ごみ減量対策係（環境課　ごみ対策係）
※（　）内は旧名称

≪名称の変更をした組織≫
業務効率化等により廃止しました。
■地域医療推進室（健康増進課）
■駅東通り一丁目地区推進係（新都市整備推進課）
■空き家対策室（建築指導課）
■東城南小学校整備推進室/東城南小学校整備推進担当
（教育総務課）

≪廃止をした組織≫

　本年7月24日からいよいよ東京2020オリンピック・パラリンピックが開催されます。首都圏では、開催期
間中の宿泊施設の不足が懸念される一方、住宅宿泊事業法に基づく民泊届出は全国で急速に増えており、小
山市内では8件の民泊施設が誕生しています。
　今回は、小山市が策定した県内初の民泊補助金制度「小山市空き家又は空き室を利用した住宅宿泊事業支
援補助金」をご紹介します。この補助制度は、空き家・空き室を活用し民泊事業を行う方に、手続きが繁雑
な各種法令に対する届出を行政書士等へ委託した費用や、届出上必須となる消防設備のほか、外国人宿泊客
に対応するためのWi-Fi設備の整備費用等を補助するものです。委託費は最大10万円、施設整備費は最大50
万円、補助率はそれぞれ50％の補助が受けられます。
　オリンピック・パラリンピックを契機として、今後も外国人宿泊客は増加していくと思われます。小山市
は積極的にインバウンドを促進し、空き家の削減と地域活性化を図っておりますので、民泊を始めてみたい
方は総合政策課までお問い合わせください。

民泊コラム❹ 問総合政策課☎22‒9376
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広報おやま2020.4月号　6

　令和2年度当初予算は、「ひと・行政を創る」、「ま
ちを創る」、「くらしを創る」の３つのまちづくりの基
本理念を実現するため、人口減少対策と持続可能な社
会づくりに積極的に取組むとともに、令和元年東日本
台風被害からの復旧・復興対策の推進、令和2年度末
竣工予定の「新庁舎建設」の着実な推進および計画期
間の最終年度となる「第7次小山市総合計画」と令和
2年度を初年度とする「第2次小山市まち･ひと･しご
と創生総合戦略」に掲げた諸施策について、国の「安
心と成長の未来を拓く総合経済対策」と連携を図りな
がら、確実に実行するための予算編成とし、第1に、
圏央道の開通により立地利便性が一段と向上した栃木
県第2の｢南都｣として、新4号国道沿線の新規工業団
地の開発による企業誘致および若者の雇用の確保、駅
周辺のコンパクトシティ・市街地整備・再開発の実施
による移住定住人口の増加など、｢人と企業を呼び込
む施策｣の更なる推進と、夢・未来あふれる〝新しい
時代の行政創り″の中枢拠点である｢新庁舎建設｣の竣
工、第2に、5年目となる国営かんがい排水事業｢栃木
南部地区｣の事業促進、令和元年度に一級河川の指定
を受けた豊穂川および杣井木川等の｢排水強化対策｣、
同排水強化対策完成までの　｢緊急排水強化対策」の
推進による｢安全安心な小山市｣の創造、第3に、出会
いから結婚・妊娠・出産・育児までの包括的な子育支
援、産後ケアの実施、回復期リハビリテーション病院
等整備支援、幼児教育・保育の無償化、老人クラブ育
成、地域包括ケアシステム構築、豊田中学区新設小学
校着工、英語教育のまち推進など、保健・医療・福祉・
教育対策の充実による、平成25年度の｢高齢化対応度
日本一｣に続く｢子育て支援日本一｣、｢健康長寿100歳
都市｣の実現、第4に、栃木県紬織物技術支援センター
がオープンし、ユネスコ無形文化遺産登録10周年を
迎える｢本場結城紬｣、小山市の｢宝｣であるコウノトリ
の長期滞在が実現し、拠点施設が整備された｢渡良瀬
遊水地｣、｢小山評定｣、｢スポーツのまちおやま｣など
の地域資源に磨きをかけ、農泊民泊や民間活力の導入
によるスポーツ資源を活用した｢アグリ・スポーツツー
リズム、インバウンド｣による観光地域化の推進によ
る交流人口・関係人口の拡大、第5に、5年目を迎え
る下野市・野木町・結城市との｢小山地区定住自立圏
構想｣、渡良瀬遊水地を共有する4市2町による｢関東
どまんなかサミット｣、「栃木市との連携」等の推進に
よる｢50万中核都市｣の実現に取り組んでまいります。
　特に、「新庁舎建設」は、国の「市町村役場機能緊
急保全事業」を活用し約65億9千万円を、思川・豊穂川・
杣井木川等の排水強化対策に約2億8千万円、豊田中
学区新設小学校建設に約7億3千万円を計上するなど、
「豊かで活力があり、暮らしやすい小山」の実現に向
け積極的に取り組み、令和2年度予算総額は約673億5
千万円、前年比4.6％増の過去最大予算となりました。

令和2年度予算案は、「新庁舎建設(竣工)」
、令和元年東日本台風被害からの「復旧
・復興対策」、「人口減少対策」と「持続
可能な社会づくり推進」のための過去最
大積極予算

１．市民生活の安全・安心・健康づくり・医療・保健・
スポーツ・教育・福祉対策の推進　
①市民の生命・財産を守り、地域の安全・安心な暮らしのために
新庁舎建設(竣工)、○新新庁舎災害対策本部システム整
備、国営かんがい排水事業栃木南部地区推進、排水強
化対策〔排水対策補助金(田んぼダム設置）、豊穂川整
備用地取得･補償、消防力強化(消防団車両更新・高規
格救急車更新)、○新高齢者安全運転サポート補助
②健康づくり・医療・保健・スポーツ・教育の充実のために
健康長寿はとむぎ100歳[地方創生]、回復期リハビリ
テーション病院等整備費補助、東京オリンピック・パ
ラリンピック推進、栃木国体推進、市立体育館建設(Ｐ
ＦＩ)、小･中･義務教育学校ＩＣＴ環境整備(パソコン･
タブレット)、英語教育のまち推進(ＡＬＴ大規模校増
員)、食育推進(○新小山産コシヒカリ)
③高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策
等社会保障の充実のために
第4期地域福祉計画策定、すこやか長寿プラン2021策
定、地域包括ケアシステム推進、第6期障がい福祉計画
策定、基幹相談支援センター運営
２．まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進
①産業の振興による新たな雇用の創出のために
新規工業団地開発推進(テクノパーク小山南部、○新第四
工業団地第二工区)、本場結城紬生産振興･普及(ユネス
コ無形文化遺産登録10周年記念、日本遺産登録記念、
生産振興、後継者育成、プロモーション)、○新スマート
農業推進、新規就農者育成、担い手･農地総合対策(企
業参入推進補助)、菜の花プロジェクト推進、イノシシ
被害等対策、第3期商業･観光振興計画策定、料理人の
聖地創出[地方創生]　
②新しい人の流れの創出のために
第2期シティプロモーション計画策定、ラムサール条約
湿地登録渡良瀬遊水地観光地化推進(ヨシ灯り、エコ･
アグリツーリズム推進、エコミュージアム化、環境に
やさしい農業推進、コウノトリ・トキの野生復帰、観
光誘客推進、第二調節池湿地保全推進)、○新武道ツーリ
ズムを核とした日本文化魅力発信プロジェクト[地方創
生]、○新思川水辺活用(ミズベリング)推進[地方創生]、
○新小山御殿広場を中心としたまちの賑わい創出[地方創
生]、移住・定住促進〔空き家等を活用した二地域居住
促進[地方創生]、○新城山公園フラワーパーク整備(着工)
③出会いから結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現のために
○新産前･産後サポート、認定こども園施設型給付(○新せ
いほう幼稚園、○新静林幼稚園)、認定こども園等一時預
かり(○新せいほう幼稚園、○新静林幼稚園)、保育所等施
設整備補助〔○新 (仮称)若木保育園、○新羽川幼稚園〕、○新
ひとり親家庭通学補助
④ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進のために
第8次小山市総合計画策定、ＳＤＧｓ持続可能なまちづ
くり推進、第2期小山地区定住自立圏共生ビジョン策定、
第4次環境基本計画策定、ごみ減量化、○新多言語翻訳･読
み上げアプリ導入、○新会計年度任用職員制度
３．社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生
の推進
①産業・都市・教育基盤整備による「人と企業を呼び
込む施策」推進のために
市街地再開発(駅東通り一丁目第一地区、城山町二丁目
第一地区等)、3･4･101城東線道路整備、○新思川駅北口
地区整備、○新豊田中学区新設小学校整備(着工)、○新乙
女中学区小中一貫校整備(基本構想)、学校跡地有効活
用調査(豊田南小･北小跡地活用検討)
②地域住民の利便性向上のために
大谷地区中心施設整備(実施設計)、○新有料体育施設指
定管理制度導入、○新AIを活用した互助輸送構築[地方創
生]、○新MaaS等新技術活用検討
　　予算総額　約673億5千万円（前年度比　4.6%増）



納税課からのお知らせ
①納税・納付は便利な口座振替で
　お申込みは、市内金融機関窓口、市役所納税課・各出張所で口座振替依頼書をご記入いただく方法（依頼書を
郵送することもできますので必要な方はご連絡ください）と、市ホームページの「Web口座振替受付サービスサ
イト」よりパソコンやスマートフォンでお申込みいただく方法があります。
　●Web口座振替受付のメリット
　・用紙への記入押印不要　・パソコン、スマートフォンから24時間申込み可能
　※納期月の10日までのお申込みでその月から振替可能となります
　例）4月30日納期限…4月10日まで
　（口座振替依頼書は、各市税等の納期限の40日前までにお申込みが必要です。）
　※法人のお客様はWeb口座振替受付の対象外となります
　●取扱金融機関
　足利銀行・常陽銀行・筑波銀行・栃木銀行・群馬銀行・三井住友銀行・みずほ銀行・足利小山信用金庫・栃木
　信用金庫・結城信用金庫・中央労働金庫・小山農業協同組合・ゆうちょ銀行
　※中央労働金庫・小山農業協同組合はWeb口座振替受付の対象外となります
　★また、国民健康保険税の納付は口座振替が原則となっています。現在納付書で納めている方は口座振替への
　　切り替えにご協力をお願いします。

②PayPayアプリで納付ができます
　令和2年1月1日から市税等がPayPayアプリで納付できるようになりました。PayPayアプリの「スキャン機能」
で納付書のバーコードを読み取って納付します。また、支払いはPayPay残高のみとなり、クレジットカードで
の納付はできません。PayPayアプリをお持ちでない方はガイドページにアクセスし、アプリをダウンロードし
てください。詳しい使い方はPayPayガイドページをご覧ください。
　●取扱税目等…市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）、
　　　　　　　　国民健康保険税（普通徴収）、介護保険料（普通徴収）、後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　●ご利用にあたっての注意点
　・領収証書は発行されません。納付の履歴はPayPayアプリの「支払い履歴」をタップしてご確認ください。
　・領収証書や軽自動車税継続検査用納税証明書（※）が必要な場合は金融機関、小山市役所・各出張所での
　　納付をお願いします。
　（※）継続検査対象車両にかかる軽自動車税を当初の納期限（5月31日、土日祝日の場合は
　翌開庁日）までに納付された場合にのみ軽自動車税継続検査用納税証明書をお送りします。
　・PayPayアプリでは下記のいずれかの場合納付できません。
　　金額の訂正がある場合、バーコードが印字されていない場合や読み取れない場合、
　　金額が30万円を超える場合、納期限（利用期限）が過ぎている場合

③督促手数料を廃止します
　市の条例改正により、令和2年4月1日から市税等の督促手数料が廃止になります。
　ただし、令和2年3月31日以前に督促状を発送している場合は、従前のとおり督促手数料の納付が必要です。ま
た、令和2年4月1日以降も納期限までに納付がない場合は、督促状が発送されますので、納期内に納めましょう。

④税金を滞納するとどうなるの？ 
　納税は国民の義務であり、納期内納付が基本です。納期を過ぎても納付がなく、税金を滞納したままにすると、
本来納める金額の他に延滞金が発生します。令和2年1月1日以降の未納額に対しては、納期限か
ら1月以内は年2.6%、1月後からは年8.9%で延滞金を計算します。督促状を発送して10日を過ぎ
ても納付がない場合は、所有している預貯金等の財産を調査し差押えることになります。納付が
難しい場合は、滞納を放置せず、早めにご相談ください。納税課では、平日延長窓口、日曜納税
相談窓口を開設していますので、令和2年度小山市税等納期カレンダーでご確認ください。

⑤ファイナンシャルプランナー（ＦＰ）による納税相談
　市では、収入不足や借金問題で納税が難しい方を対象に、生活改善の手助けをするため、家計（事業）相談の
専門家「ファイナンシャルプランナー」による納税相談（無料）を受け付けています。
　●相談日時　5月24日㈰、9月27日㈰、11月1日㈰、令和3年1月24日㈰ 　9:00 ～正午、13:00 ～ 16:00
　●相談場所　小山市役所1階納税課（納税相談室他）
　●相談方法　ファイナンシャルプランナーが個別に対応（概ね１時間程度）
　※相談は予約制です。事前に納税課までご連絡ください

問①、②、③…納税課　納税管理係☎22‒9442 

PayPay
ガイドページ

Web口座
振替受付

問④、⑤…納税課　徴収対策班☎22‒9444
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産前・産後サポート事業が始まります！ 問健康増進課☎22-9527

　妊婦さん、そして出産したママと赤ちゃんが集まって、リフレッシュしたり、ゆっくり過ごせるようなクラス
を開催します。1人で悩まず、助産師やスタッフ、他のお母さん方とお話してみませんか？

問選挙管理委員会☎22-9481小山市長選挙のお知らせ
告示日　6月28日㈰　投票日　7月5日㈰ 7:00 ～ 19:00
◆小山市長選挙から投票終了時刻を19:00に変更します◆
　投票終了時刻の繰り上げにより、市民の皆さまに開票結果を早くお知らせし、経費削減となることから、
20:00までだった投票終了時刻を19:00までに変更します。
◆期日前投票所の開設期間を一部拡大します◆
　小山市長選挙の期日前投票所開設場所・期間は下表のとおりです。
　小山東出張所は投票日前日20:00まで開設します。また、間々田市民交流センターと桑市民交流センターは投
票日前日の17:00まで開設します。

場　所 期間・時間
市役所（別館1階会議室1）、小山東出張所 6月29日㈪～ 7月4日㈯　8:30 ～ 20:00
間々田市民交流センター（しらさぎ館）、
桑市民交流センター（マルベリー館） 6月29日㈪～ 7月4日㈯　8:30 ～ 17:00

小山城南市民交流センター（ゆめまち） 6月30日㈫～ 7月4日㈯　8:30 ～ 17:00

各公民館（大谷、生井、寒川、豊田、中、穂積、絹） 6月29日㈪～ 7月3日㈮　8:30 ～ 17:00

7月30日任期満了による小山市長選挙の日程が決定しましたので、お知らせします。

●セルフケア講座（要事前予約）
　バランスボールを使った心と体のエクササイズとセ
ルフケアの方法を学ぶ教室です。
　日程　4/22㈬、5/19㈫、6/24㈬、7/21㈫、8/18㈫、
　　　　9/23㈬、10/28㈬、11/25㈬、12/22㈫、
　　　　R3.1/19㈫、2/17㈬、3/17㈬
　時間　10:00 ～ 11:30（受付　9:45 ～）
　場所　保健・福祉センター 3階
　定員　各回20組

●ママカフェ（要事前予約）
　お茶を飲みながらおしゃべりを通して交流したり、
ハンドマッサージをして、リフレッシュする場です。
　日程　5/25㈪、7/27㈪、9/28㈪、11/30㈪、　　
　　　　R3.1/18㈪、3/22㈪
　時間　10:00 ～ 11:30（受付　9:45 ～）
　場所　保健・福祉センター 2階
　定員　各回20組
●母乳相談（要事前予約）
　授乳についてお困りの方、助産師にご相談ください。
　日程　4/21㈫、5/18㈪、6/22㈪、7/20㈪、8/17㈪、
　　　　9/14㈪、10/20㈫、11/24㈫、12/21㈪、　
　　　　R3.1/21㈭、2/10㈬、3/16㈫
　時間　①9:30 ～　②10:00 ～　③10:30 ～
　　　　④11:00 ～　⑤11:30 ～
　定員　各時間1組

小山市渡良瀬遊水地コウノトリ交流館がオープンします
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22-9354

　渡良瀬遊水地周辺に、渡良瀬遊水地の情報発信やエコ・アグリツアーの拠点
として、渡良瀬遊水地コウノトリ交流館が4月下旬オープンします。

名称 小山市渡良瀬遊水地コウノトリ交流館

場所 下生井865番地

開館日時 原則　木曜日から日曜日および祝日の9:30 ～ 17:00（ただし10月～ 3月は16:00閉館）

施設概要 交流館は、渡良瀬遊水地の情報発信、休憩所、エコツアー等の体験プログラムの実施の他、
渡良瀬遊水地にちなんだイベント・企画展を実施する予定

完成イメージ図

広報おやま2020.4月号　8



納税課からのお知らせ
①納税・納付は便利な口座振替で
　お申込みは、市内金融機関窓口、市役所納税課・各出張所で口座振替依頼書をご記入いただく方法（依頼書を
郵送することもできますので必要な方はご連絡ください）と、市ホームページの「Web口座振替受付サービスサ
イト」よりパソコンやスマートフォンでお申込みいただく方法があります。
　●Web口座振替受付のメリット
　・用紙への記入押印不要　・パソコン、スマートフォンから24時間申込み可能
　※納期月の10日までのお申込みでその月から振替可能となります
　例）4月30日納期限…4月10日まで
　（口座振替依頼書は、各市税等の納期限の40日前までにお申込みが必要です。）
　※法人のお客様はWeb口座振替受付の対象外となります
　●取扱金融機関
　足利銀行・常陽銀行・筑波銀行・栃木銀行・群馬銀行・三井住友銀行・みずほ銀行・足利小山信用金庫・栃木
　信用金庫・結城信用金庫・中央労働金庫・小山農業協同組合・ゆうちょ銀行
　※中央労働金庫・小山農業協同組合はWeb口座振替受付の対象外となります
　★また、国民健康保険税の納付は口座振替が原則となっています。現在納付書で納めている方は口座振替への
　　切り替えにご協力をお願いします。

②PayPayアプリで納付ができます
　令和2年1月1日から市税等がPayPayアプリで納付できるようになりました。PayPayアプリの「スキャン機能」
で納付書のバーコードを読み取って納付します。また、支払いはPayPay残高のみとなり、クレジットカードで
の納付はできません。PayPayアプリをお持ちでない方はガイドページにアクセスし、アプリをダウンロードし
てください。詳しい使い方はPayPayガイドページをご覧ください。
　●取扱税目等…市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）、
　　　　　　　　国民健康保険税（普通徴収）、介護保険料（普通徴収）、後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　●ご利用にあたっての注意点
　・領収証書は発行されません。納付の履歴はPayPayアプリの「支払い履歴」をタップしてご確認ください。
　・領収証書や軽自動車税継続検査用納税証明書（※）が必要な場合は金融機関、小山市役所・各出張所での
　　納付をお願いします。
　（※）継続検査対象車両にかかる軽自動車税を当初の納期限（5月31日、土日祝日の場合は
　翌開庁日）までに納付された場合にのみ軽自動車税継続検査用納税証明書をお送りします。
　・PayPayアプリでは下記のいずれかの場合納付できません。
　　金額の訂正がある場合、バーコードが印字されていない場合や読み取れない場合、
　　金額が30万円を超える場合、納期限（利用期限）が過ぎている場合

③督促手数料を廃止します
　市の条例改正により、令和2年4月1日から市税等の督促手数料が廃止になります。
　ただし、令和2年3月31日以前に督促状を発送している場合は、従前のとおり督促手数料の納付が必要です。ま
た、令和2年4月1日以降も納期限までに納付がない場合は、督促状が発送されますので、納期内に納めましょう。

④税金を滞納するとどうなるの？ 
　納税は国民の義務であり、納期内納付が基本です。納期を過ぎても納付がなく、税金を滞納したままにすると、
本来納める金額の他に延滞金が発生します。令和2年1月1日以降の未納額に対しては、納期限か
ら1月以内は年2.6%、1月後からは年8.9%で延滞金を計算します。督促状を発送して10日を過ぎ
ても納付がない場合は、所有している預貯金等の財産を調査し差押えることになります。納付が
難しい場合は、滞納を放置せず、早めにご相談ください。納税課では、平日延長窓口、日曜納税
相談窓口を開設していますので、令和2年度小山市税等納期カレンダーでご確認ください。

⑤ファイナンシャルプランナー（ＦＰ）による納税相談
　市では、収入不足や借金問題で納税が難しい方を対象に、生活改善の手助けをするため、家計（事業）相談の
専門家「ファイナンシャルプランナー」による納税相談（無料）を受け付けています。
　●相談日時　5月24日㈰、9月27日㈰、11月1日㈰、令和3年1月24日㈰ 　9:00 ～正午、13:00 ～ 16:00
　●相談場所　小山市役所1階納税課（納税相談室他）
　●相談方法　ファイナンシャルプランナーが個別に対応（概ね１時間程度）
　※相談は予約制です。事前に納税課までご連絡ください

問①、②、③…納税課　納税管理係☎22‒9442 

PayPay
ガイドページ

Web口座
振替受付

問④、⑤…納税課　徴収対策班☎22‒9444
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産前・産後サポート事業が始まります！ 問健康増進課☎22-9527

　妊婦さん、そして出産したママと赤ちゃんが集まって、リフレッシュしたり、ゆっくり過ごせるようなクラス
を開催します。1人で悩まず、助産師やスタッフ、他のお母さん方とお話してみませんか？

問選挙管理委員会☎22-9481小山市長選挙のお知らせ
告示日　6月28日㈰　投票日　7月5日㈰ 7:00 ～ 19:00
◆小山市長選挙から投票終了時刻を19:00に変更します◆
　投票終了時刻の繰り上げにより、市民の皆さまに開票結果を早くお知らせし、経費削減となることから、
20:00までだった投票終了時刻を19:00までに変更します。
◆期日前投票所の開設期間を一部拡大します◆
　小山市長選挙の期日前投票所開設場所・期間は下表のとおりです。
　小山東出張所は投票日前日20:00まで開設します。また、間々田市民交流センターと桑市民交流センターは投
票日前日の17:00まで開設します。

場　所 期間・時間
市役所（別館1階会議室1）、小山東出張所 6月29日㈪～ 7月4日㈯　8:30 ～ 20:00
間々田市民交流センター（しらさぎ館）、
桑市民交流センター（マルベリー館） 6月29日㈪～ 7月4日㈯　8:30 ～ 17:00

小山城南市民交流センター（ゆめまち） 6月30日㈫～ 7月4日㈯　8:30 ～ 17:00

各公民館（大谷、生井、寒川、豊田、中、穂積、絹） 6月29日㈪～ 7月3日㈮　8:30 ～ 17:00

7月30日任期満了による小山市長選挙の日程が決定しましたので、お知らせします。

●セルフケア講座（要事前予約）
　バランスボールを使った心と体のエクササイズとセ
ルフケアの方法を学ぶ教室です。
　日程　4/22㈬、5/19㈫、6/24㈬、7/21㈫、8/18㈫、
　　　　9/23㈬、10/28㈬、11/25㈬、12/22㈫、
　　　　R3.1/19㈫、2/17㈬、3/17㈬
　時間　10:00 ～ 11:30（受付　9:45 ～）
　場所　保健・福祉センター 3階
　定員　各回20組

●ママカフェ（要事前予約）
　お茶を飲みながらおしゃべりを通して交流したり、
ハンドマッサージをして、リフレッシュする場です。
　日程　5/25㈪、7/27㈪、9/28㈪、11/30㈪、　　
　　　　R3.1/18㈪、3/22㈪
　時間　10:00 ～ 11:30（受付　9:45 ～）
　場所　保健・福祉センター 2階
　定員　各回20組
●母乳相談（要事前予約）
　授乳についてお困りの方、助産師にご相談ください。
　日程　4/21㈫、5/18㈪、6/22㈪、7/20㈪、8/17㈪、
　　　　9/14㈪、10/20㈫、11/24㈫、12/21㈪、　
　　　　R3.1/21㈭、2/10㈬、3/16㈫
　時間　①9:30 ～　②10:00 ～　③10:30 ～
　　　　④11:00 ～　⑤11:30 ～
　定員　各時間1組

小山市渡良瀬遊水地コウノトリ交流館がオープンします
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22-9354

　渡良瀬遊水地周辺に、渡良瀬遊水地の情報発信やエコ・アグリツアーの拠点
として、渡良瀬遊水地コウノトリ交流館が4月下旬オープンします。

名称 小山市渡良瀬遊水地コウノトリ交流館

場所 下生井865番地

開館日時 原則　木曜日から日曜日および祝日の9:30 ～ 17:00（ただし10月～ 3月は16:00閉館）

施設概要 交流館は、渡良瀬遊水地の情報発信、休憩所、エコツアー等の体験プログラムの実施の他、
渡良瀬遊水地にちなんだイベント・企画展を実施する予定

完成イメージ図
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市民活動推進事業補助金申込み募集 問市民生活安心課☎22 ‒9248

　市では市民の皆さんが、自主的・主体的に取り組む社会貢献活動に補助金を交付します。
1．補助対象団体（条件）
　5人以上で組織された団体であること、主たる活動の範囲が小山市内であること、補助対象事業に意欲を持っ
て取り組む団体であること、政治的活動・宗教的活動・営利活動を団体の目的としていないことなど。
2．補助対象事業
　地域の活性化を目的とした事業、社会貢献を目的とした事業、公共性・公益性を有する事業など。
3．補助金の額
　補助限度額5万円（千円未満は切り捨てます。また、市の予算の範囲内で交付します。）
　※補助対象事業は3年間を限度に各年度ごとに申請できます
4．申請方法
　必要書類を申請期間内（5月1日㈮～ 5月29日㈮、土日祝日を除く8:30 ～ 17:00）に市役所2階の「市民生活安
心課」へ持参（必要書類は申請書、事業計画書、活動内容がわかるものなど）ください。その際は、申請内容の
詳細を説明できる方がお越しください。　※詳細は市ホームページをご覧ください
5．補助金交付実績
　市は、これまで下記のとおり様々な社会貢献活動に対して補助金を交付しました。

高齢者サポートカー等
購入費補助事業を開始します

問市民生活安心課☎22‒9283

　高齢ドライバーが安心してマイカーを運転していただけるよう、新車で衝突被害軽減ブレーキ等の安全運転支
援装置を搭載したサポートカーを購入、または、現在お乗りの自動車に後付けでペダル踏み間違い時加速抑制装
置等の安全運転支援装置を取り付けた場合、費用の一部を補助します。

○補助対象者　　　市内に居住する70歳以上で免許証をお持ちの方
　　　　　　　　　※購入費用の領収日の時点で70歳以上の方
　　　　　　　　　※市税の滞納がない方
○補助の種類と額　

○必要書類等　　　・運転免許証の写し
　　　　　　　　　・補助対象車の自動車車検証の写し
　　　　　　　　　　※車検証に記載されている使用者と申請者が同一であること
　　　　　　　　　・領収証の写し
　　　　　　　　　・売買契約書または注文書の写し（①のみ）
　　　　　　　　　・自動車販売店等が作成したサポートカー販売証明書（①のみ）
　　　　　　　　　・安全運転支援装置の機能が確認できるものの写し（②のみ）
　　　　　　　　　※補助金の振込先を確認しますので通帳をご持参ください
○申請受付開始　　4月1日㈬
○申請受付時間　　土日祝日を除く8:30 ～ 17:15
○申請受付場所等　上記必要書類をお持ちのうえ市役所2階市民生活安心課まで

補助金交付事業例
外国人親子向けの高校進学ガイダンス事業、「楽しいウォーキング教室」拡充事業、地域住民を巻き込んだ親
子学習サークル事業、発達がゆっくりな子どもと家族と現役大学生によるゆるサポ交流事業など

補助の種類 補助額 備考

①安全運転サポートカーを
　購入した方に対する補助 上限2万円

〇令和2年4月1日以降に新車のサポートカーを購入、ま
たは後付け安全運転支援装置の取り付けを行った場合が
対象（領収日基準）
〇①・②含めて1世帯1回のみの補助となります。
〇②のみ　国の補助額を差し引いた自己負担額が対象と
なります。

②後付けで安全運転支援装置を
　装着した方に対する補助 上限1万円

国民健康保険（国保）からのお知らせ
～4月からの新生活をスタートされた方へ～

問国保年金課☎22 ‒9415

◎国保に加入・脱退する場合には、届け出が必要です！

こんなとき 手続きに必要なもの
国保へ
「加入」

転入したとき 前住所地の転出証明書
会社等の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、年金手帳

国保を
「脱退」

転出するとき 国民健康保険証〈返却〉
会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証〈返却〉、会社等の健
康保険証（どちらも該当者全員分）

届け出は、国保年
金課以外にも市役
所市民課または最
寄りの出張所で行
うことができます。
届け出には、印か
ん、本人確認書類
（免許証等）、マイ
ナンバーが分かる
ものも必要です。

◆就職等により、他の健康保険に加入された方
○社会保険等に加入し、新しい保険証が交付される前に医療機関を受診する場合は、国民健康保険の保険証
　は使えません。事前に会社や医療機関に相談してから受診しましょう。
○会社等から新しい保険証が交付されたら、交付された保険証と国民健康保険の保険証を持って市役所や最
　寄りの出張所で、国保脱退の手続きを行ってください。医療機関を受診している方はできるだけ早く医療
　機関に健康保険が変わった旨の連絡をしてください。
○社会保険等に加入している期間に、国民健康保険の保険証を使って医療機関等を受診すると、後で小山市
　国保が負担した分の医療費の返還をお願いすることがありますので、必ず届け出は14日以内に済ませましょう。
◆退職により、国民健康保険加入のお手続きをされる方
　4月の窓口は非常に込み合います。円滑な手続きのためにも、「健康保険資格喪失証明書」（職場の保険を
やめた日付がわかるもの）を必ずお持ちください。証明書がない場合、手続きがその日のうちに完了しない
ことがありますので、ご注意ください。
◆就学のため一時的に他市区町村へ転出する学生
　小山市国保に加入しているお子さんが、就学のため一時的に他市区町村に転出した場合の特例として、小
山市国保から保険証を交付することができます。手続きには、「在学証明書」が必要です。
※いままで上記の適用だった方が、卒業等により学生でなくなった場合は、脱退の手続きが必要になります

◆◆手続きの注意点◆◆
※別世帯の方が代理で手続きを行う場合は、委任状も必要になります

令和2年度の軽自動車税（種別割） 問資産税課☎22‒9432

車種区分 税額

原動機付
自転車

50cc以下 2,000円
50cc超～ 90cc以下 2,000円
90cc超～ 125cc以下 2,400円
ミニカー（50cc以下） 3,700円

軽自動車 被けん引車（ボートトレーラ等） 3,600円
125cc超～ 250cc以下（軽二輪） 3,600円

二輪小型自動車 250cc超（二輪） 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用 2,400円
特殊作業用 5,900円

区分 標準税額 軽課税額
軽減率 ー 標準税額の概ね75% 標準税額の概ね50% 標準税額の概ね25%

軽課税率の
対象 ー 電気自動車および

天然ガス自動車

ガソリン車・ハイブリット車
乗用:R2年度燃費基準+30%達成車
貨物:H27年度燃費基準+35%達成車

乗用:R2年度燃費基準+10%達成車
貨物:H27年度燃費基準+15%達成車

四
輪
以
上

乗
用
自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨
物
自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

〇原動機付自転車（125cc以下）・軽自動車・
　二輪小型自動車・小型特殊自動車等

〇軽自動車（四輪以上および三輪）の
グリーン化特例（軽課）【令和2年度のみ】

　軽自動車税（種別割）は4月1日現在の登録内容に基づき課税します。納税通知書は、5月上旬に郵送します。

車種区分 本年度の税額
①旧標準税額 ②標準税額 ③重課税額

四輪
以上

乗
用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨
物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

〇軽自動車（四輪以上および三輪）

①平成27年3月31日以前に新規登録された車両で、初めて
　車両番号の指定を受けた月から13年目までの車両
②平成27年4月1日以降に新規登録された車両で、初めて車
　両の番号の指定を受けた月から13年目までの車両
③新規登録から13年を経過した車両（令和2年度は新規登録
　の初度検査年月が平成19年3月までの車両）

平成31年4月1日から令和2年3月31日までに新規登録された車両で、排出ガスや燃費の性能に優れた環境負荷の小さな車両に対して適応されます。
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市民活動推進事業補助金申込み募集 問市民生活安心課☎22 ‒9248

　市では市民の皆さんが、自主的・主体的に取り組む社会貢献活動に補助金を交付します。
1．補助対象団体（条件）
　5人以上で組織された団体であること、主たる活動の範囲が小山市内であること、補助対象事業に意欲を持っ
て取り組む団体であること、政治的活動・宗教的活動・営利活動を団体の目的としていないことなど。
2．補助対象事業
　地域の活性化を目的とした事業、社会貢献を目的とした事業、公共性・公益性を有する事業など。
3．補助金の額
　補助限度額5万円（千円未満は切り捨てます。また、市の予算の範囲内で交付します。）
　※補助対象事業は3年間を限度に各年度ごとに申請できます
4．申請方法
　必要書類を申請期間内（5月1日㈮～ 5月29日㈮、土日祝日を除く8:30 ～ 17:00）に市役所2階の「市民生活安
心課」へ持参（必要書類は申請書、事業計画書、活動内容がわかるものなど）ください。その際は、申請内容の
詳細を説明できる方がお越しください。　※詳細は市ホームページをご覧ください
5．補助金交付実績
　市は、これまで下記のとおり様々な社会貢献活動に対して補助金を交付しました。

高齢者サポートカー等
購入費補助事業を開始します

問市民生活安心課☎22‒9283

　高齢ドライバーが安心してマイカーを運転していただけるよう、新車で衝突被害軽減ブレーキ等の安全運転支
援装置を搭載したサポートカーを購入、または、現在お乗りの自動車に後付けでペダル踏み間違い時加速抑制装
置等の安全運転支援装置を取り付けた場合、費用の一部を補助します。

○補助対象者　　　市内に居住する70歳以上で免許証をお持ちの方
　　　　　　　　　※購入費用の領収日の時点で70歳以上の方
　　　　　　　　　※市税の滞納がない方
○補助の種類と額　

○必要書類等　　　・運転免許証の写し
　　　　　　　　　・補助対象車の自動車車検証の写し
　　　　　　　　　　※車検証に記載されている使用者と申請者が同一であること
　　　　　　　　　・領収証の写し
　　　　　　　　　・売買契約書または注文書の写し（①のみ）
　　　　　　　　　・自動車販売店等が作成したサポートカー販売証明書（①のみ）
　　　　　　　　　・安全運転支援装置の機能が確認できるものの写し（②のみ）
　　　　　　　　　※補助金の振込先を確認しますので通帳をご持参ください
○申請受付開始　　4月1日㈬
○申請受付時間　　土日祝日を除く8:30 ～ 17:15
○申請受付場所等　上記必要書類をお持ちのうえ市役所2階市民生活安心課まで

補助金交付事業例
外国人親子向けの高校進学ガイダンス事業、「楽しいウォーキング教室」拡充事業、地域住民を巻き込んだ親
子学習サークル事業、発達がゆっくりな子どもと家族と現役大学生によるゆるサポ交流事業など

補助の種類 補助額 備考

①安全運転サポートカーを
　購入した方に対する補助 上限2万円

〇令和2年4月1日以降に新車のサポートカーを購入、ま
たは後付け安全運転支援装置の取り付けを行った場合が
対象（領収日基準）
〇①・②含めて1世帯1回のみの補助となります。
〇②のみ　国の補助額を差し引いた自己負担額が対象と
なります。

②後付けで安全運転支援装置を
　装着した方に対する補助 上限1万円

国民健康保険（国保）からのお知らせ
～4月からの新生活をスタートされた方へ～

問国保年金課☎22 ‒9415

◎国保に加入・脱退する場合には、届け出が必要です！

こんなとき 手続きに必要なもの
国保へ
「加入」

転入したとき 前住所地の転出証明書
会社等の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、年金手帳

国保を
「脱退」

転出するとき 国民健康保険証〈返却〉
会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証〈返却〉、会社等の健
康保険証（どちらも該当者全員分）

届け出は、国保年
金課以外にも市役
所市民課または最
寄りの出張所で行
うことができます。
届け出には、印か
ん、本人確認書類
（免許証等）、マイ
ナンバーが分かる
ものも必要です。

◆就職等により、他の健康保険に加入された方
○社会保険等に加入し、新しい保険証が交付される前に医療機関を受診する場合は、国民健康保険の保険証
　は使えません。事前に会社や医療機関に相談してから受診しましょう。
○会社等から新しい保険証が交付されたら、交付された保険証と国民健康保険の保険証を持って市役所や最
　寄りの出張所で、国保脱退の手続きを行ってください。医療機関を受診している方はできるだけ早く医療
　機関に健康保険が変わった旨の連絡をしてください。
○社会保険等に加入している期間に、国民健康保険の保険証を使って医療機関等を受診すると、後で小山市
　国保が負担した分の医療費の返還をお願いすることがありますので、必ず届け出は14日以内に済ませましょう。
◆退職により、国民健康保険加入のお手続きをされる方
　4月の窓口は非常に込み合います。円滑な手続きのためにも、「健康保険資格喪失証明書」（職場の保険を
やめた日付がわかるもの）を必ずお持ちください。証明書がない場合、手続きがその日のうちに完了しない
ことがありますので、ご注意ください。
◆就学のため一時的に他市区町村へ転出する学生
　小山市国保に加入しているお子さんが、就学のため一時的に他市区町村に転出した場合の特例として、小
山市国保から保険証を交付することができます。手続きには、「在学証明書」が必要です。
※いままで上記の適用だった方が、卒業等により学生でなくなった場合は、脱退の手続きが必要になります

◆◆手続きの注意点◆◆
※別世帯の方が代理で手続きを行う場合は、委任状も必要になります

令和2年度の軽自動車税（種別割） 問資産税課☎22‒9432

車種区分 税額

原動機付
自転車

50cc以下 2,000円
50cc超～ 90cc以下 2,000円
90cc超～ 125cc以下 2,400円
ミニカー（50cc以下） 3,700円

軽自動車 被けん引車（ボートトレーラ等） 3,600円
125cc超～ 250cc以下（軽二輪） 3,600円

二輪小型自動車 250cc超（二輪） 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用 2,400円
特殊作業用 5,900円

区分 標準税額 軽課税額
軽減率 ー 標準税額の概ね75% 標準税額の概ね50% 標準税額の概ね25%

軽課税率の
対象 ー 電気自動車および

天然ガス自動車

ガソリン車・ハイブリット車
乗用:R2年度燃費基準+30%達成車
貨物:H27年度燃費基準+35%達成車

乗用:R2年度燃費基準+10%達成車
貨物:H27年度燃費基準+15%達成車

四
輪
以
上

乗
用
自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨
物
自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

〇原動機付自転車（125cc以下）・軽自動車・
　二輪小型自動車・小型特殊自動車等

〇軽自動車（四輪以上および三輪）の
グリーン化特例（軽課）【令和2年度のみ】

　軽自動車税（種別割）は4月1日現在の登録内容に基づき課税します。納税通知書は、5月上旬に郵送します。

車種区分 本年度の税額
①旧標準税額 ②標準税額 ③重課税額

四輪
以上

乗
用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨
物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

〇軽自動車（四輪以上および三輪）

①平成27年3月31日以前に新規登録された車両で、初めて
　車両番号の指定を受けた月から13年目までの車両
②平成27年4月1日以降に新規登録された車両で、初めて車
　両の番号の指定を受けた月から13年目までの車両
③新規登録から13年を経過した車両（令和2年度は新規登録
　の初度検査年月が平成19年3月までの車両）

平成31年4月1日から令和2年3月31日までに新規登録された車両で、排出ガスや燃費の性能に優れた環境負荷の小さな車両に対して適応されます。

広報おやま2020.4月号　10
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開運おやま　健康マイレージ
あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！

　開運おやま健康マイレージは、16歳以上の小山市に住所を有する方なら、誰でも参加できます。実施期間は4
月1日～令和3年2月28日です。開運おやま健康マイレージに参加して、楽しく健康づくり・生きがいづくりに取
り組みましょう。下の３つのステップで参加しましょう。

詳しくは、健康増進課（保健・福祉センター3階）または市内各出張所にある健康マイレージのパン
フレットをご覧ください。

問健康増進課☎22‒9532

パンフレットを
手に入れよう！1

健康増進課（保健・福祉
センター 3階）または各
出張所等で手に入れられ
ます。

ポイントを
集めよう！2

①健(検)診の受診
②対象事業に参加
③ウォーキング等の運動
でポイントを集めます！

応募しよう！3
 道の駅思川商品お取替券
（1,000円分）などの3つ
のコースから選んで応募
できます！

　「今は元気だから」「必要なら病院に行くから」など、健診をついつい後回しにしていませんか？健診は自分自身
の健康状態を知って、生活習慣の改善や病気を未然に防ぐ良いチャンスです。ぜひ、年に一度健診を受けましょう。

年に一度は受けましょう！特定健診・がん検診
問国保年金課☎22 ‒9418・9413 ／健康増進課☎22‒9522

○基本健診は集団健診または個別健診で受診できます

●集団健診ではがん検診も一緒に受診できます

◆集団健診◆ ◆個別健診◆

受診場所 保健・福祉センター、健康医療介護
総合支援センター、公民館など 市内指定の67医療機関

自己負担額 無料

受診期間

誕生月ごとに受診

受診方法

事前にお申込みが必要です。「検診申
込み書」または右下の申込みフォー
ムからお申込みください。お申込み
いただいた方のみ、問診票を郵送し
ます。

受診券が届いてから、市内指定医療
機関にご自身で予約したうえで受診
してください。

検診結果 約1カ月半後に結果をお返しします 受診医療機関でお受け取りください

誕生月 12･1･2月 3･4･5月 6･7･8月 9･10･11月
受診券等発送 4月中旬 6月中旬 8月中旬 10月中旬
健診受診月 5 ～ 6月 7～ 8月 9～ 10月 11～ 12月

基
本
健
診

検査項目 問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、貧血検査等

対象者
・40歳以上の、小山市国民健康保険加入者（特定健診）
・後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者健診）
・40歳以上の、生活保護を受けている方（一般健康診査）

　※上記以外の方は加入する医療保険者が実施します。受診方法等の詳細は、加入する医
　　療保険者（社会保険）にお問合せください

が
ん
検
診

検査項目 胃・肺・大腸・前立腺（50歳以上の男性）・女性がん（子宮・乳）
※女性がんは個別健診でも受診することができます

対象者 勤務先や人間ドック等で受診機会のない方

費　用 有料

受診方法 事前に申込みが必要です。「検診申込み書」または申込みフォームか
らお申込みください。

※基本健診を受診した
40～ 74歳の小山市国
民健康保険加入者で、
生活習慣病のリスクの
高い方には、特定保健
指導のご案内を送付し
ます。
※「検診申込み書」は、
広報おやま3月号と同
時配布の「令和2年度 
健康のしおり」に折り
込みで入っています
※集団健診の日程等の
詳細は、「令和2年度 
健康のしおり」をご覧
ください

申込みフォーム

広報おやま2020.4月号  12

＜費用＞　新規登録手数料　3,000円（犬の生涯に１回のみ）
注射料　　　　　3,500円（１頭につき）

●既に登録している方
　送付された「お知らせハガキ」の質問事項にご記入の
うえ会場に持参してください。（「お知らせハガキ」は４
月中旬頃までに送付予定です）
●未登録または新たに飼った方
　登録と予防注射の両方を受けてください。
●都合のつかない方・個別注射の方
　最寄の動物病院等で予防注射を接種してください。診
察日、料金は、直接動物病院等へ確認してください。登
録済みの方は、「お知らせハガキ」を持参してください。
●市外から転入された方
　転入前の市区町村で交付された「鑑札」をお持ちの上、
環境課窓口で手続きをしてください。転入と同時に飼い
主が変わる場合は、前の飼い主の住所・氏名等をご確認
のうえお越しください。
●他の市町村へ転出された方
　転出先の市区町村でお手続きしてください。
●犬が死亡した場合
　「お知らせハガキ」に死亡日を記入し、「鑑札」と共に
環境課・各出張所・会場のいずれかにお持ちいただくか、
環境課に電話にてご連絡ください。
●市内転居等の登録内容の変更
　飼い主の氏名や犬の市内所在地等に変更があった場合
は、届け出が必要です。「お知らせハガキ」に変更事項
をご記入のうえ、会場または環境課へ届けてください。
●留意点
　事故防止のため、犬を拘束できない飼い主の方は、直
接最寄の動物病院等で接種してください。首輪がはずれ
犬が逃亡したり、犬同士がかみ合うなどトラブルがあり
ますので、必ず事故のないように首輪をしっかりつけ、
引き綱を短く持ってください。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射 問環境課☎22‒9288

期日 時　間 場　所

5/9
㈯

9:30～  9:45 生井公民館

10:10～11:10 美しが丘公園

10:10～11:15 間々田市民交流センター(しらさぎ館)

11:40～12:00 千駄塚公民館

11:40～12:00 東野田東集落センター

13:30～14:10 大谷公民館

5/10
㈰

9:15～  9:40 神久保公園（神鳥谷2丁目）

9:20～  9:35 寒川公民館

9:55～10:15 中公民館

10:10～10:30 ひまわり公園（花垣町1丁目）

10:40～11:00 穂積公民館

11:00～11:55 城東公園

11:30～12:00 豊田公民館

13:30～14:10 桑市民交流センター(マルベリー館)

5/16
㈯

9:00～  9:25 小山市役所（庁舎西側駐車場）

9:55～10:50 小山城南市民交流センター(ゆめまち)

11:20～12:00 小山東出張所

13:20～13:35 鉢形中央公民館

13:30～14:30 絹公民館

14:10～14:40 羽川公民館（橿原神社境内）

＜飼い犬登録と狂犬病予防集合注射の日程表＞

●補助金額
　メス犬5,000円、メス猫4,000円
　※毎年度一世帯につき、メス犬
　またはメス猫いずれか１頭に限る

犬猫の避妊手術費補助金のご案内
●補助対象条件
・市内に居住し、住民登録があり、メス犬またはメス
猫を飼育している者。
・メス犬の場合は、登録と2020年度の狂犬病予防注
射を受け、注射済票の交付を受けていること。
・市税等を完納している世帯に属する者。
・避妊手術は獣医師により行われたものであること。
・販売を目的として犬または猫を飼っていないこと。

●手続方法
①申請書兼請求書の欄に手術を実施した獣医師の証明を受ける。
　申請書は、市内動物病院、環境課または市ホームページにて入手可能。
②申請書に、必要事項を漏れなく記入後、受付期間内に申請書に領収書写しを添付して環境課へ提出。

問環境課☎22‒9288

●対象期間（手術日）
　令和2年4月1日～令和3年3月31日
●受付期間
　令和2年4月1日～令和3年4月30日
　（予算上限額に達した場合、受付締切）

　犬を飼っている方は、狂犬病予防法により、生涯1回の犬の登録と毎年1回の狂犬病予防注射を受けさせる義務
があります。※当日の会場では、注射済票だけの発行は行っていません。後日環境課窓口までお越しください。
ウイルス感染症対策のため、発熱、せき、のどの痛み等がある方は来場をご遠慮ください
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開運おやま　健康マイレージ
あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！

　開運おやま健康マイレージは、16歳以上の小山市に住所を有する方なら、誰でも参加できます。実施期間は4
月1日～令和3年2月28日です。開運おやま健康マイレージに参加して、楽しく健康づくり・生きがいづくりに取
り組みましょう。下の３つのステップで参加しましょう。

詳しくは、健康増進課（保健・福祉センター3階）または市内各出張所にある健康マイレージのパン
フレットをご覧ください。

問健康増進課☎22‒9532

パンフレットを
手に入れよう！1

健康増進課（保健・福祉
センター 3階）または各
出張所等で手に入れられ
ます。

ポイントを
集めよう！2

①健(検)診の受診
②対象事業に参加
③ウォーキング等の運動
でポイントを集めます！

応募しよう！3
 道の駅思川商品お取替券
（1,000円分）などの3つ
のコースから選んで応募
できます！

　「今は元気だから」「必要なら病院に行くから」など、健診をついつい後回しにしていませんか？健診は自分自身
の健康状態を知って、生活習慣の改善や病気を未然に防ぐ良いチャンスです。ぜひ、年に一度健診を受けましょう。

年に一度は受けましょう！特定健診・がん検診
問国保年金課☎22 ‒9418・9413 ／健康増進課☎22‒9522

○基本健診は集団健診または個別健診で受診できます

●集団健診ではがん検診も一緒に受診できます

◆集団健診◆ ◆個別健診◆

受診場所 保健・福祉センター、健康医療介護
総合支援センター、公民館など 市内指定の67医療機関

自己負担額 無料

受診期間

誕生月ごとに受診

受診方法

事前にお申込みが必要です。「検診申
込み書」または右下の申込みフォー
ムからお申込みください。お申込み
いただいた方のみ、問診票を郵送し
ます。

受診券が届いてから、市内指定医療
機関にご自身で予約したうえで受診
してください。

検診結果 約1カ月半後に結果をお返しします 受診医療機関でお受け取りください

誕生月 12･1･2月 3･4･5月 6･7･8月 9･10･11月
受診券等発送 4月中旬 6月中旬 8月中旬 10月中旬
健診受診月 5 ～ 6月 7～ 8月 9～ 10月 11～ 12月

基
本
健
診

検査項目 問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、貧血検査等

対象者
・40歳以上の、小山市国民健康保険加入者（特定健診）
・後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者健診）
・40歳以上の、生活保護を受けている方（一般健康診査）

　※上記以外の方は加入する医療保険者が実施します。受診方法等の詳細は、加入する医
　　療保険者（社会保険）にお問合せください

が
ん
検
診

検査項目 胃・肺・大腸・前立腺（50歳以上の男性）・女性がん（子宮・乳）
※女性がんは個別健診でも受診することができます

対象者 勤務先や人間ドック等で受診機会のない方

費　用 有料

受診方法 事前に申込みが必要です。「検診申込み書」または申込みフォームか
らお申込みください。

※基本健診を受診した
40～ 74歳の小山市国
民健康保険加入者で、
生活習慣病のリスクの
高い方には、特定保健
指導のご案内を送付し
ます。
※「検診申込み書」は、
広報おやま3月号と同
時配布の「令和2年度 
健康のしおり」に折り
込みで入っています
※集団健診の日程等の
詳細は、「令和2年度 
健康のしおり」をご覧
ください

申込みフォーム

広報おやま2020.4月号  12

＜費用＞　新規登録手数料　3,000円（犬の生涯に１回のみ）
注射料　　　　　3,500円（１頭につき）

●既に登録している方
　送付された「お知らせハガキ」の質問事項にご記入の
うえ会場に持参してください。（「お知らせハガキ」は４
月中旬頃までに送付予定です）
●未登録または新たに飼った方
　登録と予防注射の両方を受けてください。
●都合のつかない方・個別注射の方
　最寄の動物病院等で予防注射を接種してください。診
察日、料金は、直接動物病院等へ確認してください。登
録済みの方は、「お知らせハガキ」を持参してください。
●市外から転入された方
　転入前の市区町村で交付された「鑑札」をお持ちの上、
環境課窓口で手続きをしてください。転入と同時に飼い
主が変わる場合は、前の飼い主の住所・氏名等をご確認
のうえお越しください。
●他の市町村へ転出された方
　転出先の市区町村でお手続きしてください。
●犬が死亡した場合
　「お知らせハガキ」に死亡日を記入し、「鑑札」と共に
環境課・各出張所・会場のいずれかにお持ちいただくか、
環境課に電話にてご連絡ください。
●市内転居等の登録内容の変更
　飼い主の氏名や犬の市内所在地等に変更があった場合
は、届け出が必要です。「お知らせハガキ」に変更事項
をご記入のうえ、会場または環境課へ届けてください。
●留意点
　事故防止のため、犬を拘束できない飼い主の方は、直
接最寄の動物病院等で接種してください。首輪がはずれ
犬が逃亡したり、犬同士がかみ合うなどトラブルがあり
ますので、必ず事故のないように首輪をしっかりつけ、
引き綱を短く持ってください。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射 問環境課☎22‒9288

期日 時　間 場　所

5/9
㈯

9:30～  9:45 生井公民館

10:10～11:10 美しが丘公園

10:10～11:15 間々田市民交流センター(しらさぎ館)

11:40～12:00 千駄塚公民館

11:40～12:00 東野田東集落センター

13:30～14:10 大谷公民館

5/10
㈰

9:15～  9:40 神久保公園（神鳥谷2丁目）

9:20～  9:35 寒川公民館

9:55～10:15 中公民館

10:10～10:30 ひまわり公園（花垣町1丁目）

10:40～11:00 穂積公民館

11:00～11:55 城東公園

11:30～12:00 豊田公民館

13:30～14:10 桑市民交流センター(マルベリー館)

5/16
㈯

9:00～  9:25 小山市役所（庁舎西側駐車場）

9:55～10:50 小山城南市民交流センター(ゆめまち)

11:20～12:00 小山東出張所

13:20～13:35 鉢形中央公民館

13:30～14:30 絹公民館

14:10～14:40 羽川公民館（橿原神社境内）

＜飼い犬登録と狂犬病予防集合注射の日程表＞

●補助金額
　メス犬5,000円、メス猫4,000円
　※毎年度一世帯につき、メス犬
　またはメス猫いずれか１頭に限る

犬猫の避妊手術費補助金のご案内
●補助対象条件
・市内に居住し、住民登録があり、メス犬またはメス
猫を飼育している者。
・メス犬の場合は、登録と2020年度の狂犬病予防注
射を受け、注射済票の交付を受けていること。
・市税等を完納している世帯に属する者。
・避妊手術は獣医師により行われたものであること。
・販売を目的として犬または猫を飼っていないこと。

●手続方法
①申請書兼請求書の欄に手術を実施した獣医師の証明を受ける。
　申請書は、市内動物病院、環境課または市ホームページにて入手可能。
②申請書に、必要事項を漏れなく記入後、受付期間内に申請書に領収書写しを添付して環境課へ提出。

問環境課☎22‒9288

●対象期間（手術日）
　令和2年4月1日～令和3年3月31日
●受付期間
　令和2年4月1日～令和3年4月30日
　（予算上限額に達した場合、受付締切）

　犬を飼っている方は、狂犬病予防法により、生涯1回の犬の登録と毎年1回の狂犬病予防注射を受けさせる義務
があります。※当日の会場では、注射済票だけの発行は行っていません。後日環境課窓口までお越しください。
ウイルス感染症対策のため、発熱、せき、のどの痛み等がある方は来場をご遠慮ください
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おやま本場結城紬クラフト館からのお知らせ

働くことに自信が持てない若者が頼れる場所があります
～県南若者サポートステーション（通称：サポステ）～

　小山駅西口 ロブレ1Ｆにあるおやま本場結城紬クラフト館では本場結城紬の
情報発信拠点として様々な事業を行っていますので、ぜひご来館ください。
　本場結城紬の伝統の技を見学・体験できます！
①糸つむぎ・地機織り実演見学
　ユネスコ無形文化遺産に登録された伝統の技「糸つむぎ」「地機織り」の作業風景を間近でご覧になれます。
産地の職人が守り続ける、伝統工芸士熟練の技を、ぜひお近くで！
日時　毎月第1土曜日　10:30 ～ 16:00
②コースター織り体験
　本場結城紬の特徴である、手つむぎ糸を使って
自分だけのオリジナルコースターを織ることができます。
日時　毎月第3日曜日　10:30 ～／ 14:00 ～
　　　※予約優先、1回の平均体験時間は約1時間です
費用　1,000円　小学校および義務教育学校3年生以上が対象
③本場結城紬着心地体験
　気軽に本場結城紬の着心地体験はいかがですか？
　無地・縞・絣など、お好きな着物を着付けてもらったら、そのまま街中にお出かけいただけます。
　着物・帯類・履物・その他着付けに必要な小物類等、すべて貸出しします。
日時　毎週火曜日～日曜日（7、8月を除く）10:30 ～ 16:00　※1週間前までに要予約
費用　2,500円（襦袢等のクリーニング代を含む）

　「自分に自信がない」、「人と話すのが苦手」「仕事を始めてもど
うしてもつまずいてしまう」など、様々な理由で悩んでいる若者
の社会的自立と就労支援を目的として、個々の状況に応じたプログラム、面談を実施しています。
※令和2年度からは49歳以下までの方を対象に、就職支援やご自宅への訪問相談を行います
【主な事業】
1 総合相談事業：安定した自立に向けて、人生プランニングを話し合います。
2 キャリア相談事業：就労に向けての相談、多様なプログラムがあります。
3 集中訓練プログラム：3カ月間の集中セミナー、合宿体験もあります。
4 職場体験プログラム：興味のある業種、企業への体験から就労までをコーディネートします。
5 ステップアッププログラム：正規社員へのプロセスを支援します。
　まずは、悩んでいることをお気軽にご相談ください。

問おやま本場結城紬クラフト館
　　　　　　☎23‒6477

問県南若者サポートステーション☎25‒7002

まゆクラフト等のワークショップを毎月数回開催しています。毎月広報で詳細をお知らせ、参加者の
募集をしますので、ぜひご参加ください。自分だけのオリジナル作品を作ってみてはいかがですか？

リチウムイオン電池含有製品の捨て方
　多くの充電式の家電製品には、リチウムイオン電池が入って
います。過度な力が加わると発熱・発火する危険があります。
これらの家電（50cm未満のもの）を破棄する場合は、リチウ
ムイオン電池を外していただき電池類として、また家電（50cm
未満のもの）については使用済み小型家電として、それぞれ有
害ごみの日に出してください。なお、リチウムイオン電池を外
せない場合は、そのまま使用済み小型家電（50cm未満のもの）
として、有害ごみの日に出してください。

問環境課☎22‒9286

コースター織り体験

出典元　日本容器包装リサイクル協会

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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幼稚園・認定こども園子育て支援事業 問こども課☎22-9614

事業の詳しい内容や開催日時等は各園にお問合せください

園名・所在地・
連絡先 事業内容・日程等

認定こども園
静林幼稚園
喜沢199
☎22-1792

★ひよこ学級（未就園児教室）
水曜日／木曜日コース
夕涼み会・お芋ほり・運動会等
※詳細は要問合せ
★園庭開放　★学童保育

認定こども園
せいほう幼稚園
中久喜1221-1
☎22-3618

★アンバサダーキッズ（未就園児教室〔英語〕）
★かんがるーくらぶ（未就園児親子教室〔日
本語〕）
★どんぐりクラブ（未就園児教室）
対象：2、3歳児
★園庭開放(毎週水曜日)
★学童保育　★子育て相談 

ひまわり幼稚園
横倉新田287-2
☎27-0441

★ひまわりキッズ（親子教室）
5/22㈮、7/3㈮、10/15㈮、12/22㈫、
R3.1/15㈮、2/1㈪
★夏まつり　7/18㈯
★ひまわり学園祭　11/1㈰
★園庭開放
6/5㈮、7/13㈪・27㈪ ～ 31㈮、11/20㈮、
R3.3/5㈮・25㈭・26㈮・29㈪・30㈫・31㈬
★学童保育

楠エンゼル
幼稚園
犬塚3-14-2
☎23-6870

★わくわく教室（未就園児教室）
★のびのび体験クラス（親子教室）
5/19㈫、6/9㈫、7/14㈫、8/28㈮、9/15㈫、
10/13㈫、12/8㈫、R3.1/12㈫、2/22㈪
★なかよしひろば（園庭開放）
5/25㈪、6/5㈮、6/16㈫、7/10㈮、8/6
㈭・20㈭、9/12㈯、10/19㈪、11/5㈭、
R3.1/12㈫・29㈮、2/27㈯、3/10㈬
★学童保育

羽川幼稚園
羽川190-7
☎25-4794

★親子教室『おともだちをつくろう』
4月から園舎の新築工事が始まるため、現
在日程を調整しています。詳しくは4月に
園のホームページでお知らせしますので、
ご確認ください。
★園庭開放　★学童保育

白鷗大学
はくおう幼稚園
大行寺1195
☎38-2636

★おひさまクラブ（2歳児支援）
月・木コース、水コース
★FUN FUN KIDS（親子イベント）
月1回程度火曜日
★ママといっしょに（なかよしルーム・園
庭開放・子育て相談）金曜日10:00 ～正午
詳しくは、ホームページをご覧ください

認定とまと
こども園
下泉488-3
☎38-3121

★ぴよぴよクラブ（親子教室）
4/24㈮、5/15㈮、6/5㈮、7/3㈮、8/28
㈮、9/4㈮、10/9㈮、11/6㈮、12/11㈮、
R3.1/15㈮、2/5㈮、3/5㈮
★子育て相談 随時　★学童保育
★園庭開放 放課後

ふじ認定
こども園
粟宮841
☎37-7320

★なかよしクラブ（親子教室）
4/23㈭、5/14㈭、6/25㈭、7/16㈭、
10/12㈪、11/26㈭、12/17㈭、R3.1/29㈮、
2/6㈯、3/18㈭
★運動会　10/12㈪予定
★発表会　R3.2/6㈯

園名・所在地・
連絡先 事業内容・日程等

認定おおや
こども園
東野田2130-1
☎28-0080

★ひよこ教室（親子教室）※日程は要問合せ
毎月1回火曜日　10:00 ～ 11:00　
★夕涼み会　7月　★子育て相談　随時
★運動会　10月　★園庭開放
★学童保育　★お遊戯会　12月
★高齢者との交流

認定こども園
小山幼稚園
東城南5-23-7
☎27-3534

★すずらんクラブ（親子教室）
毎月1回金曜日　10:30 ～ 11:30
★子育て相談　随時　★学童保育
★小幼祭 （作品展）　12/5㈯、異年齢交流
★園庭開放
第4火曜日、［その他］
6/9㈫、8/18㈫、9/8㈫、12/1㈫

認定こども園
生井ゆりかご
幼稚園
上生井679-3
☎0282-67-3038

★なかよしランド（未就園児親子教室）
5月より月1回実施
★夕涼み会　８月　★運動会　10月
★さつま芋掘り　10月　★作品展　12月
★発表会　2月　★子育て相談　随時
★園庭開放　★学童保育　★高齢者との交流

認定こども園
のぶしま幼稚園
延島96
☎49-2471

★親子教室《体操、制作、遊び、おはなし等》
5/29㈮、6/23㈫、7/7㈫・11㈯、10/3㈯、
11/10㈫、12/1㈫、R3.2/3㈬、3/3㈬
★園庭開放 月～金曜日の放課後
★子育て相談　随時　★高齢者との交流

認定間々田
こども園
乙女3-1-6
☎45-0223

★子育て相談《育児や健康管理等》
★高齢者との交流
★学童保育　★園庭開放

認定こども園
梅ヶ原幼稚園
城東5-11-20
☎25-3333

★サクランボクラブ（親子教室）
5/27㈬、6/17㈬、7/1㈬、8/26㈬、9/9㈬、 
11/11㈬
★運動会　★学童保育

認定こども園
みのり幼稚園
萩島56
☎38-2027

★ひよこクラブ（親子教室）
園庭開放　4/21㈫、5/12㈫、6/2㈫、7/7
㈫、8/27㈭、10/13㈫、11/17㈫、12/8㈫、
R3.2/16㈫
★夕涼み会　7月　★運動会　10月　
★作品展　2月　★子育て相談　随時
★学童保育　★高齢者との交流

認定こども園
早蕨幼稚園
城山町2-4-21
☎22-0093

★親子教室※日程は要問合せ
★園庭開放(毎週金曜日)
★参加行事
ホームカミングディ 6月　夕涼み会　8月
運動会　10月　クリスマス会　12月

認定こども園
乙女幼稚園
乙女2-30-22
☎45-0740

★ピヨちゃんクラブ（親子教室）
毎月第3・4火曜日
★親子観劇会　★いもほり　★夕涼み会
★ミニ運動会　★絵本の日　★クリスマス会
★2歳からの楽しい感性あそび
★子育てママのブックレット

認定こども園
栗の実
神鳥谷1-5-11
☎25-6906

★ちびっこクラブ(親子体操教室)・園庭開放
5/20㈬、6/17㈬、7/8㈬、9/16㈬、10/7㈬、
11/11㈬、12/9㈬、R3.1/13㈬、2/10㈬
★ちびっこコンサート　7/15㈬
★観劇会　11/4㈬
★子育て相談　随時

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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おやま本場結城紬クラフト館からのお知らせ

働くことに自信が持てない若者が頼れる場所があります
～県南若者サポートステーション（通称：サポステ）～

　小山駅西口 ロブレ1Ｆにあるおやま本場結城紬クラフト館では本場結城紬の
情報発信拠点として様々な事業を行っていますので、ぜひご来館ください。
　本場結城紬の伝統の技を見学・体験できます！
①糸つむぎ・地機織り実演見学
　ユネスコ無形文化遺産に登録された伝統の技「糸つむぎ」「地機織り」の作業風景を間近でご覧になれます。
産地の職人が守り続ける、伝統工芸士熟練の技を、ぜひお近くで！
日時　毎月第1土曜日　10:30 ～ 16:00
②コースター織り体験
　本場結城紬の特徴である、手つむぎ糸を使って
自分だけのオリジナルコースターを織ることができます。
日時　毎月第3日曜日　10:30 ～／ 14:00 ～
　　　※予約優先、1回の平均体験時間は約1時間です
費用　1,000円　小学校および義務教育学校3年生以上が対象
③本場結城紬着心地体験
　気軽に本場結城紬の着心地体験はいかがですか？
　無地・縞・絣など、お好きな着物を着付けてもらったら、そのまま街中にお出かけいただけます。
　着物・帯類・履物・その他着付けに必要な小物類等、すべて貸出しします。
日時　毎週火曜日～日曜日（7、8月を除く）10:30 ～ 16:00　※1週間前までに要予約
費用　2,500円（襦袢等のクリーニング代を含む）

　「自分に自信がない」、「人と話すのが苦手」「仕事を始めてもど
うしてもつまずいてしまう」など、様々な理由で悩んでいる若者
の社会的自立と就労支援を目的として、個々の状況に応じたプログラム、面談を実施しています。
※令和2年度からは49歳以下までの方を対象に、就職支援やご自宅への訪問相談を行います
【主な事業】
1 総合相談事業：安定した自立に向けて、人生プランニングを話し合います。
2 キャリア相談事業：就労に向けての相談、多様なプログラムがあります。
3 集中訓練プログラム：3カ月間の集中セミナー、合宿体験もあります。
4 職場体験プログラム：興味のある業種、企業への体験から就労までをコーディネートします。
5 ステップアッププログラム：正規社員へのプロセスを支援します。
　まずは、悩んでいることをお気軽にご相談ください。

問おやま本場結城紬クラフト館
　　　　　　☎23‒6477

問県南若者サポートステーション☎25‒7002

まゆクラフト等のワークショップを毎月数回開催しています。毎月広報で詳細をお知らせ、参加者の
募集をしますので、ぜひご参加ください。自分だけのオリジナル作品を作ってみてはいかがですか？

リチウムイオン電池含有製品の捨て方
　多くの充電式の家電製品には、リチウムイオン電池が入って
います。過度な力が加わると発熱・発火する危険があります。
これらの家電（50cm未満のもの）を破棄する場合は、リチウ
ムイオン電池を外していただき電池類として、また家電（50cm
未満のもの）については使用済み小型家電として、それぞれ有
害ごみの日に出してください。なお、リチウムイオン電池を外
せない場合は、そのまま使用済み小型家電（50cm未満のもの）
として、有害ごみの日に出してください。

問環境課☎22‒9286

コースター織り体験

出典元　日本容器包装リサイクル協会

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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幼稚園・認定こども園子育て支援事業 問こども課☎22-9614

事業の詳しい内容や開催日時等は各園にお問合せください

園名・所在地・
連絡先 事業内容・日程等

認定こども園
静林幼稚園
喜沢199
☎22-1792

★ひよこ学級（未就園児教室）
水曜日／木曜日コース
夕涼み会・お芋ほり・運動会等
※詳細は要問合せ
★園庭開放　★学童保育

認定こども園
せいほう幼稚園
中久喜1221-1
☎22-3618

★アンバサダーキッズ（未就園児教室〔英語〕）
★かんがるーくらぶ（未就園児親子教室〔日
本語〕）
★どんぐりクラブ（未就園児教室）
対象：2、3歳児
★園庭開放(毎週水曜日)
★学童保育　★子育て相談 

ひまわり幼稚園
横倉新田287-2
☎27-0441

★ひまわりキッズ（親子教室）
5/22㈮、7/3㈮、10/15㈮、12/22㈫、
R3.1/15㈮、2/1㈪
★夏まつり　7/18㈯
★ひまわり学園祭　11/1㈰
★園庭開放
6/5㈮、7/13㈪・27㈪ ～ 31㈮、11/20㈮、
R3.3/5㈮・25㈭・26㈮・29㈪・30㈫・31㈬
★学童保育

楠エンゼル
幼稚園
犬塚3-14-2
☎23-6870

★わくわく教室（未就園児教室）
★のびのび体験クラス（親子教室）
5/19㈫、6/9㈫、7/14㈫、8/28㈮、9/15㈫、
10/13㈫、12/8㈫、R3.1/12㈫、2/22㈪
★なかよしひろば（園庭開放）
5/25㈪、6/5㈮、6/16㈫、7/10㈮、8/6
㈭・20㈭、9/12㈯、10/19㈪、11/5㈭、
R3.1/12㈫・29㈮、2/27㈯、3/10㈬
★学童保育

羽川幼稚園
羽川190-7
☎25-4794

★親子教室『おともだちをつくろう』
4月から園舎の新築工事が始まるため、現
在日程を調整しています。詳しくは4月に
園のホームページでお知らせしますので、
ご確認ください。
★園庭開放　★学童保育

白鷗大学
はくおう幼稚園
大行寺1195
☎38-2636

★おひさまクラブ（2歳児支援）
月・木コース、水コース
★FUN FUN KIDS（親子イベント）
月1回程度火曜日
★ママといっしょに（なかよしルーム・園
庭開放・子育て相談）金曜日10:00 ～正午
詳しくは、ホームページをご覧ください

認定とまと
こども園
下泉488-3
☎38-3121

★ぴよぴよクラブ（親子教室）
4/24㈮、5/15㈮、6/5㈮、7/3㈮、8/28
㈮、9/4㈮、10/9㈮、11/6㈮、12/11㈮、
R3.1/15㈮、2/5㈮、3/5㈮
★子育て相談 随時　★学童保育
★園庭開放 放課後

ふじ認定
こども園
粟宮841
☎37-7320

★なかよしクラブ（親子教室）
4/23㈭、5/14㈭、6/25㈭、7/16㈭、
10/12㈪、11/26㈭、12/17㈭、R3.1/29㈮、
2/6㈯、3/18㈭
★運動会　10/12㈪予定
★発表会　R3.2/6㈯

園名・所在地・
連絡先 事業内容・日程等

認定おおや
こども園
東野田2130-1
☎28-0080

★ひよこ教室（親子教室）※日程は要問合せ
毎月1回火曜日　10:00 ～ 11:00　
★夕涼み会　7月　★子育て相談　随時
★運動会　10月　★園庭開放
★学童保育　★お遊戯会　12月
★高齢者との交流

認定こども園
小山幼稚園
東城南5-23-7
☎27-3534

★すずらんクラブ（親子教室）
毎月1回金曜日　10:30 ～ 11:30
★子育て相談　随時　★学童保育
★小幼祭 （作品展）　12/5㈯、異年齢交流
★園庭開放
第4火曜日、［その他］
6/9㈫、8/18㈫、9/8㈫、12/1㈫

認定こども園
生井ゆりかご
幼稚園
上生井679-3
☎0282-67-3038

★なかよしランド（未就園児親子教室）
5月より月1回実施
★夕涼み会　８月　★運動会　10月
★さつま芋掘り　10月　★作品展　12月
★発表会　2月　★子育て相談　随時
★園庭開放　★学童保育　★高齢者との交流

認定こども園
のぶしま幼稚園
延島96
☎49-2471

★親子教室《体操、制作、遊び、おはなし等》
5/29㈮、6/23㈫、7/7㈫・11㈯、10/3㈯、
11/10㈫、12/1㈫、R3.2/3㈬、3/3㈬
★園庭開放 月～金曜日の放課後
★子育て相談　随時　★高齢者との交流

認定間々田
こども園
乙女3-1-6
☎45-0223

★子育て相談《育児や健康管理等》
★高齢者との交流
★学童保育　★園庭開放

認定こども園
梅ヶ原幼稚園
城東5-11-20
☎25-3333

★サクランボクラブ（親子教室）
5/27㈬、6/17㈬、7/1㈬、8/26㈬、9/9㈬、 
11/11㈬
★運動会　★学童保育

認定こども園
みのり幼稚園
萩島56
☎38-2027

★ひよこクラブ（親子教室）
園庭開放　4/21㈫、5/12㈫、6/2㈫、7/7
㈫、8/27㈭、10/13㈫、11/17㈫、12/8㈫、
R3.2/16㈫
★夕涼み会　7月　★運動会　10月　
★作品展　2月　★子育て相談　随時
★学童保育　★高齢者との交流

認定こども園
早蕨幼稚園
城山町2-4-21
☎22-0093

★親子教室※日程は要問合せ
★園庭開放(毎週金曜日)
★参加行事
ホームカミングディ 6月　夕涼み会　8月
運動会　10月　クリスマス会　12月

認定こども園
乙女幼稚園
乙女2-30-22
☎45-0740

★ピヨちゃんクラブ（親子教室）
毎月第3・4火曜日
★親子観劇会　★いもほり　★夕涼み会
★ミニ運動会　★絵本の日　★クリスマス会
★2歳からの楽しい感性あそび
★子育てママのブックレット

認定こども園
栗の実
神鳥谷1-5-11
☎25-6906

★ちびっこクラブ(親子体操教室)・園庭開放
5/20㈬、6/17㈬、7/8㈬、9/16㈬、10/7㈬、
11/11㈬、12/9㈬、R3.1/13㈬、2/10㈬
★ちびっこコンサート　7/15㈬
★観劇会　11/4㈬
★子育て相談　随時

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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文化芸術振興活動事業助成金の募集
　自主的で創造的な「小山らしい」特色ある文化芸術振興のため、市民の様々な文化芸術活動や若手芸術家の
育成等に対し、文化芸術振興基金から経費の一部を助成します。
募集期間　4/1㈬～ 5/29㈮
助成対象事業等

助成対象事業 対象者・団体 助成内容
文化芸術の創造または普及に関する事業 市内に住所を有する個人、本市の出身者

または市内で活動する各種市民団体等
助成対象経費の

3分の2以内地域文化財等の保存または活用に関する事業

文化芸術を担う人材を育成または文化芸術を
奨励するための事業

市内に住所を有する、または本市出身の
若手芸術家で、将来、市の文化芸術発展
に寄与できる者

限度額100万円
年間1人
（該当者なしの場合あり）

申請方法　指定の申請書および添付書類を文化振興課に提出してください。【土・日・祝日を除く】
※募集案内等は、文化振興課、各出張所にあります。また、市ホームページでダウンロードができます
事業の選定　小山市文化芸術振興審議会の意見を聴き、その代表委員または専門家を加えた小山市文化芸術振興
活動事業選定委員会の審査に基づき、市長が選定します。
※選定においては、分野、実施内容、実施体制、将来性および予算等を総合的に勘案します

問文化振興課☎22‒9662
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※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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移住・定住推進施策のご案内
　今後予想される人口減少が、経済活動の縮小やそれに伴う税収の減少、コミュニティ機能の低下など、将来の
まちづくりに大きな影響を及ぼすことが懸念されていることから、市では以下の移住・定住推進施策に取り組ん
でいます。
　なお、各制度には要件がありますので、市ホームページをご確認いただくか、総合政策課までお問合わせください。

制度 概要

小山市転入勤労者等住宅取得支援補助金
住宅の取得に伴い市外から転入した方を対象に、定住誓約等の
要件のもと、最大110万円の補助金を交付します（申請期限は
所有権保存登記受付日から1年間です）。

フラット35「地域活性化型・子育て支援型」
小山市と住宅金融支援機構が協定を結ぶことにより、住宅取得
支援補助金の対象者の利用するフラット35の金利が5年間引き
下げされます。

小山市新幹線通勤定期券購入補助金 新幹線通勤定期券を利用し東京圏へ通勤する「新卒者」「転入者」
に対し、購入費用の一部を補助します。

小山市IJU人材確保支援補助金 学生のインターンシップの交通費・宿泊費を市内企業が負担し
た場合、当該費用の一部を企業に対し補助します。

小山市移住支援金 東京圏から小山市へ転入し制度対象求人に就職された方に対し
補助金を支給します。

障がい者（児）の方への各種手当のお知らせ
種類 支給・助成額 受給資格

特別障害者手当
（所得制限あり）

27,350円
(令和2年4月改定)

20歳以上で、原則として精神や身体に著しい重度の障がいが重複してお
り、日常生活で常時特別介護を必要とする状態にある方

障害児福祉手当
（所得制限あり）

14,880円
(令和2年4月改定)

20歳未満で精神または身体に著しい重度障がいがあるため、日常生活で
常時介護を必要とする状態にある方

特別児童扶養手当
（所得制限あり）

１級 52,500円
２級 34,970円
(令和2年4月改定)

20歳未満の障がい児を監護する父母、またはその養育者の方

重度心身障害児
介護手当

5,000円
※障害児福祉手当
とは同時に受給
できません

身体障害者手帳の等級が1、2級または療育手帳の程度がA1、A2の障がい
児（20歳未満）を扶養している保護者の方

※各種手当の内容について、詳しくは福祉課までお問合せください

問総合政策課☎22‒9376

問福祉課☎22-9624

「とちぎ結婚支援センター小山」で
理想のパートナーを探してみませんか？
　市では、少子化対策・移住定住促進の観点から結婚を希望する方を応援するため、
結婚活動応援事業に取り組んでいます。

内容
結婚を希望する男女が、自身のプロフィールを登録（会員登録）、お相手情報を閲覧して、お
会いしたい方とのお引き合わせを申込んでいただきます。相手の方が承諾された場合、日程調
整し、お引き合わせをします。

対象 ①20歳以上の独身の男女　②栃木県への移住に関心がある方
会員登録に
必要なもの

①独身証明書　②健康保険証　③写真付き身分証明書の原本
④プロフィール用写真L版　1～ 2枚　⑤入会登録料10,000円（登録有効期間2年間）

開所日時 平日（水曜日除く）・土・日・祝　10:00 ～ 18:00　※お盆・年末年始は閉所

問合せ先 とちぎ結婚支援センター小山（ロブレビル6階）　TEL：38ｰ7213
※利用にはセンターホームページからの事前予約が必要です

問子育て包括支援課☎22‒9604

とちぎ結婚支援センター
ホームページ
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文化芸術振興活動事業助成金の募集
　自主的で創造的な「小山らしい」特色ある文化芸術振興のため、市民の様々な文化芸術活動や若手芸術家の
育成等に対し、文化芸術振興基金から経費の一部を助成します。
募集期間　4/1㈬～ 5/29㈮
助成対象事業等

助成対象事業 対象者・団体 助成内容
文化芸術の創造または普及に関する事業 市内に住所を有する個人、本市の出身者

または市内で活動する各種市民団体等
助成対象経費の

3分の2以内地域文化財等の保存または活用に関する事業

文化芸術を担う人材を育成または文化芸術を
奨励するための事業

市内に住所を有する、または本市出身の
若手芸術家で、将来、市の文化芸術発展
に寄与できる者

限度額100万円
年間1人
（該当者なしの場合あり）

申請方法　指定の申請書および添付書類を文化振興課に提出してください。【土・日・祝日を除く】
※募集案内等は、文化振興課、各出張所にあります。また、市ホームページでダウンロードができます
事業の選定　小山市文化芸術振興審議会の意見を聴き、その代表委員または専門家を加えた小山市文化芸術振興
活動事業選定委員会の審査に基づき、市長が選定します。
※選定においては、分野、実施内容、実施体制、将来性および予算等を総合的に勘案します

問文化振興課☎22‒9662
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ん
、ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
、

み
と
ち
ゃ
ん
ほ
か

入
場
料　

無
料
（
室

内
履
き
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

問
栃
木
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

☎
０
２
８
２
21
２
３
１
５

【
野
木
町
】

野
木
町
煉
瓦
窯
で
明
治
の
薫
り
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

〜
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

野
木
町
煉
瓦
窯
が
見
学
で
き
ま
す
〜

時
間　

９
時
〜
17
時
（
野
木
ホ
フ
マ
ン

館
の
開
館
日
の
み
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
に
よ
る
解

説
付
き
の
見
学
ツ
ア
ー
も
実
施

（
９
時
半
、
10
時
半
、
11
時
半
、
13
時
、

14
時
、
15
時
、
16
時
の
７
回
）

費
用　

中
学
生
以
下　

無
料

　
　
　

高
校
生
以
上　

１
人
100
円

（
15
人
以
上
の
団
体
の
場
合
１
人
80
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

☎
０
２
８
０
33
６
６
６
７

【
古
河
市
】

墨
魂
〜
書
人
立
石
光
司
の
仕
事
〜

　

古
河
市
の
書
家
・
立
石
光
司

（
１
９
２
７
〜
２
０
０
２
）
の
書
業
を

顕
彰
し
ま
す
。

期
間　

５
／
６
㈬
ま
で

時
間　

９
時
〜
17
時
※
入
館
は
16
時
半

ま
で

場
所　

古
河
歴
史
博
物
館
（
古
河
市
中

央
町
３
丁
目
10
―
56
）

問
古
河
歴
史
博
物
館

☎
０
２
８
０
22
５
２
１
１

【
加
須
市
】

第
11
回
加
須
市
民
平
和
祭
で

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳

　

全
長
100
メ
ー
ト
ル
・
重
さ
330
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
世
界
一
大
き
い
『
ジ
ャ
ン
ボ
こ

い
の
ぼ
り
４
世
』
が
加
須
の
大
空
を
泳

ぎ
ま
す
。
会
場
で
は
平
和
式
典
の
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品
の

直
売
、
利
根
川
渡
河
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程　

５
／
３
㈰

※
天
候
状
態
に
よ
り
、
５
／
４
㈪
に
順

延
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

場
所　

利
根
川
河
川
敷
緑
地
公
園
ほ
か

内
容　

〇
平
和
式
典
10
時
か
ら

〇
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
11
時
か
ら

〇
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳（
予
定
）

・
１
回
目　

11
時
半
か
ら

・
２
回
目　

13
時
半
か
ら

※
風
速
な
ど
に
よ
っ
て
遊
泳
時
間
が
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
加
須
市
観
光
振
興
課

☎
０
４
８
０
62
１
１
１
１

【
板
倉
町
】

春
の
揚
舟　

谷
田
川
め
ぐ
り

　

船
頭
が
１
本
の
竹
ざ
お
を
使
い
、
木

製
の
揚
舟
を
鮮
や
か
に
操
船
し
な
が
ら

谷
田
川
を
ゆ
っ
く
り
と
周
遊
し
ま
す
。

舟
の
上
か
ら
、
水
場
い
た
く
ら
の
心
休

ま
る
景
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
日　

５
／
１
㈮
〜
６
㈬
ま
で
の
毎

日
と
、
６
／
28
㈰
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

運
航
場
所　

群
馬
の
水
郷

乗
船
料
金　

１
人　

千
円
（
小
学
生
以

下
は
無
料
）

出
航
時
間　

10
時
、
11
時
、
正
午
、
13

時
、
14
時
、
15
時
、
16
時
の
１
日
７
便

乗
船
時
間　

約
１
時
間

問
板
倉
町
産
業
振
興
課

☎
０
２
７
６
82
１
１
１
１

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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移住・定住推進施策のご案内
　今後予想される人口減少が、経済活動の縮小やそれに伴う税収の減少、コミュニティ機能の低下など、将来の
まちづくりに大きな影響を及ぼすことが懸念されていることから、市では以下の移住・定住推進施策に取り組ん
でいます。
　なお、各制度には要件がありますので、市ホームページをご確認いただくか、総合政策課までお問合わせください。

制度 概要

小山市転入勤労者等住宅取得支援補助金
住宅の取得に伴い市外から転入した方を対象に、定住誓約等の
要件のもと、最大110万円の補助金を交付します（申請期限は
所有権保存登記受付日から1年間です）。

フラット35「地域活性化型・子育て支援型」
小山市と住宅金融支援機構が協定を結ぶことにより、住宅取得
支援補助金の対象者の利用するフラット35の金利が5年間引き
下げされます。

小山市新幹線通勤定期券購入補助金 新幹線通勤定期券を利用し東京圏へ通勤する「新卒者」「転入者」
に対し、購入費用の一部を補助します。

小山市IJU人材確保支援補助金 学生のインターンシップの交通費・宿泊費を市内企業が負担し
た場合、当該費用の一部を企業に対し補助します。

小山市移住支援金 東京圏から小山市へ転入し制度対象求人に就職された方に対し
補助金を支給します。

障がい者（児）の方への各種手当のお知らせ
種類 支給・助成額 受給資格

特別障害者手当
（所得制限あり）

27,350円
(令和2年4月改定)

20歳以上で、原則として精神や身体に著しい重度の障がいが重複してお
り、日常生活で常時特別介護を必要とする状態にある方

障害児福祉手当
（所得制限あり）

14,880円
(令和2年4月改定)

20歳未満で精神または身体に著しい重度障がいがあるため、日常生活で
常時介護を必要とする状態にある方

特別児童扶養手当
（所得制限あり）

１級 52,500円
２級 34,970円
(令和2年4月改定)

20歳未満の障がい児を監護する父母、またはその養育者の方

重度心身障害児
介護手当

5,000円
※障害児福祉手当
とは同時に受給
できません

身体障害者手帳の等級が1、2級または療育手帳の程度がA1、A2の障がい
児（20歳未満）を扶養している保護者の方

※各種手当の内容について、詳しくは福祉課までお問合せください

問総合政策課☎22‒9376

問福祉課☎22-9624

「とちぎ結婚支援センター小山」で
理想のパートナーを探してみませんか？
　市では、少子化対策・移住定住促進の観点から結婚を希望する方を応援するため、
結婚活動応援事業に取り組んでいます。

内容
結婚を希望する男女が、自身のプロフィールを登録（会員登録）、お相手情報を閲覧して、お
会いしたい方とのお引き合わせを申込んでいただきます。相手の方が承諾された場合、日程調
整し、お引き合わせをします。

対象 ①20歳以上の独身の男女　②栃木県への移住に関心がある方
会員登録に
必要なもの

①独身証明書　②健康保険証　③写真付き身分証明書の原本
④プロフィール用写真L版　1～ 2枚　⑤入会登録料10,000円（登録有効期間2年間）

開所日時 平日（水曜日除く）・土・日・祝　10:00 ～ 18:00　※お盆・年末年始は閉所

問合せ先 とちぎ結婚支援センター小山（ロブレビル6階）　TEL：38ｰ7213
※利用にはセンターホームページからの事前予約が必要です

問子育て包括支援課☎22‒9604

とちぎ結婚支援センター
ホームページ
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指定1周年記念特別展
「国重要無形民俗文化財 間々田のじゃがまいた」

問博物館☎45‒5331

　平成31年3月、「間々田のじゃがまいた」は国の重要無形民俗文化財に指定されまし
た。この展示ではじゃがまいたの学術的な価値とともに祭礼行事としての魅力を市民
の皆さまに広く深く知っていただき、小山を代表する身近な祭礼行事により興味を持っ
ていただくことを趣旨として開催するものです。じゃがまいたの活気あふれる息遣い
に触れていただき、実際のじゃがまいたに足を運ぶきっかけにしていただけたらと思
います。
会　　期　パネル展示(写真展示・DVD上映)　　　　 4/18㈯～ 6/28㈰
　　　　　本展示(写真展示・DVD上映・資料展示)　 5/16㈯～ 6/28㈰
開館時間　9:00 ～ 17:00(入館は16:30まで)
料　　金　無料
休 館 日　毎週月曜日（5/4㈪は開館）、4/24㈮・30㈭、5/7㈭・22㈮､ 6/26㈮
関連講座　〇記念講演会「"じゃがまいた"って何だろう～
　　　　　　　　　　　　『間々田のジャガマイタ調査報告書2018』をめぐって～｣
　　　　　日時　4/29㈬13:30 ～ 15:30
　　　　　講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会委員長　岩崎真幸氏
　　　　　〇記念講演会「間々田のじゃがまいたの蛇

じゃ

作りとそのこだわり」
　　　　　日時　5/23㈯13:30 ～ 15:30
　　　　　講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会委員　宮本八惠子氏
　　　　　※上記講演会はいずれも　　定員　一般70人(先着・電話で要予約)
　　　　　場所　博物館視聴覚室　　　備考　参加無料
　　　　　〇記念講座「間々田のじゃがまいたのミニミニ蛇を作ろう！」
　　　　　日時　6/6㈯13:30 ～ 16:00
　　　　　定員　小学3年生以上～一般　15人(多数の場合は抽選)
　　　　　場所　博物館体験学習室　　備考　材料費500円
　　　　　申込み　ハガキで希望講座名・参加者名・住所・電話番号を
　　　　　明記の上、5/14㈭までに博物館(乙女1‒31‒7)へ郵送

描かれた水
す い じ ん

神展
～「間々田のじゃがまいた」国重要無形民俗文化財指定記念～
　「間々田のじゃがまいた」国重要無形民俗文化財指定1周年にちなみ、水神を象徴する龍、蛇、河童などを
テーマにした絵画や書を紹介します。ふるさと間々田に水神が集う、この展覧会をぜひお楽しみに。
会　　期　　4/25㈯～ 6/7㈰　　休館日　毎週月曜日（5/4㈪は開館）、4/30㈭、5/7㈭・22㈮
開館時間　　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
料　　金　　一般400円（団体300円）　高校・大学生250円（団体150円）、中学生・義務教育学校生以下無料
無料公開日　5/4㈪みどりの日、 5/5㈫こどもの日、5/16㈯・17㈰国際博物館の日関連
アーティストトーク　秋山佳奈子氏（アーティスト）【4/1㈬より申込先着順】
日時　5/6㈬14:00 ～（45分程度）　定員　25人　参加費　無料
ワークショップ「やさしい日本画－水神を描く－」　講師 谷川将樹氏（日本画家）【4/1㈬より申込先着順】
日時　5/24㈰10:00 ～ 15:00　会場　市立博物館　定員　中学生以上15人　材料費　500円

問車屋美術館☎41-0968

作図　宮本八惠子氏

◇今後の展覧会スケジュール
「大和田俊個展」　7/18㈯～ 9/22㈫　　「丸木俊　絵本原画展」　10/10㈯～ 11/29㈰
「10×15の世界コンテスト展」応募期間　11/1㈰～ 30㈪　消印有効
◇令和2年度　市民ギャラリー予約調整会
　美術、工芸、写真、書などの発表の場として車屋美術館展示室を使用できます。予約を受付けますので使用
希望の方はぜひご参加ください。
調整会日時　 4/26㈰14:00 ～　会場　市立博物館
貸出期間　 R3.2/4㈭～ 3/21㈰、1団体4日間まで　※詳しくはお問合せください
◇令和2年度　車屋美術館ボランティア新会員募集
募集期間　4/1㈬～ 29㈬　定員　10人　おもな活動内容　小川家住宅の観覧者に対する案内、広報補助活動
応募方法　申込用紙（美術館へ請求）に必要事項を記入の上、美術館あてに送付または持参ください。

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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　小山市の高い技術のもとに生産された農畜産物や工芸品などの中から、特に優れ
たものを選定し「おやまブランド」として市内外へＰＲするため、「第18回おやま
ブランドまつり」を開催します！小山の素晴らしい特産物を取り揃えてお待ちして
いますので、ぜひお越しください！
日時　5/2㈯10:00 ～ 15:00　※荒天中止　　会場　道の駅思川

問道の駅思川☎38-0201第18回 おやまブランドまつり

◆小山評定館
７つのブランドＰＲコーナー
・ふゆみずたんぼ米等の関連パネル展示
・うどん打ち体験、小山うどんＰＲ
・本場結城紬の着付け体験
・小山の歴史、折り紙関連のパネル展示
・思川（思川の魚を水槽で展示）、思川桜、
渡良瀬遊水地関連のパネル展示、ＰＲ
・ハンドベル演奏

 ・ボランティア団体によるパネル展示、ＰＲ
 ・おやまブランド品の販売、実演販売
 ・おやまブランド認定品人気投票
◆ワイワイ広場 
 ・飲食ブース　 ・献血
◆小山物語館を除く敷地内
各種チラシ配布、啓蒙活動
 ・男女共同参画の推進啓発活動
 ・人権に関する啓発活動

※当日は混雑が
予想されますの
で、乗り合いで
お越しいただく
か、公共交通機
関をご利用くだ
さいますようお
願いします

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください

中止・延期になった主なイベント等の一覧
　以前に掲載したイベントや事業で新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止・延期になったものをお知ら
せします。皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

令和2年3月12日㈭時点の情報です

イベント名等 日時 中止・延期 担当課
第10回思川桜フォトコンテスト 4/1㈬～ 5/29㈮

（作品募集期間） 作品募集中止 商業観光課
☎22-9317

大つけ麺博presents美味しいラーメンと
人気芸人とアイドルを小山に集めてみました祭

第1陣　4/3㈮～ 5㈰
第2陣　4/10㈮～ 12㈰
第3陣　4/17㈮～ 19㈰
第4陣　4/24㈮～ 26㈰

中止 商業観光課
☎22-9274

第10回おやまのまちde開運ウォーキング
（上半期)　[ままだの歴史と自然満喫コース] 4/4㈯5　18:30 中止 間々田公民館

☎45-1335

ままだふるさとまつり 4/4㈯5　19:00 中止 間々田出張所
☎45-1335

第5回桑地区ふるさとさくらまつり 4/5㈰5　19:00 中止
小山市桑市民
交流センター
☎37-7588

ほろ酔い思川桜ナイト 4/10㈮16:00 ～ 21:00
4/11㈯12:00 ～ 21:00 中止 商業観光課

☎22-9274
第10回おやまのまちde開運ウォーキング
（上半期)　[穂積の思川桜めぐりコース] 4/11㈯　18:30 中止 穂積公民館

☎38-2004
第14回ラムサール条約湿地登録
渡良瀬遊水地「生井桜まつり」 4/11㈯　10:00 中止 生井出張所

☎45-4004

第9回寒川さくらまつり 4/11㈯　10:00 中止 寒川出張所
☎38-1002

絹ふれあいの郷思川桜まつり 4/12㈰　19:00 中止 絹公民館
☎49-0027

第10回おやまのまちde開運ウォーキング（上半期）
[巴波川の里自然コース] 4/12㈰　19:15 中止 中公民館

☎38-0002

第11回中さくらまつり 4/12㈰　19:30 中止 中出張所
☎38-0002

第7回穂積さくらまつり 4/12㈰　10:00 中止 穂積公民館
☎38-2004

第20回全国菜の花サミットin 小山 4/18㈯　12:30
4/19㈰　19:00

延期
（時期未定）

農政課
☎22-9207

第3回まり・びわ古墳はなまつり 4/19㈰　19:00 中止 文化振興課
☎22-9659
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指定1周年記念特別展
「国重要無形民俗文化財 間々田のじゃがまいた」

問博物館☎45‒5331

　平成31年3月、「間々田のじゃがまいた」は国の重要無形民俗文化財に指定されまし
た。この展示ではじゃがまいたの学術的な価値とともに祭礼行事としての魅力を市民
の皆さまに広く深く知っていただき、小山を代表する身近な祭礼行事により興味を持っ
ていただくことを趣旨として開催するものです。じゃがまいたの活気あふれる息遣い
に触れていただき、実際のじゃがまいたに足を運ぶきっかけにしていただけたらと思
います。
会　　期　パネル展示(写真展示・DVD上映)　　　　 4/18㈯～ 6/28㈰
　　　　　本展示(写真展示・DVD上映・資料展示)　 5/16㈯～ 6/28㈰
開館時間　9:00 ～ 17:00(入館は16:30まで)
料　　金　無料
休 館 日　毎週月曜日（5/4㈪は開館）、4/24㈮・30㈭、5/7㈭・22㈮､ 6/26㈮
関連講座　〇記念講演会「"じゃがまいた"って何だろう～
　　　　　　　　　　　　『間々田のジャガマイタ調査報告書2018』をめぐって～｣
　　　　　日時　4/29㈬13:30 ～ 15:30
　　　　　講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会委員長　岩崎真幸氏
　　　　　〇記念講演会「間々田のじゃがまいたの蛇

じゃ

作りとそのこだわり」
　　　　　日時　5/23㈯13:30 ～ 15:30
　　　　　講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会委員　宮本八惠子氏
　　　　　※上記講演会はいずれも　　定員　一般70人(先着・電話で要予約)
　　　　　場所　博物館視聴覚室　　　備考　参加無料
　　　　　〇記念講座「間々田のじゃがまいたのミニミニ蛇を作ろう！」
　　　　　日時　6/6㈯13:30 ～ 16:00
　　　　　定員　小学3年生以上～一般　15人(多数の場合は抽選)
　　　　　場所　博物館体験学習室　　備考　材料費500円
　　　　　申込み　ハガキで希望講座名・参加者名・住所・電話番号を
　　　　　明記の上、5/14㈭までに博物館(乙女1‒31‒7)へ郵送

描かれた水
す い じ ん

神展
～「間々田のじゃがまいた」国重要無形民俗文化財指定記念～
　「間々田のじゃがまいた」国重要無形民俗文化財指定1周年にちなみ、水神を象徴する龍、蛇、河童などを
テーマにした絵画や書を紹介します。ふるさと間々田に水神が集う、この展覧会をぜひお楽しみに。
会　　期　　4/25㈯～ 6/7㈰　　休館日　毎週月曜日（5/4㈪は開館）、4/30㈭、5/7㈭・22㈮
開館時間　　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
料　　金　　一般400円（団体300円）　高校・大学生250円（団体150円）、中学生・義務教育学校生以下無料
無料公開日　5/4㈪みどりの日、 5/5㈫こどもの日、5/16㈯・17㈰国際博物館の日関連
アーティストトーク　秋山佳奈子氏（アーティスト）【4/1㈬より申込先着順】
日時　5/6㈬14:00 ～（45分程度）　定員　25人　参加費　無料
ワークショップ「やさしい日本画－水神を描く－」　講師 谷川将樹氏（日本画家）【4/1㈬より申込先着順】
日時　5/24㈰10:00 ～ 15:00　会場　市立博物館　定員　中学生以上15人　材料費　500円

問車屋美術館☎41-0968

作図　宮本八惠子氏

◇今後の展覧会スケジュール
「大和田俊個展」　7/18㈯～ 9/22㈫　　「丸木俊　絵本原画展」　10/10㈯～ 11/29㈰
「10×15の世界コンテスト展」応募期間　11/1㈰～ 30㈪　消印有効
◇令和2年度　市民ギャラリー予約調整会
　美術、工芸、写真、書などの発表の場として車屋美術館展示室を使用できます。予約を受付けますので使用
希望の方はぜひご参加ください。
調整会日時　 4/26㈰14:00 ～　会場　市立博物館
貸出期間　 R3.2/4㈭～ 3/21㈰、1団体4日間まで　※詳しくはお問合せください
◇令和2年度　車屋美術館ボランティア新会員募集
募集期間　4/1㈬～ 29㈬　定員　10人　おもな活動内容　小川家住宅の観覧者に対する案内、広報補助活動
応募方法　申込用紙（美術館へ請求）に必要事項を記入の上、美術館あてに送付または持参ください。

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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　小山市の高い技術のもとに生産された農畜産物や工芸品などの中から、特に優れ
たものを選定し「おやまブランド」として市内外へＰＲするため、「第18回おやま
ブランドまつり」を開催します！小山の素晴らしい特産物を取り揃えてお待ちして
いますので、ぜひお越しください！
日時　5/2㈯10:00 ～ 15:00　※荒天中止　　会場　道の駅思川

問道の駅思川☎38-0201第18回 おやまブランドまつり

◆小山評定館
７つのブランドＰＲコーナー
・ふゆみずたんぼ米等の関連パネル展示
・うどん打ち体験、小山うどんＰＲ
・本場結城紬の着付け体験
・小山の歴史、折り紙関連のパネル展示
・思川（思川の魚を水槽で展示）、思川桜、
渡良瀬遊水地関連のパネル展示、ＰＲ
・ハンドベル演奏

 ・ボランティア団体によるパネル展示、ＰＲ
 ・おやまブランド品の販売、実演販売
 ・おやまブランド認定品人気投票
◆ワイワイ広場 
 ・飲食ブース　 ・献血
◆小山物語館を除く敷地内
各種チラシ配布、啓蒙活動
 ・男女共同参画の推進啓発活動
 ・人権に関する啓発活動

※当日は混雑が
予想されますの
で、乗り合いで
お越しいただく
か、公共交通機
関をご利用くだ
さいますようお
願いします

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください

中止・延期になった主なイベント等の一覧
　以前に掲載したイベントや事業で新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止・延期になったものをお知ら
せします。皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

令和2年3月12日㈭時点の情報です

イベント名等 日時 中止・延期 担当課
第10回思川桜フォトコンテスト 4/1㈬～ 5/29㈮

（作品募集期間） 作品募集中止 商業観光課
☎22-9317

大つけ麺博presents美味しいラーメンと
人気芸人とアイドルを小山に集めてみました祭

第1陣　4/3㈮～ 5㈰
第2陣　4/10㈮～ 12㈰
第3陣　4/17㈮～ 19㈰
第4陣　4/24㈮～ 26㈰

中止 商業観光課
☎22-9274

第10回おやまのまちde開運ウォーキング
（上半期)　[ままだの歴史と自然満喫コース] 4/4㈯5　18:30 中止 間々田公民館

☎45-1335

ままだふるさとまつり 4/4㈯5　19:00 中止 間々田出張所
☎45-1335

第5回桑地区ふるさとさくらまつり 4/5㈰5　19:00 中止
小山市桑市民
交流センター
☎37-7588

ほろ酔い思川桜ナイト 4/10㈮16:00 ～ 21:00
4/11㈯12:00 ～ 21:00 中止 商業観光課

☎22-9274
第10回おやまのまちde開運ウォーキング
（上半期)　[穂積の思川桜めぐりコース] 4/11㈯　18:30 中止 穂積公民館

☎38-2004
第14回ラムサール条約湿地登録
渡良瀬遊水地「生井桜まつり」 4/11㈯　10:00 中止 生井出張所

☎45-4004

第9回寒川さくらまつり 4/11㈯　10:00 中止 寒川出張所
☎38-1002

絹ふれあいの郷思川桜まつり 4/12㈰　19:00 中止 絹公民館
☎49-0027

第10回おやまのまちde開運ウォーキング（上半期）
[巴波川の里自然コース] 4/12㈰　19:15 中止 中公民館

☎38-0002

第11回中さくらまつり 4/12㈰　19:30 中止 中出張所
☎38-0002

第7回穂積さくらまつり 4/12㈰　10:00 中止 穂積公民館
☎38-2004

第20回全国菜の花サミットin 小山 4/18㈯　12:30
4/19㈰　19:00

延期
（時期未定）

農政課
☎22-9207

第3回まり・びわ古墳はなまつり 4/19㈰　19:00 中止 文化振興課
☎22-9659



博物館　令和2年度前期講座のお知らせ 問博物館☎45‒5331

講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
博物館ボランティアの常設展示案内
「じっくり知ろう小山の歴史」

5/17㈰
10:00 ～ 12:00

常設展示と関連した史跡を案内
対象　一般　　定員　10人程度（先着） 無料 電話

前日まで

火起こし体験 5/30㈯､6/27㈯
11:00 ～ 11:45

まいぎり法による火起こしを体験
対象　小学生～一般（小学4年生以下は保護者同伴）
定員　各日10人程度（先着）

無料 電話
前日まで

くずし字解読基礎講座
（3回連続講座）

6/4㈭､6/11㈭､
6/25㈭
13:30 ～ 15:00

江戸時代のくずし字を基礎から解説
対象　一般　　定員　15人（先着） 無料 電話

前日まで

講談で聴く
「徳川家康と戦国武将」

6/14㈰
13:30 ～ 14:30

伝統芸能講談で明智光秀、加藤清正、徳川家康の活躍を聴く
対象　一般　　定員　50人（申込み先着順）
講談師　神田真紅・神田紅純

無料 電話
前日まで

縄文土器を作ろう 6/20㈯
9:00 ～ 12:00

歴史で学習する縄文土器を自分の手で作成
対象　小学4年生～一般　　定員　15人（抽選） 600円 ハガキ

5/22㈮必着

特別観測会日食を見よう 6/21㈰
16:00 ～ 17:30

ほっしー★OYAMA号で部分日食を観測
対象　幼児～一般　悪天候時は中止 無料 不要

麦わら細工教室 7/11㈯
13:30 ～ 15:30

麦わらを編んで「ガラガラ」と「ほたるかご」を作成
対象　小学4年生～一般　　定員　15人（抽選） 無料 ハガキ

6/23㈫必着

親子昆虫教室 7/26㈰
9:30 ～ 11:30

公園を散策しながら昆虫を観察・採集
対象　小学生以上の親子　　定員　25人（抽選）
場所　なまいふるさと公園　※雨天中止

無料 ハガキ
7/5㈰必着

昆虫標本作り教室 8/9㈰
9:30 ～ 11:30

チョウや甲虫の標本を作成。標本にする昆虫は各自用意
対象　小学3年生～一般　　定員　15人（抽選） 無料 ハガキ

7/17㈮必着

川の生き物観察会 8/22㈯
9:30 ～ 11:30

川に入り、ザリガニや小魚などを観察・採集
対象　小学生～一般（小学1・2年生は保護者同伴）
定員　30人（抽選）　　場所　清水川(下国府塚)

無料 ハガキ
7/26㈰必着

博物館で怪談寄席
8/29㈯
18:30 ～ 19:30
夜間特別開館

ちょっと笑えるけど怖い怪談話を夏の宵に落語で聴く
対象　小学生～一般　　定員　70人程度（申込み先着
順）
落語家　雷門小助六
演目　『四谷怪談　お岩様誕生』ほか

無料 電話
前日まで

指定1周年記念特別展「国重要無形民俗文化財　間々田のじゃがまいた」関連講座
講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
講演会

「"じゃがまいた"って何だ
ろう～『間々田のジャガ
マイタ調査報告書2018』

をめぐって～」

4/29㈬
13:30 ～ 15:30

じゃがまいたの学術的価値や祭礼行事としての魅力に
ついての講演
対象　一般　　定員　70人(申込み先着順)
講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会　委員長　
　　　岩崎真幸氏

無料 電話
前日まで

講演会
「間々田のじゃがまいたの
蛇
じゃ

作りとそのこだわり」

5/23㈯
13:30 ～ 15:30

蛇作りの制作過程と各町内の蛇作りのこだわりについ
ての講演
対象　一般　　定員　70人(申込み先着順)
講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会委員
　　　宮本八惠子氏

無料 電話
前日まで

間々田のじゃがまいた
ミニミニ蛇を作ろう

6/6㈯
13:30 ～ 16:00

蛇をモチーフにしたミニミニ蛇を作成
対象　小学3年生～一般　　定員　15人(抽選) 500円 ハガキ

5/14㈭必着

栃木県立博物館地域移動博物館「化石を探る」関連講座
講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
体験講座

「化石から見た
生物の進化」

7/25㈯
13:30 ～ 15:30

化石から見た生物の進化の講話と化石のレプリカ作成体験
対象　小学生～一般　　定員　40人(抽選)
講師　栃木県立博物館　柏村勇二氏

無料 ハガキ
7/3㈮必着

体験講座
「地層と化石から
分かること」

8/2㈰
13:30 ～ 15:30

地層と化石から分かることの講話と原石から化石を取
り出す実験
対象　小学生～一般　　定員　40人(抽選)
講師　栃木県立博物館　柏村勇二氏

無料 ハガキ
7/10㈮必着

21　広報おやま2020.4月号

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください

はがきによる申込みは、①講座名、②住所、③参加者氏名と性別、④同伴者の氏名と性別、⑤電話番号を明記
して博物館（〒329-0214　乙女1丁目31-7）へ郵送してください
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講座名 内容・日程 時間 定員 受講料

教
養
大
学

日本古典文学講座
紫式部はどんな人？
～女たちの平安京暮らし～

①5/11㈪ 紫式部の人生
②5/18㈪ 平安女性の教養
③6/8㈪   藤原道長と紫式部

10:30～12:00 50人 1,000円

やさしく美術史
～誰かに教えたくなる
名画の秘密～

①5/26㈫ レオナルド・ダ・ヴィンチ(様々な遠近法)
②6/16㈫ フェルメール 
③6/30㈫ セザンヌとゴッホ
④7/7㈫   ルソーとピカソ(奇跡の素人と努力の天才) 
⑤7/14㈫ 喜多川歌麿・清水登之（栃木ゆかりの作家）

10:00～11:30 50人 1,500円

三国志の世界を学ぶ ①5/17㈰　②5/23㈯　③6/7㈰ 13:30～15:30 50人 1,500円

市
民
講
座

自然観察セミナー

①5/16㈯ 地震を知る
②6/2㈫   古峰ヶ原の自然観察（野外活動）
③7/14㈫ 日光の自然観察（野外活動）
④8/20㈭ キノコ地衣類 
⑤9/16㈬ 足尾の自然と歴史（野外活動）

①④
10:00～12:00
②③⑤　終日

40人 7,000円

セルフ整体＆家族・
友達とできる整体講座 ①5/26㈫　②6/9㈫　③6/23㈫　④7/7㈫ 13:30～15:30 16人 1,000円

ノルディックウォーキング ①5/6㈬　②5/20㈬　③6/3㈬ 9:30 ～ 11:45 15人 1,000円
1から学べる初心者向け
パソコン講座 ①6/5㈮　②6/12㈮　③6/19㈮　④7/3㈮　⑤7/10㈮ 10:00～12:00 16人 1,500円

認知症予防講座
～知って、歌って、

動いて、予防～
①5/11㈪　②5/25㈪　③6/15㈪　④6/29㈪ 10:00～11:30 20人 2,000円

託
児
付
き
市
民
講
座

プランターで楽しむ
家庭菜園と寄せ植え

①5/27㈬　②6/19㈮　③8/28㈮
④9/18㈮　⑤10/27㈫　⑥11月中（予定） 13:30～15:00 20人

5,000円
要託児
5,600円

木目込みで幸福の
ふくろう作り ①5/13㈬　②5/27㈬　③6/10㈬　④6/24㈬ 10:00～12:00 15人

3,500円
要託児
4,000円

パステルアートで描く
ハッピーイラスト ①5/22㈮　②6/26㈮　③7/17㈮ 10:00～12:00 20人

2,000円
要託児
2,500円

えぷろん亭「世界の料理」
～中華・韓国料理・
イタリアン・インド料理～

①5/25㈪ スンドゥブ風チゲ・韓国風ミニ冷麺 
②6/11㈭ エビのチリソース・豆沙包子 
③6/23㈫ 本格インド風チキンカレー 
④7/9㈭   キャビアスパゲッティ＆季節のサラダ

10:00～12:30 20人
5,000円
要託児 
5,500円

学
級

小山地区女性学級

①6/22㈪   栃木の気象特性・防災教育 
②7/15㈬   お笑い大笑い健康高座 
③9/28㈪   らくらく健康体操 
④10/19㈪ 米粉でクッキング 
⑤11/9㈪   シニアのためのマネープラン 
⑥12/21㈪ 正月飾り作り

各回
異なります

（受講決定通知
を確認）

40人 4,500円

小山地区シニア学級

①5/20㈬   栃木民俗探訪「ジャガマイタ」 
②6/17㈬   さわやか人権学習会 
③7/15㈬   お笑い大笑い健康高座 
④9/7㈪     歌って健康!「歌声男子」の歌声コンサート
⑤9月予定1 渋沢栄一を訪ねて（野外学習）
⑥10/21㈬ 折り紙
⑦11月予定 新小山市民病院出前講座

各回
異なります

（受講決定通知
を確認）

40人
(60歳
以上)

4,000円

共
催
講
座

初心者向け油絵講座 ①7/18㈯　②7/25㈯　③8/8㈯　④8/29㈯　⑤9/5㈯ 13:30～16:00 15人 3,000円
＋材料費

声楽家・荒井雄貴と辿る
ベートーヴェンの生涯と
愛の歌

①7/18㈯ レクチャー＆ミニコンサート 14:00～16:00 150人程度

1,000円
高校生以下 
500円

中央公民館前期・通年講座受講生募集
◆申込み　4/2㈭～ 23㈭【必着】
方法①　ご来館にて申込書を記入
方法②　ハガキ・FAXに必要事項を明記して同館へ
方法③　ホームページの申込みフォームから　右記のQRコードからアクセス可能
■必要事項　①講座名　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
※定員を超えた場合は抽選（4/24㈮14:00から）
※申込者が少ない講座は開催できない場合もあります
※詳細は、ホームページまたは市内公共施設に配架されているパンフレットをご覧ください

申込み・問中央公民館
〒323‒0023小山市中央町1‒1‒1
☎22‒9562･9563/℻  24‒3021
HP:http://oyama-shiminkaikan.
jp/chuokominkan/

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください



博物館　令和2年度前期講座のお知らせ 問博物館☎45‒5331

講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
博物館ボランティアの常設展示案内
「じっくり知ろう小山の歴史」

5/17㈰
10:00 ～ 12:00

常設展示と関連した史跡を案内
対象　一般　　定員　10人程度（先着） 無料 電話

前日まで

火起こし体験 5/30㈯､6/27㈯
11:00 ～ 11:45

まいぎり法による火起こしを体験
対象　小学生～一般（小学4年生以下は保護者同伴）
定員　各日10人程度（先着）

無料 電話
前日まで

くずし字解読基礎講座
（3回連続講座）

6/4㈭､6/11㈭､
6/25㈭
13:30 ～ 15:00

江戸時代のくずし字を基礎から解説
対象　一般　　定員　15人（先着） 無料 電話

前日まで

講談で聴く
「徳川家康と戦国武将」

6/14㈰
13:30 ～ 14:30

伝統芸能講談で明智光秀、加藤清正、徳川家康の活躍を聴く
対象　一般　　定員　50人（申込み先着順）
講談師　神田真紅・神田紅純

無料 電話
前日まで

縄文土器を作ろう 6/20㈯
9:00 ～ 12:00

歴史で学習する縄文土器を自分の手で作成
対象　小学4年生～一般　　定員　15人（抽選） 600円 ハガキ

5/22㈮必着

特別観測会日食を見よう 6/21㈰
16:00 ～ 17:30

ほっしー★OYAMA号で部分日食を観測
対象　幼児～一般　悪天候時は中止 無料 不要

麦わら細工教室 7/11㈯
13:30 ～ 15:30

麦わらを編んで「ガラガラ」と「ほたるかご」を作成
対象　小学4年生～一般　　定員　15人（抽選） 無料 ハガキ

6/23㈫必着

親子昆虫教室 7/26㈰
9:30 ～ 11:30

公園を散策しながら昆虫を観察・採集
対象　小学生以上の親子　　定員　25人（抽選）
場所　なまいふるさと公園　※雨天中止

無料 ハガキ
7/5㈰必着

昆虫標本作り教室 8/9㈰
9:30 ～ 11:30

チョウや甲虫の標本を作成。標本にする昆虫は各自用意
対象　小学3年生～一般　　定員　15人（抽選） 無料 ハガキ

7/17㈮必着

川の生き物観察会 8/22㈯
9:30 ～ 11:30

川に入り、ザリガニや小魚などを観察・採集
対象　小学生～一般（小学1・2年生は保護者同伴）
定員　30人（抽選）　　場所　清水川(下国府塚)

無料 ハガキ
7/26㈰必着

博物館で怪談寄席
8/29㈯
18:30 ～ 19:30
夜間特別開館

ちょっと笑えるけど怖い怪談話を夏の宵に落語で聴く
対象　小学生～一般　　定員　70人程度（申込み先着
順）
落語家　雷門小助六
演目　『四谷怪談　お岩様誕生』ほか

無料 電話
前日まで

指定1周年記念特別展「国重要無形民俗文化財　間々田のじゃがまいた」関連講座
講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
講演会

「"じゃがまいた"って何だ
ろう～『間々田のジャガ
マイタ調査報告書2018』

をめぐって～」

4/29㈬
13:30 ～ 15:30

じゃがまいたの学術的価値や祭礼行事としての魅力に
ついての講演
対象　一般　　定員　70人(申込み先着順)
講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会　委員長　
　　　岩崎真幸氏

無料 電話
前日まで

講演会
「間々田のじゃがまいたの
蛇
じゃ

作りとそのこだわり」

5/23㈯
13:30 ～ 15:30

蛇作りの制作過程と各町内の蛇作りのこだわりについ
ての講演
対象　一般　　定員　70人(申込み先着順)
講師　元間々田のジャガマイタ調査委員会委員
　　　宮本八惠子氏

無料 電話
前日まで

間々田のじゃがまいた
ミニミニ蛇を作ろう

6/6㈯
13:30 ～ 16:00

蛇をモチーフにしたミニミニ蛇を作成
対象　小学3年生～一般　　定員　15人(抽選) 500円 ハガキ

5/14㈭必着

栃木県立博物館地域移動博物館「化石を探る」関連講座
講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
体験講座

「化石から見た
生物の進化」

7/25㈯
13:30 ～ 15:30

化石から見た生物の進化の講話と化石のレプリカ作成体験
対象　小学生～一般　　定員　40人(抽選)
講師　栃木県立博物館　柏村勇二氏

無料 ハガキ
7/3㈮必着

体験講座
「地層と化石から
分かること」

8/2㈰
13:30 ～ 15:30

地層と化石から分かることの講話と原石から化石を取
り出す実験
対象　小学生～一般　　定員　40人(抽選)
講師　栃木県立博物館　柏村勇二氏

無料 ハガキ
7/10㈮必着
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※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください

はがきによる申込みは、①講座名、②住所、③参加者氏名と性別、④同伴者の氏名と性別、⑤電話番号を明記
して博物館（〒329-0214　乙女1丁目31-7）へ郵送してください
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講座名 内容・日程 時間 定員 受講料

教
養
大
学

日本古典文学講座
紫式部はどんな人？
～女たちの平安京暮らし～

①5/11㈪ 紫式部の人生
②5/18㈪ 平安女性の教養
③6/8㈪   藤原道長と紫式部

10:30～12:00 50人 1,000円

やさしく美術史
～誰かに教えたくなる
名画の秘密～

①5/26㈫ レオナルド・ダ・ヴィンチ(様々な遠近法)
②6/16㈫ フェルメール 
③6/30㈫ セザンヌとゴッホ
④7/7㈫   ルソーとピカソ(奇跡の素人と努力の天才) 
⑤7/14㈫ 喜多川歌麿・清水登之（栃木ゆかりの作家）

10:00～11:30 50人 1,500円

三国志の世界を学ぶ ①5/17㈰　②5/23㈯　③6/7㈰ 13:30～15:30 50人 1,500円

市
民
講
座

自然観察セミナー

①5/16㈯ 地震を知る
②6/2㈫   古峰ヶ原の自然観察（野外活動）
③7/14㈫ 日光の自然観察（野外活動）
④8/20㈭ キノコ地衣類 
⑤9/16㈬ 足尾の自然と歴史（野外活動）

①④
10:00～12:00
②③⑤　終日

40人 7,000円

セルフ整体＆家族・
友達とできる整体講座 ①5/26㈫　②6/9㈫　③6/23㈫　④7/7㈫ 13:30～15:30 16人 1,000円

ノルディックウォーキング ①5/6㈬　②5/20㈬　③6/3㈬ 9:30 ～ 11:45 15人 1,000円
1から学べる初心者向け
パソコン講座 ①6/5㈮　②6/12㈮　③6/19㈮　④7/3㈮　⑤7/10㈮ 10:00～12:00 16人 1,500円

認知症予防講座
～知って、歌って、

動いて、予防～
①5/11㈪　②5/25㈪　③6/15㈪　④6/29㈪ 10:00～11:30 20人 2,000円

託
児
付
き
市
民
講
座

プランターで楽しむ
家庭菜園と寄せ植え

①5/27㈬　②6/19㈮　③8/28㈮
④9/18㈮　⑤10/27㈫　⑥11月中（予定） 13:30～15:00 20人

5,000円
要託児
5,600円

木目込みで幸福の
ふくろう作り ①5/13㈬　②5/27㈬　③6/10㈬　④6/24㈬ 10:00～12:00 15人

3,500円
要託児
4,000円

パステルアートで描く
ハッピーイラスト ①5/22㈮　②6/26㈮　③7/17㈮ 10:00～12:00 20人

2,000円
要託児
2,500円

えぷろん亭「世界の料理」
～中華・韓国料理・
イタリアン・インド料理～

①5/25㈪ スンドゥブ風チゲ・韓国風ミニ冷麺 
②6/11㈭ エビのチリソース・豆沙包子 
③6/23㈫ 本格インド風チキンカレー 
④7/9㈭   キャビアスパゲッティ＆季節のサラダ

10:00～12:30 20人
5,000円
要託児 
5,500円

学
級

小山地区女性学級

①6/22㈪   栃木の気象特性・防災教育 
②7/15㈬   お笑い大笑い健康高座 
③9/28㈪   らくらく健康体操 
④10/19㈪ 米粉でクッキング 
⑤11/9㈪   シニアのためのマネープラン 
⑥12/21㈪ 正月飾り作り

各回
異なります

（受講決定通知
を確認）

40人 4,500円

小山地区シニア学級

①5/20㈬   栃木民俗探訪「ジャガマイタ」 
②6/17㈬   さわやか人権学習会 
③7/15㈬   お笑い大笑い健康高座 
④9/7㈪     歌って健康!「歌声男子」の歌声コンサート
⑤9月予定1 渋沢栄一を訪ねて（野外学習）
⑥10/21㈬ 折り紙
⑦11月予定 新小山市民病院出前講座

各回
異なります

（受講決定通知
を確認）

40人
(60歳
以上)

4,000円

共
催
講
座

初心者向け油絵講座 ①7/18㈯　②7/25㈯　③8/8㈯　④8/29㈯　⑤9/5㈯ 13:30～16:00 15人 3,000円
＋材料費

声楽家・荒井雄貴と辿る
ベートーヴェンの生涯と
愛の歌

①7/18㈯ レクチャー＆ミニコンサート 14:00～16:00 150人程度

1,000円
高校生以下 
500円

中央公民館前期・通年講座受講生募集
◆申込み　4/2㈭～ 23㈭【必着】
方法①　ご来館にて申込書を記入
方法②　ハガキ・FAXに必要事項を明記して同館へ
方法③　ホームページの申込みフォームから　右記のQRコードからアクセス可能
■必要事項　①講座名　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号
※定員を超えた場合は抽選（4/24㈮14:00から）
※申込者が少ない講座は開催できない場合もあります
※詳細は、ホームページまたは市内公共施設に配架されているパンフレットをご覧ください

申込み・問中央公民館
〒323‒0023小山市中央町1‒1‒1
☎22‒9562･9563/℻  24‒3021
HP:http://oyama-shiminkaikan.
jp/chuokominkan/

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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●
イ
ベ
ン
ト

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦　

日
時　

４
／
11
㈯
８
時
半
集
合

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）　

集
合
場
所　

下
生
井
堤
防
集
合

※
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
は
市
が
用
意

問
環
境
課　
　
　

☎
22
９
２
７
６

し
し
座
を
見
つ
け
よ
う

〜
金
星
を
み
よ
う
〜

日
時　

４
／
11
㈯
19
時
〜
20
時
半

会
場　

生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
（
当

日
18
時
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
要
確
認
）

※
当
日
11
時
〜
12
時
半
に
、
博
物

館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館　
　
　

☎
45
５
３
３
１

●
子
育
て

お
は
な
し
び
っ
く
り
箱　

日
時　

4
／
21
㈫
10
時
半
〜
11
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど　

対
象　

未
就
学
児
※
保
護
者
同
伴

※
無
料
、
申
込
み
不
要

問
ゆ
め
ま
ち　
　

☎
27
９
９
３
５

●
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
5.0
㎞　

日
時　

５
／
３
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス　

佐
野
駅
（
南
口
）
集
合

↓
佐
野
厄
除
け
大
師
↓
朝
日
森
天

満
宮
↓
観
音
山
公
園
↓
佐
野
駅

（
南
口
）
解
散　
　
　
　

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

※
当
日
は

☎
０
８
０
（
２
６
８
４
）
０
６
６
８

シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ　

日
時　

５
／
21
㈭
７
時
半
集
合

（
小
山
総
合
公
園
第
二
駐
車
場
）

コ
ー
ス　

赤
城
山
大
沼
約
８
キ
ロ

定
員　

45
歳
以
上
の
健
康
な
市
内

在
住
・
在
勤
者
、
先
着
70
人

参
加
費　

４
千
500
円

申
込
み　

４
／
13
㈪
〜
17
㈮
の
８

時
半
〜
17
時
15
分
に
、
参
加
費
を

添
え
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
21
２
６
９
５

新
体
力
テ
ス
ト　

①
高
齢
者
の
部

日
時　

５
／
７
㈭
９
時
ま
で
に
受
付

対
象　

65
歳
〜
79
歳
の
市
内
在
住
者

内
容　

日
常
生
活
活
動
ア
ン
ケ
ー

ト
・
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ

障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

②
青
年
の
部

日
時　

５
／
24
㈰
９
時
ま
で
に
受
付

対
象　

20
歳
〜
64
歳
の
市
内
在
住
者

内
容　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長

座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び

会
場　

県
南
体
育
館　

剣
道
場

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加

申
込
み　

①
４
／
１
㈬
〜
24
㈮
②

４
／
１
㈬
〜
５
／
８
㈮
の
平
日
８

時
半
〜
17
時
15
分
に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
）

派
遣
選
手
募
集

派
遣
期
間　

10
／
22
㈭
〜
27
㈫

応
募
資
格　

次
の
⑴
〜
⑷
全
て
に

該
当
す
る
方
。
⑴
13
歳
以
上
の
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
⑵
県
内

在
住
・
通
学
・
通
所
し
て
い
る
方

⑶
昨
年
の
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
中
止
）
に
応
募
し
た
方
※
ボ

ウ
リ
ン
グ
は
昨
年
応
募
し
て
い
な

く
て
も
可
⑷
合
同
練
習
会（
５
回
）

に
全
日
程
参
加
で
き
る
方

募
集
競
技　

①
陸
上
競
技
②
水
泳

③
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
④
卓
球

⑤
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
⑥

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
⑦
ボ
ウ
リ
ン
グ

※
①
②
③
は
身
体
・
知
的
障
害
者

④
は
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
⑤
⑥

は
身
体
障
害
者
⑦
は
知
的
障
害
者

申
込
期
間　

４
／
21
㈫
〜
５
／
19
㈫

申
込
み　

福
祉
課
☎
22
９
６
２
４

FAX
24
２
３
７
０
※
障
害
者
福
祉
施

設
の
利
用
者
、
特
別
支
援
学
校
等

の
在
学
者
、
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
の
加
入
者
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
栃
木
の
加
入

者
は
各
所
属
先
へ

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
・
FAX
０
２
８
（
６
２
４
）
２
７
６
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習
会

日
時　

４
／
14
㈫
９
時
〜
正
午

※
雨
天
時
、
４
／
15
㈬
に
延
期

会
場　

小
山
総
合
公
園
ほ
た
る
の

館
お
よ
び
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象　

市
内
在
住
者

参
加
費　

500
円
※
当
日
徴
収

申
込
み 

４
／
10
㈮
ま
で
に
（
公

財
）
小
山
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
30
５
８
５
６

問
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・

青
柳
☎
０
９
０
（
４
０
０
０
）
８
１
２
７

令
和
２
年
度
春
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

５
／
８
〜
６
／
26
の
毎
週

金
曜
日
（
全
８
回
）
10
時
〜
正
午

※
予
備
日
：
７
／
３
㈮
・
10
㈮

会
場　

あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

参
加
費　

５
千
円
（
保
険
料
込
）

定
員　

先
着
35
人
※
初
心
者
歓
迎

準
備
品　

ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
等

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
出
し
可

申
込
み　

４
／
20
㈪
の
10
時
〜
10

時
半
に
、
参
加
費
を
添
え
て
県
立

温
水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
女
子
部
長
・

兵
藤
☎
０
９
０
（
４
９
４
１
）
９
５
８
７

み
ん
な
で
踊
ろ
う
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時　

５
／
10
㈰
13
時
半
〜
16
時
半

会
場　

小
山
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

講
師　

安
生
忠
男
氏
（（
公
社
）
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
指
導
者
）

参
加
費　

千
円
（
保
険
料
込
）

持
ち
物　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
で

き
る
服
装
、ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ（
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
可
）

※
事
前
申
込
み
不
要

問
小
山
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・

輕
部
☎
０
９
０
（
６
３
１
２
）
８
３
６
０

弓
道
教
室

日
時　

５
／
13
㈬
〜
６
／
13
㈯
の

毎
週
水
・
土
曜
日
（
全
10
回
）

水
曜
日
は
19
時
半
〜
21
時

土
曜
日
は
10
時
〜
11
時
半

場
所　

小
山
市
営
弓
道
場
（
小
山

市
役
所
西
側
駐
車
場
）

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者
、
先
着
10
人

参
加
費　

千
円
（
保
険
料
込
）

申
込
み　

４
／
21
㈫
〜
27
㈪
の
平

日
10
時
〜
17
時
に
、
参
加
費
を
添

え
て
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会

事
務
局
☎
30
５
８
５
６

問
小
山
市
弓
道
会
・

安
倍
☎
０
９
０
（
６
０
１
２
）
３
６
７
４

第
１
回
子
ど
も
水
泳
教
室

　

募
集
時
期
お
よ
び
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

☎
22
４
６
１
７

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、
　お電話等でご確認ください

　

乙
女
不
動
原
瓦
窯
跡
は
、
東
北
本
線
間
々
田
駅
か

ら
西
へ
約
700
ｍ
、
思
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
、
市
立

博
物
館
の
北
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、
昔
か
ら
地
中
よ
り
瓦
が
出
る
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
、

試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
土

し
た
軒
先
瓦
の
文
様
が
下
野
薬
師
寺
の
も
の
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
教

育
委
員
会
が
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
本
格
的
な

調
査
を
実
施
、
工
房
跡
・
窯
跡
・
灰
原
跡
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
瓦
の
生
産
遺
跡
と
し
て
の
概
要
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
的
重
要
度
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
、
昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
国
指
定
史
跡
と
な

り
ま
し
た
。

　

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
行
う
た
め
、
昭
和
63

（
１
９
８
８
）
年
か
ら
5
カ
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
粘
土
を
採
っ
た
場

所
で
あ
る
粘
土
採
掘
抗
跡
、
粘
土
を
溜
め
て
お
く
場

所
で
あ
る
粘
土
溜
跡
、
瓦
を
つ
く
っ
た
工
房
跡
、
瓦

を
焼
く
時
に
火
の
熱
循
環
を
効
果
的
に
す
る
た
め
の

工
夫
が
施
さ
れ
、
当
時
最
先
端
の
技
術
で
作
ら
れ
た

有
牀
式
平
窯
（
ロ
ス
ト
ル
式
平
窯
と
も
い
う
）、
瓦

を
焼
い
た
後
に
窯
の
中
に
残
っ
た
灰
を
掻
き
出
し
た

場
所
で
あ
る
灰
原
跡
、
瓦
の
選
別
や
、
運
ぶ
瓦
を
一

時
保
管
し
て
い
た
場
所
で
あ
る
瓦
集
積
場
な
ど
、
瓦

生
産
に
関
係
す
る
様
々
な
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
軒
丸

瓦
や
軒
平
瓦
・
土
器
類
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
乙
女
不
動
原
窯
跡
の
成
立
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
代
の
下
野
国
で
最
も
早
く

瓦
の
生
産
が
行
わ
れ
た
の
は
、
宇
都
宮
市
の
戸と

ま
つ
り祭
古

窯
跡
群
に
あ
る
水
道
山
瓦
窯
で
、
７
世
紀
後
半
に
造

営
さ
れ
た
下
野
薬
師
寺
の
瓦
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
道
山
瓦
窯
で
は
が
河か

わ
ち
ぐ
ん

内
郡
衙が

（
上か

み
こ
う
ぬ
し

神
主
・

茂も

ば

ら原
遺
跡
）
や
下
野
国
分
僧
寺
の
瓦
が
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
水
道
山
瓦
窯
は
閉
鎖

さ
れ
、
そ
の
隣
に
新
設
さ
れ
た
根
瓦
瓦
窯
が
、
河
内

郡
衙
と
下
野
国
分
僧
寺
の
瓦
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、下
野
薬
師
寺
で
外
郭
施
設（
塀
）

や
南
門
を
瓦
葺
き
の
施
設
へ
改
修
す
る
こ
と
と
な
り
、

根
瓦
瓦
窯
だ
け
で
は
下
野
薬
師
寺
の
瓦
を
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、

有
牀
式
平
窯
を
備
え
た
が
、
さ
ら
に
生
産
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、下
野
薬
師
寺
と
下
野
国
分
僧
寺
の
瓦
を
、

短
期
間
で
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
格
好
の

土
地
を
求
め
た
結
果
、
良
質
で
大
量
の
粘
土
と
薪
が

取
れ
、
こ
れ
ま
で
の
根
瓦
瓦
窯
よ
り
も
約
３
分
の
１

の
距
離
で
両
寺
院
へ
瓦
を
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る

寒
川
郡
の
乙
女
の
地
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
乙
女
不
動
原
瓦
窯
の
操
業
に
あ
た
っ
て
は
、

軒
先
瓦
の
木も

く
は
ん范
が
根
瓦
瓦
窯
か
ら
乙
女
不
動
原
瓦
窯

へ
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
根
瓦
瓦
窯

跡
の
工
人
の
一
部
が
移
動
し
て
き
て
、
寒
川
郡
内
の

各
郷
か
ら
集
め
た
人
々
を
指
導
し
な
が
ら
瓦
生
産
に

あ
た
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

乙
女
不
動
原
瓦
窯
跡
は
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
に
「
乙
女
か
わ
ら
の
里
公
園
」
と
し
て
開
園
と
な

り
、
有
牀
式
平
窯
の
構
造
模
型
の
ほ
か
、
工
房
跡
や

粘
土
採
掘
坑
・
粘
土
溜
・
瓦
集
積
場
・
灰
原
が
復
元

さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

瓦
は
博
物
館
で
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度
か
ら
令
和
２（
２
０
２
０
）

年
度
に
か
け
て
瓦
窯
跡
お
よ
び
工
房
跡
の
茅
葺
屋
根

の
葺
替
え
工
事
が
始
ま
り
、
リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
８
月
13
日
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
が
「
乙
女
か
わ
ら
の
里
公
園
」
に
お
い
て
火

お
こ
し
器
で
採
火
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

是
非
、
こ
れ
機
に
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳

せ
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員　

栗
原　

淳

広報おやま 2020.4月号　22

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○198

国
史
跡
　
乙お

と

女め

不ふ

動ど

う

原は

ら

瓦か
わ
ら

窯か

ま

跡あ

と

　

今
回
は
、
奈
良
時
代
（
８
世
紀
中
頃
）
に
、
日
本
三

戒
壇
の
１
つ
で
あ
っ
た
下
野
薬
師
寺
の
瓦
を
焼
く
た
め
、

有ゆ
う

牀し
ょ
う

式し
き

平ひ
ら

窯が
ま

４
基
を
備
え
た
工
房
で
あ
っ
た
乙
女
不
動

原
瓦
窯
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

乙女不動原瓦窯跡
（乙女かわらの里公園）
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●
イ
ベ
ン
ト

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦　

日
時　

４
／
11
㈯
８
時
半
集
合

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）　

集
合
場
所　

下
生
井
堤
防
集
合

※
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
は
市
が
用
意

問
環
境
課　
　
　

☎
22
９
２
７
６

し
し
座
を
見
つ
け
よ
う

〜
金
星
を
み
よ
う
〜

日
時　

４
／
11
㈯
19
時
〜
20
時
半

会
場　

生
井
公
民
館

※
駐
車
場
は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

内
容　

ほ
っ
し
ー
★
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

号
で
の
天
体
観
望
会

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
（
当

日
18
時
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
要
確
認
）

※
当
日
11
時
〜
12
時
半
に
、
博
物

館
駐
車
場
に
て
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館　
　
　

☎
45
５
３
３
１

●
子
育
て

お
は
な
し
び
っ
く
り
箱　

日
時　

4
／
21
㈫
10
時
半
〜
11
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど　

対
象　

未
就
学
児
※
保
護
者
同
伴

※
無
料
、
申
込
み
不
要

問
ゆ
め
ま
ち　
　

☎
27
９
９
３
５

●
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
5.0
㎞　

日
時　

５
／
３
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス　

佐
野
駅
（
南
口
）
集
合

↓
佐
野
厄
除
け
大
師
↓
朝
日
森
天

満
宮
↓
観
音
山
公
園
↓
佐
野
駅

（
南
口
）
解
散　
　
　
　

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

※
当
日
は

☎
０
８
０
（
２
６
８
４
）
０
６
６
８

シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ　

日
時　

５
／
21
㈭
７
時
半
集
合

（
小
山
総
合
公
園
第
二
駐
車
場
）

コ
ー
ス　

赤
城
山
大
沼
約
８
キ
ロ

定
員　

45
歳
以
上
の
健
康
な
市
内

在
住
・
在
勤
者
、
先
着
70
人

参
加
費　

４
千
500
円

申
込
み　

４
／
13
㈪
〜
17
㈮
の
８

時
半
〜
17
時
15
分
に
、
参
加
費
を

添
え
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
21
２
６
９
５

新
体
力
テ
ス
ト　

①
高
齢
者
の
部

日
時　

５
／
７
㈭
９
時
ま
で
に
受
付

対
象　

65
歳
〜
79
歳
の
市
内
在
住
者

内
容　

日
常
生
活
活
動
ア
ン
ケ
ー

ト
・
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ

障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

②
青
年
の
部

日
時　

５
／
24
㈰
９
時
ま
で
に
受
付

対
象　

20
歳
〜
64
歳
の
市
内
在
住
者

内
容　

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長

座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び

会
場　

県
南
体
育
館　

剣
道
場

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加

申
込
み　

①
４
／
１
㈬
〜
24
㈮
②

４
／
１
㈬
〜
５
／
８
㈮
の
平
日
８

時
半
〜
17
時
15
分
に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
２
６
９
５

第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
）

派
遣
選
手
募
集

派
遣
期
間　

10
／
22
㈭
〜
27
㈫

応
募
資
格　

次
の
⑴
〜
⑷
全
て
に

該
当
す
る
方
。
⑴
13
歳
以
上
の
身

体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
⑵
県
内

在
住
・
通
学
・
通
所
し
て
い
る
方

⑶
昨
年
の
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
中
止
）
に
応
募
し
た
方
※
ボ

ウ
リ
ン
グ
は
昨
年
応
募
し
て
い
な

く
て
も
可
⑷
合
同
練
習
会（
５
回
）

に
全
日
程
参
加
で
き
る
方

募
集
競
技　

①
陸
上
競
技
②
水
泳

③
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
④
卓
球

⑤
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
⑥

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
⑦
ボ
ウ
リ
ン
グ

※
①
②
③
は
身
体
・
知
的
障
害
者

④
は
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
⑤
⑥

は
身
体
障
害
者
⑦
は
知
的
障
害
者

申
込
期
間　

４
／
21
㈫
〜
５
／
19
㈫

申
込
み　

福
祉
課
☎
22
９
６
２
４

FAX
24
２
３
７
０
※
障
害
者
福
祉
施

設
の
利
用
者
、
特
別
支
援
学
校
等

の
在
学
者
、
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
の
加
入
者
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
栃
木
の
加
入

者
は
各
所
属
先
へ

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
・
FAX
０
２
８
（
６
２
４
）
２
７
６
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習
会

日
時　

４
／
14
㈫
９
時
〜
正
午

※
雨
天
時
、
４
／
15
㈬
に
延
期

会
場　

小
山
総
合
公
園
ほ
た
る
の

館
お
よ
び
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象　

市
内
在
住
者

参
加
費　

500
円
※
当
日
徴
収

申
込
み 

４
／
10
㈮
ま
で
に
（
公

財
）
小
山
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
30
５
８
５
６

問
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・

青
柳
☎
０
９
０
（
４
０
０
０
）
８
１
２
７

令
和
２
年
度
春
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時　

５
／
８
〜
６
／
26
の
毎
週

金
曜
日
（
全
８
回
）
10
時
〜
正
午

※
予
備
日
：
７
／
３
㈮
・
10
㈮

会
場　

あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

参
加
費　

５
千
円
（
保
険
料
込
）

定
員　

先
着
35
人
※
初
心
者
歓
迎

準
備
品　

ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
等

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
出
し
可

申
込
み　

４
／
20
㈪
の
10
時
〜
10

時
半
に
、
参
加
費
を
添
え
て
県
立

温
水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
小
山
市
テ
ニ
ス
協
会
女
子
部
長
・

兵
藤
☎
０
９
０
（
４
９
４
１
）
９
５
８
７

み
ん
な
で
踊
ろ
う
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時　

５
／
10
㈰
13
時
半
〜
16
時
半

会
場　

小
山
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

講
師　

安
生
忠
男
氏
（（
公
社
）
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
指
導
者
）

参
加
費　

千
円
（
保
険
料
込
）

持
ち
物　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
で

き
る
服
装
、ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ（
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
可
）

※
事
前
申
込
み
不
要

問
小
山
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・

輕
部
☎
０
９
０
（
６
３
１
２
）
８
３
６
０

弓
道
教
室

日
時　

５
／
13
㈬
〜
６
／
13
㈯
の

毎
週
水
・
土
曜
日
（
全
10
回
）

水
曜
日
は
19
時
半
〜
21
時

土
曜
日
は
10
時
〜
11
時
半

場
所　

小
山
市
営
弓
道
場
（
小
山

市
役
所
西
側
駐
車
場
）

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
者
、
先
着
10
人

参
加
費　

千
円
（
保
険
料
込
）

申
込
み　

４
／
21
㈫
〜
27
㈪
の
平

日
10
時
〜
17
時
に
、
参
加
費
を
添

え
て
（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会

事
務
局
☎
30
５
８
５
６

問
小
山
市
弓
道
会
・

安
倍
☎
０
９
０
（
６
０
１
２
）
３
６
７
４

第
１
回
子
ど
も
水
泳
教
室

　

募
集
時
期
お
よ
び
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

☎
22
４
６
１
７

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、
　お電話等でご確認ください

　

乙
女
不
動
原
瓦
窯
跡
は
、
東
北
本
線
間
々
田
駅
か

ら
西
へ
約
700
ｍ
、
思
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
、
市
立

博
物
館
の
北
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
、
昔
か
ら
地
中
よ
り
瓦
が
出
る
と
し

て
知
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
、

試
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
土

し
た
軒
先
瓦
の
文
様
が
下
野
薬
師
寺
の
も
の
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
教

育
委
員
会
が
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
に
本
格
的
な

調
査
を
実
施
、
工
房
跡
・
窯
跡
・
灰
原
跡
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
瓦
の
生
産
遺
跡
と
し
て
の
概
要
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
的
重
要
度
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
、
昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
国
指
定
史
跡
と
な

り
ま
し
た
。

　

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
行
う
た
め
、
昭
和
63

（
１
９
８
８
）
年
か
ら
5
カ
年
に
わ
た
り
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
粘
土
を
採
っ
た
場

所
で
あ
る
粘
土
採
掘
抗
跡
、
粘
土
を
溜
め
て
お
く
場

所
で
あ
る
粘
土
溜
跡
、
瓦
を
つ
く
っ
た
工
房
跡
、
瓦

を
焼
く
時
に
火
の
熱
循
環
を
効
果
的
に
す
る
た
め
の

工
夫
が
施
さ
れ
、
当
時
最
先
端
の
技
術
で
作
ら
れ
た

有
牀
式
平
窯
（
ロ
ス
ト
ル
式
平
窯
と
も
い
う
）、
瓦

を
焼
い
た
後
に
窯
の
中
に
残
っ
た
灰
を
掻
き
出
し
た

場
所
で
あ
る
灰
原
跡
、
瓦
の
選
別
や
、
運
ぶ
瓦
を
一

時
保
管
し
て
い
た
場
所
で
あ
る
瓦
集
積
場
な
ど
、
瓦

生
産
に
関
係
す
る
様
々
な
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
軒
丸

瓦
や
軒
平
瓦
・
土
器
類
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
乙
女
不
動
原
窯
跡
の
成
立
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
代
の
下
野
国
で
最
も
早
く

瓦
の
生
産
が
行
わ
れ
た
の
は
、
宇
都
宮
市
の
戸と

ま
つ
り祭
古

窯
跡
群
に
あ
る
水
道
山
瓦
窯
で
、
７
世
紀
後
半
に
造

営
さ
れ
た
下
野
薬
師
寺
の
瓦
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
道
山
瓦
窯
で
は
が
河か

わ
ち
ぐ
ん

内
郡
衙が

（
上か

み
こ
う
ぬ
し

神
主
・

茂も

ば

ら原
遺
跡
）
や
下
野
国
分
僧
寺
の
瓦
が
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
水
道
山
瓦
窯
は
閉
鎖

さ
れ
、
そ
の
隣
に
新
設
さ
れ
た
根
瓦
瓦
窯
が
、
河
内

郡
衙
と
下
野
国
分
僧
寺
の
瓦
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、下
野
薬
師
寺
で
外
郭
施
設（
塀
）

や
南
門
を
瓦
葺
き
の
施
設
へ
改
修
す
る
こ
と
と
な
り
、

根
瓦
瓦
窯
だ
け
で
は
下
野
薬
師
寺
の
瓦
を
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、

有
牀
式
平
窯
を
備
え
た
が
、
さ
ら
に
生
産
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、下
野
薬
師
寺
と
下
野
国
分
僧
寺
の
瓦
を
、

短
期
間
で
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
格
好
の

土
地
を
求
め
た
結
果
、
良
質
で
大
量
の
粘
土
と
薪
が

取
れ
、
こ
れ
ま
で
の
根
瓦
瓦
窯
よ
り
も
約
３
分
の
１

の
距
離
で
両
寺
院
へ
瓦
を
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る

寒
川
郡
の
乙
女
の
地
が
選
ば
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
乙
女
不
動
原
瓦
窯
の
操
業
に
あ
た
っ
て
は
、

軒
先
瓦
の
木も

く
は
ん范
が
根
瓦
瓦
窯
か
ら
乙
女
不
動
原
瓦
窯

へ
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
根
瓦
瓦
窯

跡
の
工
人
の
一
部
が
移
動
し
て
き
て
、
寒
川
郡
内
の

各
郷
か
ら
集
め
た
人
々
を
指
導
し
な
が
ら
瓦
生
産
に

あ
た
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

乙
女
不
動
原
瓦
窯
跡
は
、
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
に
「
乙
女
か
わ
ら
の
里
公
園
」
と
し
て
開
園
と
な

り
、
有
牀
式
平
窯
の
構
造
模
型
の
ほ
か
、
工
房
跡
や

粘
土
採
掘
坑
・
粘
土
溜
・
瓦
集
積
場
・
灰
原
が
復
元

さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

瓦
は
博
物
館
で
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
30（
２
０
１
８
）年
度
か
ら
令
和
２（
２
０
２
０
）

年
度
に
か
け
て
瓦
窯
跡
お
よ
び
工
房
跡
の
茅
葺
屋
根

の
葺
替
え
工
事
が
始
ま
り
、
リ
ニ
ュ
ア
ー
ル
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
８
月
13
日
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
聖
火
が
「
乙
女
か
わ
ら
の
里
公
園
」
に
お
い
て
火

お
こ
し
器
で
採
火
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

是
非
、
こ
れ
機
に
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
馳

せ
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員　

栗
原　

淳

広報おやま 2020.4月号　22

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○198

国
史
跡
　
乙お

と

女め

不ふ

動ど

う

原は

ら

瓦か
わ
ら

窯か

ま

跡あ

と

　

今
回
は
、
奈
良
時
代
（
８
世
紀
中
頃
）
に
、
日
本
三

戒
壇
の
１
つ
で
あ
っ
た
下
野
薬
師
寺
の
瓦
を
焼
く
た
め
、

有ゆ
う

牀し
ょ
う

式し
き

平ひ
ら

窯が
ま

４
基
を
備
え
た
工
房
で
あ
っ
た
乙
女
不
動

原
瓦
窯
跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

乙女不動原瓦窯跡
（乙女かわらの里公園）



女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方
③

小
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
員
等

と
し
て
活
動
で
き
る
方

そ
の
他　

参
加
に
係
る
費
用
の
一

部
を
市
で
負
担

申
込
み　

５
／
29
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
提
出

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
22
８
０
７
８

お
や
ま
Ｆ
１
評
定
委
員
募
集

　

女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
思
い
を

形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、
市
政

に
政
策
提
案
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
20
歳
代
か
ら
30
歳
代
の
女
性

で
、
ま
ち
づ
く
り
や
男
女
共
同
参

画
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　

15
人

そ
の
他　

薄
謝
あ
り

申
込
み　

５
／
15
㈮
ま
で

問
男
女
共
同
参
画
課

☎
22
８
０
７
８

FAX
22
８
０
７
９

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場

所
で
あ
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り

勉
強
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
場
所　

間
々
田
小
学
校
・
乙

女
小
学
校
・
豊
田
北
小
学
校
・
若

木
小
学
校
（
1
カ
所
か
ら
で
も
参

加
で
き
ま
す
）　

活
動
時
間　

概
ね
14
時
〜
16
時

（
各
教
室
に
よ
り
異
な
る
）

※
見
学
可
能

問
生
涯
学
習
課　

☎
22
９
６
７
１

消
費
生
活
相
談
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集

仕
事
内
容　

消
費
者
か
ら
の
相
談

に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
解
決
を
図
る
仕
事
で
す

要
件　

小
山
市
近
隣
在
住
で
、
次

①
〜
④
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方
。
①
消
費
生
活
相
談
員
②
消

費
生
活
専
門
相
談
員
③
消
費
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
④
消
費
生
活
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

募
集
人
数　

１
人　

勤
務
地　

小
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時

給
与　

時
給
千
420
円　

勤
務
日　

週
３
日
勤
務
（
基
本
）

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
休
み
（
週

休
日
に
研
修
が
入
る
場
合
あ
り
）

問
市
民
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
２

消
費
者
被
害
防
止
の
出
前
講
座

期
日　

原
則
平
日
※
休
日
は
応
相
談

内
容　

特
殊
詐
欺
や
悪
質
な
訪
問

販
売
・
電
話
勧
誘
等
へ
の
対
応
に

関
す
る
講
話
、
消
費
者
団
体
に
よ

る
寸
劇
、
紙
芝
居
等

申
込
み　

事
前
に
電
話
で
ご
連
絡

の
上
、
申
請
書
を
提
出

※
会
場
は
主
催
者
側
で
準
備

問
市
民
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
２

交
通
安
全
教
室
の
開
催

　

市
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

学
校
・
自
治
会
・
老
人
会
等
の
団

体
が
主
催
す
る
交
通
安
全
教
室
に

交
通
教
育
指
導
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
教
室

の
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

平
日
の
９
時
半
〜
15
時

（
１
教
室
45
〜
60
分
も
し
く
は
60

〜
90
分
程
度
）

内
容　

交
通
安
全
講
話
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

実
技
等
※
詳
細
は
要
事
前
相
談

申
込
み　

事
前
に
電
話
で
ご
連
絡

の
上
、
申
請
書
を
提
出

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

※
会
場
は
主
催
者
側
で
準
備

問
市
民
生
活
安
心
課

☎
22
９
４
９
７
・
FAX
25
８
３
０
１

「
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」

オ
ー
ナ
ー
制　

オ
ー
ナ
ー
募
集

場
所　

小
山
市
大
字
鏡
４
５
５
番
地

内
容　

田
植
え
（
５
月
下
旬
）、

除
草
作
業
・
生
き
物
調
査
（
６
月

下
旬
）、
稲
刈
り
・
収
穫
体
験
（
９

月
下
旬
）

対
象
区
画　

３
区
画
※
多
数
時
、
抽
選

参
加
費　

１
万
８
千
円
／
区
画

申
込
み　

４
／
１
㈬
〜
24
㈮

問
農
政
課　
　
　

☎
22
９
８
０
７

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

表
彰
区
分　

20
年
、
30
年
、
40
年

対
象　

免
許
取
得
日
が
次
の
期
間
の
方

20
年
：
平
成
11
年
４
／
１
〜

平
成
12
年
３
／
31

30
年
：
平
成
元
年
４
／
１
〜

平
成
２
年
３
／
31

40
年
：
昭
和
55
年
３
／
31
以
前

※
原
付
・
小
特
等
も
含
め
、
一
番

古
い
取
得
日
が
基
準
と
な
り
ま
す

表
彰
予
定
日　

11
／
10
㈫
13
時
半

表
彰
会
場　

宇
都
宮
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

申
請
受
付
期
間　

４
／
30
㈭
〜
５
／
21
㈭
に
、
運
転

免
許
証
の
写
し
、
運
転
記
録
証
明

書
の
原
本
を
提
出

申
請
受
付
場
所

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
（
小
山

警
察
署
内
）
ま
た
は
小
山
市
市
民

生
活
安
心
課
、
各
出
張
所

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

☎
39
６
６
１
５

令
和
２
年
度

救
命
講
習
会
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

②
一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会　

日
程　

①
９
／
19
㈯
、10
／
10
㈯
、

11
／
14
㈯
、令
和
３
年
２
／
13
㈯
、

３
／
13
㈯
９
時
〜
正
午

②
10
／
17
㈯
、
12
／
19
㈯
９
時
〜

18
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
状
況
に
よ
り
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

会
場　

小
山
市
消
防
本
部
３
階
大

会
議
室　

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

※
②
は
実
技
試
験
、
筆
記
試
験
、

副
子
固
定
法
、
搬
送
法
等
も
実
施

対
象　

小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方

定
員　

①
各
回
先
着
30
人
②
各
回

先
着
20
人
※
無
料　

申
込
み
期
間　

開
催
日
前
月
の
15

日
〜
月
末
日

問
消
防
署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６

　

大
谷
分
署　
　

☎
22
３
４
５
０

　

間
々
田
分
署　

☎
45
０
０
０
９

　

豊
田
分
署　
　

☎
37
０
１
１
９

　

桑
分
署　
　
　

☎
23
３
４
０
３

　

絹
分
遣
所　
　

☎
49
３
１
１
９

　

野
木
分
署
☎
０
２
８
０
57
１
１
１
９

小
山
市
民
キ
ャ
ン
プ
場

（
涸
沼
自
然
公
園
内
）
の
ご
案
内

利
用
期
間　

４
／
25
㈯
〜
10
／
31
㈯

場
所　

涸
沼
自
然
公
園　

涸
沼
自

然
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
務
所

（
茨
城
県
茨
城
町
）

対
象　

小
山
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
方

利
用
料　

テ
ン
ト
一
張
：
千
円
、

大
人
100
円
、
子
ど
も
（
５
歳
〜
15

歳
）
50
円
、
乳
幼
児
無
料

受
付
期
間　

４
／
10
㈮
〜
10
／
30
㈮

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
０
０
２
１

25　広報おやま2020.4月号
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み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
（
上
期
）

日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日
10
時
〜

11
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
公
認
指

導
士
に
よ
る
教
室　

持
ち
物　

上
履
き

※
無
料
、
申
込
み
不
要

問
ゆ
め
ま
ち　
　

☎
27
９
９
３
５

●
お
知
ら
せ

令
和
2
年
度
市
県
民
税
の

申
告
期
限
を
延
長
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
市
県

民
税
の
申
告
期
限
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
４
／
16
㈭
ま
で
延
長
し
ま

す
。
延
長
期
間
中
は
、
小
山
市
役

所
本
庁
舎
１
階
市
民
税
課
窓
口

で
、
市
県
民
税
の
申
告
受
付
を
行

い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
８
時
半

〜
17
時
15
分
で
す
（
土
日
祝
日
を

除
く
）。

　

な
お
、
令
和
２
年
３
／
17
㈫
以

降
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
栃
木

税
務
署
の
み
と
な
り
、
小
山
市
役

所
市
民
税
課
で
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課

☎
22
９
４
２
２
・
９
４
２
３

４
／
１
㈬
よ
り
「
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
室
」
が
開
所
し
ま
す

　

ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
な
ど
お

悩
み
の
方
や
ご
家
族
等
の
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

利
用
方
法　

来
所
相
談（
要
予
約
）・

電
話
相
談　

※
無
料

問
福
祉
課
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
室

☎
22
９
８
５
８（
４
月
か
ら
開
通
）

「
は
と
む
ぎ
給
食
」
限
定
販
売

　

小
山
城
東
小
学
校
の
児
童
が
考

案
し
た
「
は
と
む
ぎ
給
食
」
を
４

月
土
日
祝
日
限
定
・
予
約
制
で
販

売
し
ま
す
。
は
と
む
ぎ
揚
げ
パ
ン

は
絶
品
！
ご
予
約
は
、
前
日
ま
で

に
小
山
食
堂
さ
く
ら
（
道
の
駅
思

川
）
へ

問
小
山
食
堂
さ
く
ら
☎
39
７
１
１
４

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の

減
額
措
置
の
期
間
延
長

　

平
成
28
年
３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
コ
ン

ビ
ニ
等
で
住
民
票
の
写
し
等
が
窓

口
よ
り
50
円
安
く
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
期
間
限
定
で
行
っ
て

い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

促
進
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、
こ
の

減
額
措
置
期
間
を
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
市
民
課　
　
　

☎
22
９
４
０
２

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し
、
学

用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者

申
込
み　

各
学
校
へ
提
出

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

教
育
総
務
課
・
各
学
校
か
ら
入
手

※
世
帯
構
成
、
生
活
・
所
得
状
況

な
ど
を
審
査
し
認
定
し
ま
す

問
教
育
総
務
課　

☎
22
９
６
４
３

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

納
め
る
令
和
２
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
１
６
，
５
４
０
円

で
す
。
保
険
料
は
現
金
や
口
座
振

替
等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
金
で
の
納
付
方
法
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
を
使
っ
て
全
国
の
銀
行
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
の
納

付
書
で
納
め
る
場
合
は
割
引
が
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
期
限
が
あ

る
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

口
座
振
替
等
で
納
め
る
場
合
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。　
　
　
　

問
栃
木
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
２
８
２
22
４
１
３
１

　

国
保
年
金
課　

☎
22
９
４
１
６

自
死
遺
族
の
会

日
時　

４
／
21
㈫
14
時
か
ら

（
偶
数
月
第
３
火
曜
日
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

近
親
者
だ
け
で
は
な
く
、

親
し
い
友
人
を
亡
く
し
た
方
で

も
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

匿
名
・
市
外
の
方
も
可
。

※
申
込
み
不
要

問
福
祉
課　
　
　

☎
22
９
６
１
９

●
募
集

「
わ
た
し
の
市
民
便
利
帳
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

市
役
所
の
業
務
や
各
種
手
続

き
、
各
種
事
業
の
紹
介
等
を
ま
と

め
た
２
０
２
０
年
版
「
わ
た
し
の

市
民
便
利
帳
」
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
官
民
協
働
事
業
で
発
行
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
市
が
行
政
情

報
を
提
供
し
、
同
社
が
広
告
収
入

に
よ
り
、
編
集
・
印
刷
製
本
・
市

民
の
皆
さ
ま
へ
の
配
布
を
行
う
も

の
で
す
。

　

紙
面
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

す
る
た
め
、
営
業
担
当
者
が
市
内

の
事
業
所
や
店
舗
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
①
広
告
掲
載
に
関
す
る
問
合

せ
：
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

☎
０
２
８
（
６
３
２
）
９
７
１
１

②
市
民
便
利
帳
に
関
す
る
問
合

せ
：
市
民
生
活
安
心
課

☎
22
９
２
４
８

小
野
塚
イ
ツ
子
記
念

青
少
年
健
全
育
成
活
動
事
業

　

次
代
を
担
う
青
少
年
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
事
業
に
対
し
、
経
費

の
一
部
（
上
限
30
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
個
人
、
市
内

で
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
行
う

団
体
※
別
途
補
助
を
受
け
て
い
る

事
業
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
に
結

び
つ
く
事
業
を
除
く　

対
象
期
間　

4
月
〜
令
和
3
年
3

月
ま
で
に
実
施
す
る
事
業　

申
込
み　

5
／
29
㈮
ま
で

問
生
涯
学
習
課　

☎
22
９
６
６
７

第
10
期
小
山
市
男
女
共
同
参
画
推

進
員
募
集
（
任
期
２
年
）

要
件　

市
内
在
住
で
、
男
女
共
同

参
画
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
地
域
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の

た
め
に
活
動
い
た
だ
け
る
方

募
集
人
数　

若
干
名

そ
の
他　

交
通
費
程
度
の
薄
謝
あ
り

申
込
み　

４
／
30
㈭
ま
で

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
22
８
０
７
８

「
日
本
女
性
会
議
２
０
２
０
あ
い

ち
刈
谷
（
ミ
ラ
イ
ク
会
議
）」
参

加
者
募
集

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内

最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
が
愛
知
県
刈

谷
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間　

11
／
13
㈮
〜
15
㈰

会
場　

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ほ
か

募
集
人
数　

１
人
（
選
考
）

要
件　

次
の
①
〜
③
全
て
の
要
件

を
満
た
す
方
。
①
20
歳
以
上
で
市

税
等
未
納
の
な
い
小
山
市
民
②
男
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女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方
③

小
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
員
等

と
し
て
活
動
で
き
る
方

そ
の
他　

参
加
に
係
る
費
用
の
一

部
を
市
で
負
担

申
込
み　

５
／
29
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
提
出

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
22
８
０
７
８

お
や
ま
Ｆ
１
評
定
委
員
募
集

　

女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
あ
な
た
の
思
い
を

形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、
市
政

に
政
策
提
案
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
20
歳
代
か
ら
30
歳
代
の
女
性

で
、
ま
ち
づ
く
り
や
男
女
共
同
参

画
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

募
集
人
数　

15
人

そ
の
他　

薄
謝
あ
り

申
込
み　

５
／
15
㈮
ま
で

問
男
女
共
同
参
画
課

☎
22
８
０
７
８

FAX
22
８
０
７
９

放
課
後
子
ど
も
教
室
の

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場

所
で
あ
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り

勉
強
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
場
所　

間
々
田
小
学
校
・
乙

女
小
学
校
・
豊
田
北
小
学
校
・
若

木
小
学
校
（
1
カ
所
か
ら
で
も
参

加
で
き
ま
す
）　

活
動
時
間　

概
ね
14
時
〜
16
時

（
各
教
室
に
よ
り
異
な
る
）

※
見
学
可
能

問
生
涯
学
習
課　

☎
22
９
６
７
１

消
費
生
活
相
談
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集

仕
事
内
容　

消
費
者
か
ら
の
相
談

に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
解
決
を
図
る
仕
事
で
す

要
件　

小
山
市
近
隣
在
住
で
、
次

①
〜
④
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方
。
①
消
費
生
活
相
談
員
②
消

費
生
活
専
門
相
談
員
③
消
費
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
④
消
費
生
活
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

募
集
人
数　

１
人　

勤
務
地　

小
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時

給
与　

時
給
千
420
円　

勤
務
日　

週
３
日
勤
務
（
基
本
）

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
休
み
（
週

休
日
に
研
修
が
入
る
場
合
あ
り
）

問
市
民
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
２

消
費
者
被
害
防
止
の
出
前
講
座

期
日　

原
則
平
日
※
休
日
は
応
相
談

内
容　

特
殊
詐
欺
や
悪
質
な
訪
問

販
売
・
電
話
勧
誘
等
へ
の
対
応
に

関
す
る
講
話
、
消
費
者
団
体
に
よ

る
寸
劇
、
紙
芝
居
等

申
込
み　

事
前
に
電
話
で
ご
連
絡

の
上
、
申
請
書
を
提
出

※
会
場
は
主
催
者
側
で
準
備

問
市
民
生
活
安
心
課
☎
22
９
２
８
２

交
通
安
全
教
室
の
開
催

　

市
で
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

学
校
・
自
治
会
・
老
人
会
等
の
団

体
が
主
催
す
る
交
通
安
全
教
室
に

交
通
教
育
指
導
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
教
室

の
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

平
日
の
９
時
半
〜
15
時

（
１
教
室
45
〜
60
分
も
し
く
は
60

〜
90
分
程
度
）

内
容　

交
通
安
全
講
話
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

実
技
等
※
詳
細
は
要
事
前
相
談

申
込
み　

事
前
に
電
話
で
ご
連
絡

の
上
、
申
請
書
を
提
出

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

※
会
場
は
主
催
者
側
で
準
備

問
市
民
生
活
安
心
課

☎
22
９
４
９
７
・
FAX
25
８
３
０
１

「
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」

オ
ー
ナ
ー
制　

オ
ー
ナ
ー
募
集

場
所　

小
山
市
大
字
鏡
４
５
５
番
地

内
容　

田
植
え
（
５
月
下
旬
）、

除
草
作
業
・
生
き
物
調
査
（
６
月

下
旬
）、
稲
刈
り
・
収
穫
体
験
（
９

月
下
旬
）

対
象
区
画　

３
区
画
※
多
数
時
、
抽
選

参
加
費　

１
万
８
千
円
／
区
画

申
込
み　

４
／
１
㈬
〜
24
㈮

問
農
政
課　
　
　

☎
22
９
８
０
７

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

表
彰
区
分　

20
年
、
30
年
、
40
年

対
象　

免
許
取
得
日
が
次
の
期
間
の
方

20
年
：
平
成
11
年
４
／
１
〜

平
成
12
年
３
／
31

30
年
：
平
成
元
年
４
／
１
〜

平
成
２
年
３
／
31

40
年
：
昭
和
55
年
３
／
31
以
前

※
原
付
・
小
特
等
も
含
め
、
一
番

古
い
取
得
日
が
基
準
と
な
り
ま
す

表
彰
予
定
日　

11
／
10
㈫
13
時
半

表
彰
会
場　

宇
都
宮
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

申
請
受
付
期
間　

４
／
30
㈭
〜
５
／
21
㈭
に
、
運
転

免
許
証
の
写
し
、
運
転
記
録
証
明

書
の
原
本
を
提
出

申
請
受
付
場
所

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
（
小
山

警
察
署
内
）
ま
た
は
小
山
市
市
民

生
活
安
心
課
、
各
出
張
所

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

☎
39
６
６
１
５

令
和
２
年
度

救
命
講
習
会
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

②
一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会　

日
程　

①
９
／
19
㈯
、10
／
10
㈯
、

11
／
14
㈯
、令
和
３
年
２
／
13
㈯
、

３
／
13
㈯
９
時
〜
正
午

②
10
／
17
㈯
、
12
／
19
㈯
９
時
〜

18
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
状
況
に
よ
り
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

会
場　

小
山
市
消
防
本
部
３
階
大

会
議
室　

内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

※
②
は
実
技
試
験
、
筆
記
試
験
、

副
子
固
定
法
、
搬
送
法
等
も
実
施

対
象　

小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方

定
員　

①
各
回
先
着
30
人
②
各
回

先
着
20
人
※
無
料　

申
込
み
期
間　

開
催
日
前
月
の
15

日
〜
月
末
日

問
消
防
署
救
急
係
☎
39
６
６
６
６

　

大
谷
分
署　
　

☎
22
３
４
５
０

　

間
々
田
分
署　

☎
45
０
０
０
９

　

豊
田
分
署　
　

☎
37
０
１
１
９

　

桑
分
署　
　
　

☎
23
３
４
０
３

　

絹
分
遣
所　
　

☎
49
３
１
１
９

　

野
木
分
署
☎
０
２
８
０
57
１
１
１
９

小
山
市
民
キ
ャ
ン
プ
場

（
涸
沼
自
然
公
園
内
）
の
ご
案
内

利
用
期
間　

４
／
25
㈯
〜
10
／
31
㈯

場
所　

涸
沼
自
然
公
園　

涸
沼
自

然
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
務
所

（
茨
城
県
茨
城
町
）

対
象　

小
山
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
方

利
用
料　

テ
ン
ト
一
張
：
千
円
、

大
人
100
円
、
子
ど
も
（
５
歳
〜
15

歳
）
50
円
、
乳
幼
児
無
料

受
付
期
間　

４
／
10
㈮
〜
10
／
30
㈮

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
21
０
０
２
１
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み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
（
上
期
）

日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日
10
時
〜

11
時

会
場　

小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
公
認
指

導
士
に
よ
る
教
室　

持
ち
物　

上
履
き

※
無
料
、
申
込
み
不
要

問
ゆ
め
ま
ち　
　

☎
27
９
９
３
５

●
お
知
ら
せ

令
和
2
年
度
市
県
民
税
の

申
告
期
限
を
延
長
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
市
県

民
税
の
申
告
期
限
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
４
／
16
㈭
ま
で
延
長
し
ま

す
。
延
長
期
間
中
は
、
小
山
市
役

所
本
庁
舎
１
階
市
民
税
課
窓
口

で
、
市
県
民
税
の
申
告
受
付
を
行

い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
８
時
半

〜
17
時
15
分
で
す
（
土
日
祝
日
を

除
く
）。

　

な
お
、
令
和
２
年
３
／
17
㈫
以

降
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
栃
木

税
務
署
の
み
と
な
り
、
小
山
市
役

所
市
民
税
課
で
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課

☎
22
９
４
２
２
・
９
４
２
３

４
／
１
㈬
よ
り
「
ひ
き
こ
も
り
相

談
支
援
室
」
が
開
所
し
ま
す

　

ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
な
ど
お

悩
み
の
方
や
ご
家
族
等
の
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

利
用
方
法　

来
所
相
談（
要
予
約
）・

電
話
相
談　

※
無
料

問
福
祉
課
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
室

☎
22
９
８
５
８（
４
月
か
ら
開
通
）

「
は
と
む
ぎ
給
食
」
限
定
販
売

　

小
山
城
東
小
学
校
の
児
童
が
考

案
し
た
「
は
と
む
ぎ
給
食
」
を
４

月
土
日
祝
日
限
定
・
予
約
制
で
販

売
し
ま
す
。
は
と
む
ぎ
揚
げ
パ
ン

は
絶
品
！
ご
予
約
は
、
前
日
ま
で

に
小
山
食
堂
さ
く
ら
（
道
の
駅
思

川
）
へ

問
小
山
食
堂
さ
く
ら
☎
39
７
１
１
４

コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の

減
額
措
置
の
期
間
延
長

　

平
成
28
年
３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
コ
ン

ビ
ニ
等
で
住
民
票
の
写
し
等
が
窓

口
よ
り
50
円
安
く
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
期
間
限
定
で
行
っ
て

い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

促
進
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、
こ
の

減
額
措
置
期
間
を
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
市
民
課　
　
　

☎
22
９
４
０
２

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し
、
学

用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者

申
込
み　

各
学
校
へ
提
出

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

教
育
総
務
課
・
各
学
校
か
ら
入
手

※
世
帯
構
成
、
生
活
・
所
得
状
況

な
ど
を
審
査
し
認
定
し
ま
す

問
教
育
総
務
課　

☎
22
９
６
４
３

令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

納
め
る
令
和
２
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
１
６
，
５
４
０
円

で
す
。
保
険
料
は
現
金
や
口
座
振

替
等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
金
で
の
納
付
方
法
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
を
使
っ
て
全
国
の
銀
行
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
の
納

付
書
で
納
め
る
場
合
は
割
引
が
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
期
限
が
あ

る
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

口
座
振
替
等
で
納
め
る
場
合
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。　
　
　
　

問
栃
木
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
２
８
２
22
４
１
３
１

　

国
保
年
金
課　

☎
22
９
４
１
６

自
死
遺
族
の
会

日
時　

４
／
21
㈫
14
時
か
ら

（
偶
数
月
第
３
火
曜
日
）

会
場　

保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

近
親
者
だ
け
で
は
な
く
、

親
し
い
友
人
を
亡
く
し
た
方
で

も
、
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

匿
名
・
市
外
の
方
も
可
。

※
申
込
み
不
要

問
福
祉
課　
　
　

☎
22
９
６
１
９

●
募
集

「
わ
た
し
の
市
民
便
利
帳
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

市
役
所
の
業
務
や
各
種
手
続

き
、
各
種
事
業
の
紹
介
等
を
ま
と

め
た
２
０
２
０
年
版
「
わ
た
し
の

市
民
便
利
帳
」
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
官
民
協
働
事
業
で
発
行
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
市
が
行
政
情

報
を
提
供
し
、
同
社
が
広
告
収
入

に
よ
り
、
編
集
・
印
刷
製
本
・
市

民
の
皆
さ
ま
へ
の
配
布
を
行
う
も

の
で
す
。

　

紙
面
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集

す
る
た
め
、
営
業
担
当
者
が
市
内

の
事
業
所
や
店
舗
を
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
①
広
告
掲
載
に
関
す
る
問
合

せ
：
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

☎
０
２
８
（
６
３
２
）
９
７
１
１

②
市
民
便
利
帳
に
関
す
る
問
合

せ
：
市
民
生
活
安
心
課

☎
22
９
２
４
８

小
野
塚
イ
ツ
子
記
念

青
少
年
健
全
育
成
活
動
事
業

　

次
代
を
担
う
青
少
年
に
夢
と
希

望
を
与
え
る
事
業
に
対
し
、
経
費

の
一
部
（
上
限
30
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
個
人
、
市
内

で
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
行
う

団
体
※
別
途
補
助
を
受
け
て
い
る

事
業
、
政
治
・
宗
教
・
営
利
に
結

び
つ
く
事
業
を
除
く　

対
象
期
間　

4
月
〜
令
和
3
年
3

月
ま
で
に
実
施
す
る
事
業　

申
込
み　

5
／
29
㈮
ま
で

問
生
涯
学
習
課　

☎
22
９
６
６
７

第
10
期
小
山
市
男
女
共
同
参
画
推

進
員
募
集
（
任
期
２
年
）

要
件　

市
内
在
住
で
、
男
女
共
同

参
画
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
地
域
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の

た
め
に
活
動
い
た
だ
け
る
方

募
集
人
数　

若
干
名

そ
の
他　

交
通
費
程
度
の
薄
謝
あ
り

申
込
み　

４
／
30
㈭
ま
で

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
22
８
０
７
８

「
日
本
女
性
会
議
２
０
２
０
あ
い

ち
刈
谷
（
ミ
ラ
イ
ク
会
議
）」
参

加
者
募
集

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内

最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
が
愛
知
県
刈

谷
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間　

11
／
13
㈮
〜
15
㈰

会
場　

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ほ
か

募
集
人
数　

１
人
（
選
考
）

要
件　

次
の
①
〜
③
全
て
の
要
件

を
満
た
す
方
。
①
20
歳
以
上
で
市

税
等
未
納
の
な
い
小
山
市
民
②
男
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※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、
　お電話等でご確認ください



小山市コミュニティFM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放送！
（7:00～ 21:00）

普段は市の身近で魅力的な情報を、
災害時には気象情報や交通情報等を
リアルタイムに発信しています。

コース名 日時 定員 受講料

TIG溶接技能クリニック 5/9㈯・16㈯
9:30 ～ 16:10 10人 11,500円

ヒューマンエラー対策実践
（ポカミスのない職場づくり）

5/12㈫・13㈬
9:30 ～ 16:10 20人 9,000円

なぜなぜ分析による
製造現場の問題解決

5/14㈭・15㈮
9:30 ～ 16:10 20人 9,000円

PLC制御の回路技術 5/19㈫・26㈫
9:10 ～ 15:50 10人 6,500円

2次元CADによる
機械設計技術

5/23㈯・30㈯
9:30 ～ 17:00 15人 9,500円

実践建築設計2次元CAD技術 5/24㈰・31㈰
9:30 ～ 16:10 10人 9,000円

関東職業能力開発大学校能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733、FAX27-0240
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４
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

第
126
回
企
画
展
「
生
誕
250
年

記
念 

偉
大
な
る
無
名
画
家 

小
泉

斐
」
４
／
25
㈯
〜
６
／
15
㈪
※
展

示
解
説
：
４
／
29
㈬
14
時
〜
15
時

▽
テ
ー
マ
展
「
骨
が
語
る
動
物

の
秘
密
」
６
／
14
㈰
ま
で
▽
県

博
デ
ー
４
／
19
㈰
▽
問
同
館
☎

０
２
８
（
６
３
４
）
１
３
１
１

絵
画
（
油
絵
・
水
彩
）
体
験
講
座

　

４
／
19
㈰
、
５
／
17
㈰
９
時
〜

正
午
▽
会
場
：
桑
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
▽
定

員
：
先
着
10
人
▽
講
師
：
木
陽
会

サ
ー
ク
ル
会
員
▽
無
料
▽
画
材
は

本
人
が
用
意
▽
初
心
者
歓
迎
▽
申

込
み
：
４
／
10
㈮
ま
で
に
野
口
☎

25
３
３
７
４

第
３
回
朗
読
発
表
会

　

４
／
25
㈯
14
時
〜
16
時
（
開
場

13
時
40
分
）
▽
会
場
：
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
ロ
ブ
レ
ビ
ル
６
階
）

▽
演
目
：
角
田
光
代
「
口
紅
の
と

き
」、
芥
川
龍
之
介
「
蜘
蛛
の
糸
」

ほ
か
▽
出
演
：
一
木
美
名
子
・
土

岐
典
子
・
鈴
木
陽
子
（
ピ
ア
ノ
）、

ヨ
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
小

山
朗
読
教
室
、
中
央
ア
ー
ト
ス

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
課
へ
☎

22
９
３
５
３
﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日

（
毎
月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

ク
ー
ル
声
優
コ
ー
ス
▽
無
料
、
申

込
み
不
要
▽
問
中
央
ア
ー
ト
ス

ク
ー
ル
☎
24
３
７
１
５

栃
木
い
の
ち
の
電
話
開
局
40
周

年
記
念 

癒
し
の
ケ
ー
ナ
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
／
23
㈯
13
時
半
か
ら
（
開
場

13
時
）
▽
会
場
：
宇
都
宮
市
立
南

図
書
館
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
56-

１
）
▽

チ
ケ
ッ
ト
：
大
人
千
円
、
小
中
高

500
円
、
未
就
学
児
童
無
料
▽
全
席

自
由
▽
公
演
の
収
益
金
は
社
会
福

祉
法
人
い
の
ち
の
電
話
の
活
動
を

支
え
る
資
金
に
な
り
ま
す
▽
申
込

み
：
栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
７
９
７
０

太
極
拳
体
験
学
習
の
募
集

　

５
／
８
・
15
・
22
・
29
、
６
／

５
の
各
金
曜
日
（
全
５
回
）
▽
会

場
：
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
し
ら
さ
ぎ
館
）
▽
定
員
：
先
着

15
人
▽
参
加
無
料
▽
持
ち
物
：
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
▽
申
込
み
：
４
／

20
㈪
〜
25
㈯
に
間
々
田
太
極
拳
・

柴
山
☎
45
１
８
３
５

空
手
会
員
募
集
／
見
学
無
料
体
験

　

活
動
日
・
会
場
：
土
曜
日
17
時

半
〜
19
時
（
小
山
第
三
小
学
校
体

育
館
）、
土
曜
日
19
時
半
〜
21
時

半
（
大
谷
中
学
校
武
道
場
）、
日

曜
日
10
時
〜
正
午
（
小
山
城
南
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー（
ゆ
め
ま
ち
））、

日
曜
日
14
時
半
〜
16
時
半
（
桑
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー

館
））
▽
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
▽
問
空

手
道
一
友
会
・
村
松
☎
０
９
０

（
７
４
０
１
）
４
８
５
５

ピ
ア
ノ
す
み
れ
会 

会
員
募
集

　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
13
時
〜

16
時
45
分
▽
会
場
：
桑
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
▽

初
心
者
歓
迎
、
講
師
に
よ
る
無
料

体
験
レ
ッ
ス
ン
有
り
▽
実
費
負

担
有
り
▽
問
同
会
・
後
藤
☎
35

６
３
０
９

水
彩
画
教
室 

部
員
募
集

 

初
心
者
大
歓
迎
。
見
学
も
ど
う

ぞ
‼
▽
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

13
時
〜
16
時
▽
会
場
：
ふ
れ
あ

い
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
：
鴨

田
雅
男
氏
▽
問
太
田
☎
０
９
０

（
２
４
６
７
）
０
６
２
９

訓練科名 日時 定員 受講料

機械加工基礎 5/11㈪・12㈫
9:00 ～ 16:00 10人 3,580円

アーク溶接特別教育① 5/12㈫～ 14㈭
9:00 ～ 17:00 20人 5,040円

第二種電気工事士
筆記試験準備講習①

5/12㈫～ 14㈭
9:00 ～ 16:00 15人 3,580円

機械製図基礎 5/18㈪・19㈫
9:00 ～ 16:00 10人 3,580円

TIG溶接 5/20㈬・21㈭
9:00 ～ 16:00 10人 5,040円

2次元機械CAD 5/25㈪～ 27㈬
9:00 ～ 16:00 10人 3,580円

県南産業技術専門校技能講習会

申込み　開講日の10日前までに同校☎0284-91-0803

　視聴にはテレビ小山放送㈱の
ケーブルテレビへの加入が必要
となります。デジタル101chを
選局ください。

時期 市役所からこんにちは

上旬 ■飼い犬の登録と狂犬病予防注射
■博物館前期講座

中旬 ■車屋美術館年間スケジュール

下旬 ■子育て支援事業
■博物館特別展

月間 ■イベント情報　■レッツエコ

4月の行政テレビ

問秘書広報課☎22‒9353
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ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地

自
然
観
察
会

①
春
の
昆
虫
観
察
会

②
春
の
植
物
観
察
会

日
時　

①
５
／
13
㈬
９
時
〜
正
午

　
　
　

②
５
／
25
㈪
９
時
〜
正
午

会
場　

生
井
公
民
館
、

　
　
　

渡
良
瀬
遊
水
地

内
容　

講
話
、
現
地
観
察

　
　
　
（
雨
天
時
室
内
）

講
師　

①
大
川
秀
雄
先
生　
　
　

　
　
　

②
大
和
田
真
澄
先
生

定
員　

各
18
人
（
先
着
）
※
無
料

申
込
み　

４
／
24
㈮
ま
で

問
生
井
公
民
館　

☎
45
４
０
０
４

小
山
市
市
民
農
園
体
験
農
園

（
春
夏
野
菜
）
種
ま
き
体
験

日
時　

４
／
25
㈯
９
時
か
ら

会
場　

市
民
農
園（
道
の
駅
思
川
南
）

内
容　

ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ
・
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
等
の
種
ま
き
、
定
植
体
験

定
員　

50
組　

参
加
費　

２
千
円
／
組

申
込
み　

４
／
22
㈬
ま
で

問
農
政
課　
　
　

☎
22
９
２
５
４

パ
パ
マ
マ
応
援
料
理
教
室　

日
時　

５
／
26
㈫
、
６
／
16
㈫
、

７
／
21
㈫
、９
／
４
㈮
・
29
㈫
（
全

５
回
）
10
時
半
〜
13
時

会
場　

道
の
駅
思
川 

料
理
実
習
室

内
容　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
料
理
※

お
や
ま
和
牛
も
登
場
！　

対
象　

妊
娠
期
〜
小
学
生
を
子
育

て
中
の
パ
パ
マ
マ
・
20
人

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
可　

参
加
費　

３
千
500
円
（
５
回
分
）

申
込
み　

５
／
22
㈮
ま
で

問
農
政
課　
　
　

☎
22
９
２
５
７

認
知
症
予
防
教
室

〜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

日
時　

５
／
12
㈫
〜
６
／
30
㈫
の

毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
10
時
〜

11
時
半（
初
回
の
み
９
時
半
か
ら
）

対
象　

65
歳
以
上
の
方　

場
所　

間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ
館
）

参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
100
円

申
込
み　

４
／
17
㈮
〜
５
／
１
㈮

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
22
９
６
４
８

日
本
交
響
楽
団
第
14
回
定
期
演
奏

会
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

６
／
21
㈰
14
時
か
ら
（
開

場
13
時
半
）　

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容　

指
揮
：
西
口
彰
浩
／
ピ
ア

ノ
独
奏
：
鈴
木
宏
英
／
曲
目
：

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
交
響
曲
第
７

番
」、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
２
番
」
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト　

千
円
（
高
校
生
以
下

500
円
）
※
全
席
指
定

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
４
／
11
㈯
間
々
田
ひ
も

の
組
み
ひ
も
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

②
４
／
18
㈯
季
節
感
を
取
り
入
れ

た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作
会
③
４
／

22
㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
「
鯉
の
ぼ
り

を
作
ろ
う
」
④
４
／
25
㈯
お
り
り

ん
「
麻
ひ
も
ペ
ン
ケ
ー
ス
」
づ
く

り
⑤
５
／
２
㈯
季
節
感
を
取
り
入

れ
た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作
会

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費　

①
千
円
（
小
学
生
以
下

600
円
）
②
千
円
③
500
円
④
千
円
⑤

千
円

申
込
み　

４
／
１
㈬
か
ら

※
事
前
予
約
優
先
。
③
は
事
前
予
約

の
み
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
日
前
ま
で

問
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

☎
32
６
４
７
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

①
ケ
ー
ナ
奏
者
Ｒ
ｅ
ｎ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
５
／
24
㈰
14
時
〜
15
時
45
分（
開

場
13
時
半
）
▽
２
千
円
▽
120
人
▽

曲
目
：
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
、

コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、
南
米
の
曲
、

日
本
の
曲
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

②
伊
豆
田
洋
之
ラ
イ
ブ
▽
５
／
30

㈯
17
時
〜
19
時
（
開
場
16
時
半
）
▽

２
千
円
▽
60
人
▽
曲
目
：
ビ
ー
ト

ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

③
み
ん
な
で
歌
お
う
！
「
ア
行
の

歌
特
集
」
▽
６
／
16
㈫
10
時
半
〜

正
午
▽
300
円
▽
50
人
▽
講
師
：
山

中
智
津
子
▽
曲
名
：
愛
燦
々
他

申
込
み　

①
②
は
４
／
５
㈰
10
時

か
ら
受
付
開
始
、
③
は
受
付
中

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
22
９
１
１
１

日時 事業公演名 チケット 発売日
6/6㈯
①10:30 
②13:30

大型人形劇 
はらぺこあおむしショー

全席指定
2,500円
※2歳以上有料

発売中

6/21㈰
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.1
日本交響楽団 第14回定期演奏会
リクエストコンサート

全席指定
一般　　　1,000円
高校生以下   500円

発売中

7/18㈯
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.2
声楽家・荒井雄貴と辿る
「ベートーヴェンの生涯と愛の歌」

全席自由
一般　　　1,000円
高校生以下   500円

4/2㈭

9/7㈪
14:00

歌って健康！
「歌声男子」のコンサート

全席自由
1,500円

6/14㈰
9:00

9/13㈰
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.3
ドイツロマン派の室内楽名曲選

全席自由
一般　　　2,000円
高校生以下   500円

6/21㈰
14:00

11/14㈯
14:00

レクチャー＆ライブ
 「ジャズの魅力！」

全席自由
詳細後日 9/2㈬

12/13㈰
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.4
仲道郁代ピアノリサイタル
「月光 ベートーヴェンの恋」

全席指定
一般　　　2,800円
高校生以下1,500円
ペアエリア3,800円

6/21㈰
14:00

令和2年度　文化センター事業ラインナップ
申込み　文化センター☎22-9552

※ベートーヴェンシリーズ4企画はセット購入がおすすめ♪
　　一般6,300円(500円お得！)　3/28㈯発売

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種(

第
１

〜
６
類)

・
丙
種

試
験
日　

６
／
７
㈰

会
場　

白
鷗
大
学
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

申
請　

４
／
６
㈪
〜
17
㈮
の
平
日

９
時
〜
17
時
に
、
願
書
等
を
消
防

本
部
予
防
課
に
持
参

※
他
郵
送
、
電
子
申
請
あ
り

問
予
防
課　
　
　

☎
39
６
６
５
８

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時　

５
／
８
㈮
９
時
〜
16
時
半

会
場　

県
立
県
南
体
育
館
研
修
室

対
象　

危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
予
定
者

申
込
み　

４
／
６
㈪
〜
５
／
１
㈮

の
平
日
９
時
〜
17
時
に
、
申
込
書
・

受
講
料
を
消
防
本
部
予
防
課
に
持
参

問
予
防
課　
　
　

☎
39
６
６
５
８

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、
　お電話等でご確認ください



小山市コミュニティFM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放送！
（7:00～ 21:00）

普段は市の身近で魅力的な情報を、
災害時には気象情報や交通情報等を
リアルタイムに発信しています。

コース名 日時 定員 受講料

TIG溶接技能クリニック 5/9㈯・16㈯
9:30 ～ 16:10 10人 11,500円

ヒューマンエラー対策実践
（ポカミスのない職場づくり）

5/12㈫・13㈬
9:30 ～ 16:10 20人 9,000円

なぜなぜ分析による
製造現場の問題解決

5/14㈭・15㈮
9:30 ～ 16:10 20人 9,000円

PLC制御の回路技術 5/19㈫・26㈫
9:10 ～ 15:50 10人 6,500円

2次元CADによる
機械設計技術

5/23㈯・30㈯
9:30 ～ 17:00 15人 9,500円

実践建築設計2次元CAD技術 5/24㈰・31㈰
9:30 ～ 16:10 10人 9,000円

関東職業能力開発大学校能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733、FAX27-0240
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４
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

　

第
126
回
企
画
展
「
生
誕
250
年

記
念 

偉
大
な
る
無
名
画
家 
小
泉

斐
」
４
／
25
㈯
〜
６
／
15
㈪
※
展

示
解
説
：
４
／
29
㈬
14
時
〜
15
時

▽
テ
ー
マ
展
「
骨
が
語
る
動
物

の
秘
密
」
６
／
14
㈰
ま
で
▽
県

博
デ
ー
４
／
19
㈰
▽
問
同
館
☎

０
２
８
（
６
３
４
）
１
３
１
１

絵
画
（
油
絵
・
水
彩
）
体
験
講
座

　

４
／
19
㈰
、
５
／
17
㈰
９
時
〜

正
午
▽
会
場
：
桑
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
▽
定

員
：
先
着
10
人
▽
講
師
：
木
陽
会

サ
ー
ク
ル
会
員
▽
無
料
▽
画
材
は

本
人
が
用
意
▽
初
心
者
歓
迎
▽
申

込
み
：
４
／
10
㈮
ま
で
に
野
口
☎

25
３
３
７
４

第
３
回
朗
読
発
表
会

　

４
／
25
㈯
14
時
〜
16
時
（
開
場

13
時
40
分
）
▽
会
場
：
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
ロ
ブ
レ
ビ
ル
６
階
）

▽
演
目
：
角
田
光
代
「
口
紅
の
と

き
」、
芥
川
龍
之
介
「
蜘
蛛
の
糸
」

ほ
か
▽
出
演
：
一
木
美
名
子
・
土

岐
典
子
・
鈴
木
陽
子
（
ピ
ア
ノ
）、

ヨ
ー
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
小

山
朗
読
教
室
、
中
央
ア
ー
ト
ス

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　

掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
課
へ
☎

22
９
３
５
３
﹇
原
稿
の
締
切
は
発
行
日

（
毎
月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
﹈

ク
ー
ル
声
優
コ
ー
ス
▽
無
料
、
申

込
み
不
要
▽
問
中
央
ア
ー
ト
ス

ク
ー
ル
☎
24
３
７
１
５

栃
木
い
の
ち
の
電
話
開
局
40
周

年
記
念 

癒
し
の
ケ
ー
ナ
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
／
23
㈯
13
時
半
か
ら
（
開
場

13
時
）
▽
会
場
：
宇
都
宮
市
立
南

図
書
館
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
56-

１
）
▽

チ
ケ
ッ
ト
：
大
人
千
円
、
小
中
高

500
円
、
未
就
学
児
童
無
料
▽
全
席

自
由
▽
公
演
の
収
益
金
は
社
会
福

祉
法
人
い
の
ち
の
電
話
の
活
動
を

支
え
る
資
金
に
な
り
ま
す
▽
申
込

み
：
栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
７
９
７
０

太
極
拳
体
験
学
習
の
募
集

　

５
／
８
・
15
・
22
・
29
、
６
／

５
の
各
金
曜
日
（
全
５
回
）
▽
会

場
：
間
々
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
し
ら
さ
ぎ
館
）
▽
定
員
：
先
着

15
人
▽
参
加
無
料
▽
持
ち
物
：
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
▽
申
込
み
：
４
／

20
㈪
〜
25
㈯
に
間
々
田
太
極
拳
・

柴
山
☎
45
１
８
３
５

空
手
会
員
募
集
／
見
学
無
料
体
験

　

活
動
日
・
会
場
：
土
曜
日
17
時

半
〜
19
時
（
小
山
第
三
小
学
校
体

育
館
）、
土
曜
日
19
時
半
〜
21
時

半
（
大
谷
中
学
校
武
道
場
）、
日

曜
日
10
時
〜
正
午
（
小
山
城
南
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー（
ゆ
め
ま
ち
））、

日
曜
日
14
時
半
〜
16
時
半
（
桑
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー

館
））
▽
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
▽
問
空

手
道
一
友
会
・
村
松
☎
０
９
０

（
７
４
０
１
）
４
８
５
５

ピ
ア
ノ
す
み
れ
会 

会
員
募
集

　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
13
時
〜

16
時
45
分
▽
会
場
：
桑
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
▽

初
心
者
歓
迎
、
講
師
に
よ
る
無
料

体
験
レ
ッ
ス
ン
有
り
▽
実
費
負

担
有
り
▽
問
同
会
・
後
藤
☎
35

６
３
０
９

水
彩
画
教
室 

部
員
募
集

 

初
心
者
大
歓
迎
。
見
学
も
ど
う

ぞ
‼
▽
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

13
時
〜
16
時
▽
会
場
：
ふ
れ
あ

い
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
：
鴨

田
雅
男
氏
▽
問
太
田
☎
０
９
０

（
２
４
６
７
）
０
６
２
９

訓練科名 日時 定員 受講料

機械加工基礎 5/11㈪・12㈫
9:00 ～ 16:00 10人 3,580円

アーク溶接特別教育① 5/12㈫～ 14㈭
9:00 ～ 17:00 20人 5,040円

第二種電気工事士
筆記試験準備講習①

5/12㈫～ 14㈭
9:00 ～ 16:00 15人 3,580円

機械製図基礎 5/18㈪・19㈫
9:00 ～ 16:00 10人 3,580円

TIG溶接 5/20㈬・21㈭
9:00 ～ 16:00 10人 5,040円

2次元機械CAD 5/25㈪～ 27㈬
9:00 ～ 16:00 10人 3,580円

県南産業技術専門校技能講習会

申込み　開講日の10日前までに同校☎0284-91-0803

　視聴にはテレビ小山放送㈱の
ケーブルテレビへの加入が必要
となります。デジタル101chを
選局ください。

時期 市役所からこんにちは

上旬 ■飼い犬の登録と狂犬病予防注射
■博物館前期講座

中旬 ■車屋美術館年間スケジュール

下旬 ■子育て支援事業
■博物館特別展

月間 ■イベント情報　■レッツエコ

4月の行政テレビ

問秘書広報課☎22‒9353
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ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地

自
然
観
察
会

①
春
の
昆
虫
観
察
会

②
春
の
植
物
観
察
会

日
時　

①
５
／
13
㈬
９
時
〜
正
午

　
　
　

②
５
／
25
㈪
９
時
〜
正
午

会
場　

生
井
公
民
館
、

　
　
　

渡
良
瀬
遊
水
地

内
容　

講
話
、
現
地
観
察

　
　
　
（
雨
天
時
室
内
）

講
師　

①
大
川
秀
雄
先
生　
　
　

　
　
　

②
大
和
田
真
澄
先
生

定
員　

各
18
人
（
先
着
）
※
無
料

申
込
み　

４
／
24
㈮
ま
で

問
生
井
公
民
館　

☎
45
４
０
０
４

小
山
市
市
民
農
園
体
験
農
園

（
春
夏
野
菜
）
種
ま
き
体
験

日
時　

４
／
25
㈯
９
時
か
ら

会
場　

市
民
農
園（
道
の
駅
思
川
南
）

内
容　

ミ
ニ
カ
ボ
チ
ャ
・
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
等
の
種
ま
き
、
定
植
体
験

定
員　

50
組　

参
加
費　

２
千
円
／
組

申
込
み　

４
／
22
㈬
ま
で

問
農
政
課　
　
　

☎
22
９
２
５
４

パ
パ
マ
マ
応
援
料
理
教
室　

日
時　

５
／
26
㈫
、
６
／
16
㈫
、

７
／
21
㈫
、９
／
４
㈮
・
29
㈫
（
全

５
回
）
10
時
半
〜
13
時

会
場　

道
の
駅
思
川 

料
理
実
習
室

内
容　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
料
理
※

お
や
ま
和
牛
も
登
場
！　

対
象　

妊
娠
期
〜
小
学
生
を
子
育

て
中
の
パ
パ
マ
マ
・
20
人

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
可　

参
加
費　

３
千
500
円
（
５
回
分
）

申
込
み　

５
／
22
㈮
ま
で

問
農
政
課　
　
　

☎
22
９
２
５
７

認
知
症
予
防
教
室

〜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

日
時　

５
／
12
㈫
〜
６
／
30
㈫
の

毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
10
時
〜

11
時
半（
初
回
の
み
９
時
半
か
ら
）

対
象　

65
歳
以
上
の
方　

場
所　

間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ
館
）

参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
100
円

申
込
み　

４
／
17
㈮
〜
５
／
１
㈮

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
22
９
６
４
８

日
本
交
響
楽
団
第
14
回
定
期
演
奏

会
リ
ク
エ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

６
／
21
㈰
14
時
か
ら
（
開

場
13
時
半
）　

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容　

指
揮
：
西
口
彰
浩
／
ピ
ア

ノ
独
奏
：
鈴
木
宏
英
／
曲
目
：

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
交
響
曲
第
７

番
」、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
２
番
」
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト　

千
円
（
高
校
生
以
下

500
円
）
※
全
席
指
定

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
９
５
５
２

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時　

①
４
／
11
㈯
間
々
田
ひ
も

の
組
み
ひ
も
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

②
４
／
18
㈯
季
節
感
を
取
り
入
れ

た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作
会
③
４
／

22
㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
「
鯉
の
ぼ
り

を
作
ろ
う
」
④
４
／
25
㈯
お
り
り

ん
「
麻
ひ
も
ペ
ン
ケ
ー
ス
」
づ
く

り
⑤
５
／
２
㈯
季
節
感
を
取
り
入

れ
た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作
会

会
場　

お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費　

①
千
円
（
小
学
生
以
下

600
円
）
②
千
円
③
500
円
④
千
円
⑤

千
円

申
込
み　

４
／
１
㈬
か
ら

※
事
前
予
約
優
先
。
③
は
事
前
予
約

の
み
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
２
日
前
ま
で

問
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

☎
32
６
４
７
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

①
ケ
ー
ナ
奏
者
Ｒ
ｅ
ｎ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
５
／
24
㈰
14
時
〜
15
時
45
分（
開

場
13
時
半
）
▽
２
千
円
▽
120
人
▽

曲
目
：
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
、

コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、
南
米
の
曲
、

日
本
の
曲
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

②
伊
豆
田
洋
之
ラ
イ
ブ
▽
５
／
30

㈯
17
時
〜
19
時
（
開
場
16
時
半
）
▽

２
千
円
▽
60
人
▽
曲
目
：
ビ
ー
ト

ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

③
み
ん
な
で
歌
お
う
！
「
ア
行
の

歌
特
集
」
▽
６
／
16
㈫
10
時
半
〜

正
午
▽
300
円
▽
50
人
▽
講
師
：
山

中
智
津
子
▽
曲
名
：
愛
燦
々
他

申
込
み　

①
②
は
４
／
５
㈰
10
時

か
ら
受
付
開
始
、
③
は
受
付
中

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
22
９
１
１
１

日時 事業公演名 チケット 発売日
6/6㈯
①10:30 
②13:30

大型人形劇 
はらぺこあおむしショー

全席指定
2,500円
※2歳以上有料

発売中

6/21㈰
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.1
日本交響楽団 第14回定期演奏会
リクエストコンサート

全席指定
一般　　　1,000円
高校生以下   500円

発売中

7/18㈯
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.2
声楽家・荒井雄貴と辿る
「ベートーヴェンの生涯と愛の歌」

全席自由
一般　　　1,000円
高校生以下   500円

4/2㈭

9/7㈪
14:00

歌って健康！
「歌声男子」のコンサート

全席自由
1,500円

6/14㈰
9:00

9/13㈰
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.3
ドイツロマン派の室内楽名曲選

全席自由
一般　　　2,000円
高校生以下   500円

6/21㈰
14:00

11/14㈯
14:00

レクチャー＆ライブ
 「ジャズの魅力！」

全席自由
詳細後日 9/2㈬

12/13㈰
14:00

ベートーヴェンシリーズVol.4
仲道郁代ピアノリサイタル
「月光 ベートーヴェンの恋」

全席指定
一般　　　2,800円
高校生以下1,500円
ペアエリア3,800円

6/21㈰
14:00

令和2年度　文化センター事業ラインナップ
申込み　文化センター☎22-9552

※ベートーヴェンシリーズ4企画はセット購入がおすすめ♪
　　一般6,300円(500円お得！)　3/28㈯発売

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種(

第
１

〜
６
類)

・
丙
種

試
験
日　

６
／
７
㈰

会
場　

白
鷗
大
学
大
行
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

申
請　

４
／
６
㈪
〜
17
㈮
の
平
日

９
時
〜
17
時
に
、
願
書
等
を
消
防

本
部
予
防
課
に
持
参

※
他
郵
送
、
電
子
申
請
あ
り

問
予
防
課　
　
　

☎
39
６
６
５
８

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時　

５
／
８
㈮
９
時
〜
16
時
半

会
場　

県
立
県
南
体
育
館
研
修
室

対
象　

危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
予
定
者

申
込
み　

４
／
６
㈪
〜
５
／
１
㈮

の
平
日
９
時
〜
17
時
に
、
申
込
書
・

受
講
料
を
消
防
本
部
予
防
課
に
持
参

問
予
防
課　
　
　

☎
39
６
６
５
８

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、
　お電話等でご確認ください
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すこやか通信

5 月の一次救急医療機関

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

　定期の予防接種はお済みですか？母子健康手帳でお子さんの予防接種歴を確認しましょう。
　まだお済みでない予防接種がある場合は、小山市委託医療機関で接種を受けてください。事前に医療機関
にご連絡のうえ、予防接種の通知または小山市に住所があることを証明するもの（保険証等）と、母子健康
手帳をお持ちください。医療機関によってはワクチンが不足している場合がありますので、ご注意ください。

問健康増進課☎22-9524予防接種はお済みですか？

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

小児用肺炎球菌 生後2カ月から
60カ月（5歳）に至るまでHib（ヒブ）

B型肝炎 12カ月（1歳）に至るまで
四種混合（DPT‒IPV)
（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

生後3カ月から
90カ月（7歳6カ月）に至るまで

BCG（結核） 12カ月（1歳）に至るまで

麻しん風しん混合
（MR)

1期：1歳から2歳に至るまで
2期：小学校就学前1年間
（4月1日～ 3月31日の期間）

みずぼうそう（水痘） 1歳～ 3歳に至るまで
※水痘にかかったことのある場合対象外

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251‒7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251‒7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・
振替休日・
年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1‒15‒4 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2‒7‒18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320‒2 ☎0280‒57‒1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□在宅当番医

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27‒0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2
①⑤ ②⑥

3 4 5 6 7 8 9
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
10 11 12 13 14 15 16
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
17 18 19 20 21 22 23
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
24 25 26 27 28 29 30
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
31
①⑤

　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※ロタウイルスは、令和2年8月以降生まれのお子さんを対象に、令和2年10月接種分より定期接種化（無料）予定

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

よい歯のコンクール参加者募集
3歳児の部
　平成31年4月1日～令和2年3月31日までに3歳児健康診査を受け、
　　むし歯がなく、口の中が健康な幼児
親と子の部
　平成31年4月1日～令和2年3月31日までに3歳児健康診査を受け、
　　むし歯がなく、口の中が健康な「父親と幼児」または「母親と幼児」
申込み　所定の用紙に記入し4月30日㈭までに健康増進課へ
※応募はどちらか一方の部のみ

問☎22-9608・9527

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

日本脳炎
生後6カ月から
90カ月（7歳6カ月）に至るまで
9歳以上13歳未満

二種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11歳以上13歳未満

子宮
頸がん

サーバリックス（2価）小学6年生～高校1年生に相当す
る年齢の女性（4月1日～ 3月31
日の期間）ガーダシル（4価）

任
意
接
種

ロタ
ウイルス

ロタリックス（1価）生後6週から24週 ※1回7,000円
の助成(助成回
数は2回まで)ロタテック（5価）生後6週から32週

おたふくかぜ 1歳以上2歳未満
1回3,000円の助成

すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談　　　 （要申込）
日　時　5月18日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方
　　　　①9:00～  ②9:30 ～
　　　　③10:00 ～④10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　4月21日㈫13:00 ～
問☎22‒9527

マタニティクラス
はじめての妊娠クラス（第2課） 

 （要申込）
日　時　5月22日㈮13:15 ～ 16:00
　　　　（受付13:00 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　原則妊娠16週以降の妊婦
　　　　とその家族
内　容　 赤ちゃんのお風呂の入れ

方、妊婦体験、助産師講話
「出産＆産後の生活について」

持ち物　母子健康手帳、申込書
参加費　テキスト代250円
問☎22‒9527

産前・産後サポート事業
（無料・完全予約制）

対　象　妊娠16週以降～出産後6カ
　　　　月までの方（お子さまも一
　　　　緒に参加可能です）　
■セルフケア講座

日　時 4月22日㈬、5月19日㈫
10:00 ～ 11:30（受付9:45 ～）

会　場 保健・福祉センター 3階

内　容
バランスボールを使ったエクサ
サイズ、悩みの共有およびセ
ルフケアのポイントについて

持ち物 タオル、飲み物、同意書

※受講するにあたって、産婦人科医師
の了解を得てください
■ママカフェ

日　時 5月25日㈪
10:00 ～ 11:30（受付9:45 ～）

会　場 保健・福祉センター 2階

内　容  おしゃべりをしたり、ハンド
マッサージをしてリフレッシュ

■母乳相談

日　時
4月21日㈫、5月18日㈪
9:30 ～12:00※30分ごとの5枠
※開催日の1週間前から予約受付

会　場 保健・福祉センター 2階

内　容 助産師による母乳相談

持ち物 母子健康手帳

問☎22‒9527

離乳食教室　　　　　 （要申込）
日　時　5月26日㈫9:30 ～ 11:45
　　　　（受付9:15 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　 離乳食中期(月齢の目安は

7、8カ月)の児とその保護者
内　容　栄養士・歯科衛生士による
　　　　講話、調理デモンストレー
　　　　ション見学・試食
定　員　先着20組
申込み　4月27日㈪8:30 ～
問☎22‒9527

おーラジ（FM77.5）OYAMA
開運ラジオ「健康情報番組」
　小山地区医師会・小山歯科医師
会・小山薬剤師会の先生方による、
健康や医療・介護についてお伝えす
る情報番組です。小山の地域医療を
守り育てていくには、先生方と私た
ち市民一人ひとりが健康・医療・介
護について意識することが大切で
す。お聞き逃しなく！
日　時　4月9日㈭12:00 ～
内　容　子宮頸ガンとHPVワクチン
※事前もしくは番組放送中にご質
問等、お受けします
問☎27‒0500

乳幼児健診（6・7月開催）
　対象となる日程の約1カ月前に個
人宛に通知をお送りします。なお、
対象人数によって予定と前後するご
案内となる場合もございますので予
めご了承ください。
■乳児健診
＊2020年1月・2月生まれの乳児対象
■9か月児健康相談
＊2019年8月・9月生まれの乳児対象
■1歳6か月児健診
＊2018年11月・12月生まれの幼児対象
■2歳児歯科健診
＊2018年6月・7月生まれの幼児対象
■3歳児健診
＊2017年3月・4月生まれの幼児対象
持ち物　母子健康手帳、問診票
※年間の健診日程については市ホー
ムページやおやまっ子開運子育てナ
ビをご確認ください
問☎22‒9527

5月の集団検診 ＊12・1・2月生まれの方対象（要申込）

問☎22‒9522・9523

検診日・受付時間
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症検診胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

8㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

11㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

12㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

15㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00～15:30 ○ × ○ × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

19㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

22㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 小山東出張所

23㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

25㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター

26㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 大谷公民館

28㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 豊田公民館

31㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター

申込み　「令和2年度健康のしおり」の検診申込み書、または下記申込みフォームからお申込みください。
　　　　折返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
❖「令和2年度健康のしおり」は、3月
に配布したほか、健康増進課窓口や各出
張所に置いてあります。
❖受診日は「集団健診のお知らせ(問診
票)」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円、70歳は無
料）は、検診当日40・45・50・55・60・
65・70歳の女性が対象となります。ご希
望の方は、検診当日に年齢確認のできる
ものを持参し、各会場へ直接お越しくだ
さい。（事前申込み不要）
❖23㈯は 5カ月～ 3歳児の託児を実施し
ます。（定員6人。希望する方は要問合せ）

申込みフォーム→

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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すこやか通信

5 月の一次救急医療機関

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

　定期の予防接種はお済みですか？母子健康手帳でお子さんの予防接種歴を確認しましょう。
　まだお済みでない予防接種がある場合は、小山市委託医療機関で接種を受けてください。事前に医療機関
にご連絡のうえ、予防接種の通知または小山市に住所があることを証明するもの（保険証等）と、母子健康
手帳をお持ちください。医療機関によってはワクチンが不足している場合がありますので、ご注意ください。

問健康増進課☎22-9524予防接種はお済みですか？

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

小児用肺炎球菌 生後2カ月から
60カ月（5歳）に至るまでHib（ヒブ）

B型肝炎 12カ月（1歳）に至るまで
四種混合（DPT‒IPV)
（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

生後3カ月から
90カ月（7歳6カ月）に至るまで

BCG（結核） 12カ月（1歳）に至るまで

麻しん風しん混合
（MR)

1期：1歳から2歳に至るまで
2期：小学校就学前1年間
（4月1日～ 3月31日の期間）

みずぼうそう（水痘） 1歳～ 3歳に至るまで
※水痘にかかったことのある場合対象外

□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251‒7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251‒7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平日・土曜日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

日曜・祝日・
振替休日・
年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1‒15‒4 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2‒7‒18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320‒2 ☎0280‒57‒1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

□在宅当番医

※在宅当番医は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27‒0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2
①⑤ ②⑥

3 4 5 6 7 8 9
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
10 11 12 13 14 15 16
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
17 18 19 20 21 22 23
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
24 25 26 27 28 29 30
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
31
①⑤

　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※ロタウイルスは、令和2年8月以降生まれのお子さんを対象に、令和2年10月接種分より定期接種化（無料）予定

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111

よい歯のコンクール参加者募集
3歳児の部
　平成31年4月1日～令和2年3月31日までに3歳児健康診査を受け、
　　むし歯がなく、口の中が健康な幼児
親と子の部
　平成31年4月1日～令和2年3月31日までに3歳児健康診査を受け、
　　むし歯がなく、口の中が健康な「父親と幼児」または「母親と幼児」
申込み　所定の用紙に記入し4月30日㈭までに健康増進課へ
※応募はどちらか一方の部のみ

問☎22-9608・9527

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

日本脳炎
生後6カ月から
90カ月（7歳6カ月）に至るまで
9歳以上13歳未満

二種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11歳以上13歳未満

子宮
頸がん

サーバリックス（2価）小学6年生～高校1年生に相当す
る年齢の女性（4月1日～ 3月31
日の期間）ガーダシル（4価）

任
意
接
種

ロタ
ウイルス

ロタリックス（1価）生後6週から24週 ※1回7,000円
の助成(助成回
数は2回まで)ロタテック（5価）生後6週から32週

おたふくかぜ 1歳以上2歳未満
1回3,000円の助成

すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談　　　 （要申込）
日　時　5月18日㈪
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方
　　　　①9:00～  ②9:30 ～
　　　　③10:00 ～④10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　4月21日㈫13:00 ～
問☎22‒9527

マタニティクラス
はじめての妊娠クラス（第2課） 

 （要申込）
日　時　5月22日㈮13:15 ～ 16:00
　　　　（受付13:00 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　原則妊娠16週以降の妊婦
　　　　とその家族
内　容　 赤ちゃんのお風呂の入れ

方、妊婦体験、助産師講話
「出産＆産後の生活について」

持ち物　母子健康手帳、申込書
参加費　テキスト代250円
問☎22‒9527

産前・産後サポート事業
（無料・完全予約制）

対　象　妊娠16週以降～出産後6カ
　　　　月までの方（お子さまも一
　　　　緒に参加可能です）　
■セルフケア講座

日　時 4月22日㈬、5月19日㈫
10:00 ～ 11:30（受付9:45 ～）

会　場 保健・福祉センター 3階

内　容
バランスボールを使ったエクサ
サイズ、悩みの共有およびセ
ルフケアのポイントについて

持ち物 タオル、飲み物、同意書

※受講するにあたって、産婦人科医師
の了解を得てください
■ママカフェ

日　時 5月25日㈪
10:00 ～ 11:30（受付9:45 ～）

会　場 保健・福祉センター 2階

内　容  おしゃべりをしたり、ハンド
マッサージをしてリフレッシュ

■母乳相談

日　時
4月21日㈫、5月18日㈪
9:30 ～12:00※30分ごとの5枠
※開催日の1週間前から予約受付

会　場 保健・福祉センター 2階

内　容 助産師による母乳相談

持ち物 母子健康手帳

問☎22‒9527

離乳食教室　　　　　 （要申込）
日　時　5月26日㈫9:30 ～ 11:45
　　　　（受付9:15 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　 離乳食中期(月齢の目安は

7、8カ月)の児とその保護者
内　容　栄養士・歯科衛生士による
　　　　講話、調理デモンストレー
　　　　ション見学・試食
定　員　先着20組
申込み　4月27日㈪8:30 ～
問☎22‒9527

おーラジ（FM77.5）OYAMA
開運ラジオ「健康情報番組」
　小山地区医師会・小山歯科医師
会・小山薬剤師会の先生方による、
健康や医療・介護についてお伝えす
る情報番組です。小山の地域医療を
守り育てていくには、先生方と私た
ち市民一人ひとりが健康・医療・介
護について意識することが大切で
す。お聞き逃しなく！
日　時　4月9日㈭12:00 ～
内　容　子宮頸ガンとHPVワクチン
※事前もしくは番組放送中にご質
問等、お受けします
問☎27‒0500

乳幼児健診（6・7月開催）
　対象となる日程の約1カ月前に個
人宛に通知をお送りします。なお、
対象人数によって予定と前後するご
案内となる場合もございますので予
めご了承ください。
■乳児健診
＊2020年1月・2月生まれの乳児対象
■9か月児健康相談
＊2019年8月・9月生まれの乳児対象
■1歳6か月児健診
＊2018年11月・12月生まれの幼児対象
■2歳児歯科健診
＊2018年6月・7月生まれの幼児対象
■3歳児健診
＊2017年3月・4月生まれの幼児対象
持ち物　母子健康手帳、問診票
※年間の健診日程については市ホー
ムページやおやまっ子開運子育てナ
ビをご確認ください
問☎22‒9527

5月の集団検診 ＊12・1・2月生まれの方対象（要申込）

問☎22‒9522・9523

検診日・受付時間
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症検診胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

8㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

11㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター

12㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

15㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00～15:30 ○ × ○ × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

19㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

22㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 小山東出張所

23㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

25㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター

26㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 大谷公民館

28㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 豊田公民館

31㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター

申込み　「令和2年度健康のしおり」の検診申込み書、または下記申込みフォームからお申込みください。
　　　　折返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
❖「令和2年度健康のしおり」は、3月
に配布したほか、健康増進課窓口や各出
張所に置いてあります。
❖受診日は「集団健診のお知らせ(問診
票)」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円、70歳は無
料）は、検診当日40・45・50・55・60・
65・70歳の女性が対象となります。ご希
望の方は、検診当日に年齢確認のできる
ものを持参し、各会場へ直接お越しくだ
さい。（事前申込み不要）
❖23㈯は 5カ月～ 3歳児の託児を実施し
ます。（定員6人。希望する方は要問合せ）

申込みフォーム→

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください



納税のお知らせ 土日祝市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■5月は軽自動車税（種別割）の納期月です。
納期限は6月1日㈪です。
■日曜納税相談窓口（納期直前の日曜日）は
5月31日㈰8:30 ～ 17:15です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日　

時

5月2日㈯・9日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰・
23日㈯・24日㈰・30日㈯・31日㈰

各8:30 ～ 17:15
※5月3日㈰（憲法記念日）、4日㈪（みどりの日）、
5日㈫（こどもの日）、6日㈬は祝日および振替
休日のため閉庁します。

毎週火・木曜日19:00まで延長
します
※取扱い業務についてはお問合せ
ください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場合は、宿直
室☎22‒9420へご連絡ください。
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５月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、3月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

指定1周年記念特別展「国重要無形民俗文化財 
間々田のじゃがまいた」（～ 6月28日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 博物館☎45‒5331

描かれた水神展～「間々田のじゃがまいた」
国重要無形民俗文化財指定記念～（～ 6月7日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 車屋美術館☎41‒0968

1日 ㈮
2日 ㈯ 第18回おやまブランドまつり 10:00～ 15:00 道の駅思川 道の駅思川☎38‒0201

3日 ㈰
憲法記念日
みんなで歩け歩け運動5.0km  8:45 集合 佐野駅（南口）集合 生涯スポーツ課☎21‒2695

4日 ㈪ みどりの日

5日 ㈫
こどもの日
間々田のじゃがまいた 間々田八幡宮 文化振興課☎22‒9668

6日 ㈬
振替休日
としょかんこどもまつりおはなし会 15:30～ 16:00 中央図書館 中央図書館☎21‒0751

7日 ㈭ 新体力テスト（高齢者の部）※要申込 9:00 集合 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21‒2695
8日 ㈮
9日 ㈯
10日 ㈰
11日 ㈪
12日 ㈫
13日 ㈬
14日 ㈭
15日 ㈮
16日 ㈯ おやまのまちde開運ウォーキング 9:00集合 小山総合公園森のはらっぱ集合 健康増進課☎22‒9524 〇
17日 ㈰
18日 ㈪
19日 ㈫
20日 ㈬
21日 ㈭ シニアハイキング 7:30集合 小山総合公園第2駐車場集合 生涯スポーツ課☎21‒2695

22日 ㈮ 高齢者・障がい者対象
「ふれ愛入浴サービス」※無料 10:00～ 15:00 幸の湯（城山町2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22‒9617

23日 ㈯
24日 ㈰ 新体力テスト（青年の部）※要申込 9:00 集合 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21‒2695
25日 ㈪
26日 ㈫
27日 ㈬
28日 ㈭
29日 ㈮
30日 ㈯
31日 ㈰

政光くん・寒川尼ちゃん

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、市民生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談5
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図書館つうしん（5月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
としょかんこどもまつり
おはなし会 6㈬ 15:30

おやま分館ピッコロ
おはなし会(小山分館) 8㈮ 11:00

おはなしメロディ 10㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 12㈫ 15:30

おはなしこんにちは 13㈬ 10:30
わくわくマルベリー
おはなし会（桑分館） 16㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 17㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 20㈬ 11:00
ゆめまちおはなしかい
（小山城南市民交流センター）23㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 24㈰ 14:00

■5月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈰～7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈰～7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休
　館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈰～7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用　
　返却ポスト」へ

◆令和2年度子ども司書養成セミナー受講者募集
対　象　市内在住の小学校および義務教育学校5・6年生、先着16人
日　時　5/17、6/7・21、7/5・19・8/2・23、9/6（各日曜日）9:30～11:30
申込み　4/14㈫～5/10㈰に中央図書館児童サービスデスクへ直接、または電話
問中央図書館☎21-0751

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

5月 開設時間 会　場

8㈮
9:50 ～ 10:20 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

12㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

13㈬ 10:10 ～ 10:40 もみじ保育所

14㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

15㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

19㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

20㈬
  9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

21㈭
10:10 ～ 11:00 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

22㈮ 12:55 ～ 13:25 豊田南小学校

27㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

28㈭
  9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:40 ～ 13:30 羽川小学校

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 17㈰ 9:30～12:30 市民生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 22㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

 12･26㈫
     10:00～12:00   

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 7㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み（電話にて要事前申込み）

11･18･25㈪ 16:30～17:10、17:20～18:00 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス 　3/23㈪以降の9:00～16:30　☎20‒8110

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 市民生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042

外国人相談 8:30～17:15 多文化共生総合支援センター☎22‒9439

消費生活相談 9:00～15:00
※水曜休み

消費生活センター
☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談  9㈯・20㈬　  　　
10:00～12:00 行政相談委員

市民生活
安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 13㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
税金なんでも相談予約制 14㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 20･27㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 5月はありません 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 17㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官および調停員
交通事故相談予約制 12㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室☎028-623-2188
ファイナンシャルプランナー
による納税相談予約制

24㈰ 9:00～12:00
13:00～16:00 納税相談室　納税課☎22-9444

人権相談 8㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

13㈬ 9:30～11:30
23㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

27㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所
27㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所
20㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
13㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 12㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

12･26㈫13:00～15:00
19㈫10:00～15:00

場所：社会福祉協議会
19㈫は電話相談可 （30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 日程未定　　　　　
13:00～15:00

精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 25㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 2･16㈯
13:00～17:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ
※日程変更可

工業振興課
☎22-9396

■移動図書館「せきれい」巡回日程
（天候などにより変更になる場合あり）

※本紙3月号の22ページ「図書館つうしん（４月分）」にてお知らせしました
　「春だ！たのしい人形劇（4月26日㈰開催）」は延期になりました

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください



納税のお知らせ 土日祝市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■5月は軽自動車税（種別割）の納期月です。
納期限は6月1日㈪です。
■日曜納税相談窓口（納期直前の日曜日）は
5月31日㈰8:30 ～ 17:15です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日　

時

5月2日㈯・9日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰・
23日㈯・24日㈰・30日㈯・31日㈰

各8:30 ～ 17:15
※5月3日㈰（憲法記念日）、4日㈪（みどりの日）、
5日㈫（こどもの日）、6日㈬は祝日および振替
休日のため閉庁します。

毎週火・木曜日19:00まで延長
します
※取扱い業務についてはお問合せ
ください

場　

所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22‒9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場合は、宿直
室☎22‒9420へご連絡ください。

31　広報おやま2020.4月号

５月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、3月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

指定1周年記念特別展「国重要無形民俗文化財 
間々田のじゃがまいた」（～ 6月28日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 博物館☎45‒5331

描かれた水神展～「間々田のじゃがまいた」
国重要無形民俗文化財指定記念～（～ 6月7日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 車屋美術館☎41‒0968

1日 ㈮
2日 ㈯ 第18回おやまブランドまつり 10:00～ 15:00 道の駅思川 道の駅思川☎38‒0201

3日 ㈰
憲法記念日
みんなで歩け歩け運動5.0km  8:45 集合 佐野駅（南口）集合 生涯スポーツ課☎21‒2695

4日 ㈪ みどりの日

5日 ㈫
こどもの日
間々田のじゃがまいた 間々田八幡宮 文化振興課☎22‒9668

6日 ㈬
振替休日
としょかんこどもまつりおはなし会 15:30～ 16:00 中央図書館 中央図書館☎21‒0751

7日 ㈭ 新体力テスト（高齢者の部）※要申込 9:00 集合 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21‒2695
8日 ㈮
9日 ㈯
10日 ㈰
11日 ㈪
12日 ㈫
13日 ㈬
14日 ㈭
15日 ㈮
16日 ㈯ おやまのまちde開運ウォーキング 9:00集合 小山総合公園森のはらっぱ集合 健康増進課☎22‒9524 〇
17日 ㈰
18日 ㈪
19日 ㈫
20日 ㈬
21日 ㈭ シニアハイキング 7:30集合 小山総合公園第2駐車場集合 生涯スポーツ課☎21‒2695

22日 ㈮ 高齢者・障がい者対象
「ふれ愛入浴サービス」※無料 10:00～ 15:00 幸の湯（城山町2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22‒9617

23日 ㈯
24日 ㈰ 新体力テスト（青年の部）※要申込 9:00 集合 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21‒2695
25日 ㈪
26日 ㈫
27日 ㈬
28日 ㈭
29日 ㈮
30日 ㈯
31日 ㈰

政光くん・寒川尼ちゃん

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、市民生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談5
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図書館つうしん（5月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
としょかんこどもまつり
おはなし会 6㈬ 15:30

おやま分館ピッコロ
おはなし会(小山分館) 8㈮ 11:00

おはなしメロディ 10㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 12㈫ 15:30

おはなしこんにちは 13㈬ 10:30
わくわくマルベリー
おはなし会（桑分館） 16㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 17㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 20㈬ 11:00
ゆめまちおはなしかい
（小山城南市民交流センター）23㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 24㈰ 14:00

■5月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈰～7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈰～7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休
　館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈰～7㈭・11㈪・18㈪・25㈪・28㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用　
　返却ポスト」へ

◆令和2年度子ども司書養成セミナー受講者募集
対　象　市内在住の小学校および義務教育学校5・6年生、先着16人
日　時　5/17、6/7・21、7/5・19・8/2・23、9/6（各日曜日）9:30～11:30
申込み　4/14㈫～5/10㈰に中央図書館児童サービスデスクへ直接、または電話
問中央図書館☎21-0751

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

5月 開設時間 会　場

8㈮
9:50 ～ 10:20 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

12㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

13㈬ 10:10 ～ 10:40 もみじ保育所

14㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

15㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

19㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
13:00 ～ 13:50 間々田東小学校

20㈬
  9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

21㈭
10:10 ～ 11:00 小山東ニュータウン
13:00 ～ 13:30 下生井小学校

22㈮ 12:55 ～ 13:25 豊田南小学校

27㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
12:40 ～ 13:30 豊田北小学校

28㈭
  9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:40 ～ 13:30 羽川小学校

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 17㈰ 9:30～12:30 市民生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 22㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

 12･26㈫
     10:00～12:00   

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 7㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み（電話にて要事前申込み）

11･18･25㈪ 16:30～17:10、17:20～18:00 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス 　3/23㈪以降の9:00～16:30　☎20‒8110

◎
通
常
相
談　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 市民生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042

外国人相談 8:30～17:15 多文化共生総合支援センター☎22‒9439

消費生活相談 9:00～15:00
※水曜休み

消費生活センター
☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30は医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談  9㈯・20㈬　  　　
10:00～12:00 行政相談委員

市民生活
安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 13㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士
税金なんでも相談予約制 14㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 20･27㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 5月はありません 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 17㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官および調停員
交通事故相談予約制 12㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室☎028-623-2188
ファイナンシャルプランナー
による納税相談予約制

24㈰ 9:00～12:00
13:00～16:00 納税相談室　納税課☎22-9444

人権相談 8㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

13㈬ 9:30～11:30
23㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

27㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所
27㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所
20㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
13㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 12㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

12･26㈫13:00～15:00
19㈫10:00～15:00

場所：社会福祉協議会
19㈫は電話相談可 （30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 日程未定　　　　　
13:00～15:00

精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 25㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078
創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 2･16㈯
13:00～17:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ
※日程変更可

工業振興課
☎22-9396

■移動図書館「せきれい」巡回日程
（天候などにより変更になる場合あり）

※本紙3月号の22ページ「図書館つうしん（４月分）」にてお知らせしました
　「春だ！たのしい人形劇（4月26日㈰開催）」は延期になりました

※イベントや事業は中止や延期になる場合がありますので、お電話等でご確認ください
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•広報おやま
•小山市公式ホームページ
•おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22‒9322

広報おやまに関するご意見の募集 問秘書広報課☎22‒9353
　秘書広報課では広報紙をより良いものにしていくために、市民の方からご意
見を募集しています。
意見提出方法：①氏名（匿名も可）②性別③年齢（年代）④ご意見
を記入の上、「〒 323-8686（住所不要）小山市役所秘書広報課広報紙担当」へ
郵送または市内各出張所等に設置されている「市民ポスト」へ投函ください。
また、右記QRコードからもご意見を受け付けています☞
※様式に指定はありません

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22‒9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：
右記QRコード
からお申し込みください☞

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス ☎０１８０－９
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【24時間対応】

2月中の火災・救急

※（ ）内は1月からの累計 遡った件数含む
火災　5件(12件)　救急　662件(1,447件)

【小山警察署調べ】2月中の交通事故
事故　30件(57件)　負傷者　30人(70人)　死者　1人(1人)
※（ ）内は1月からの累計 遡った件数含む

同報系防災行政無線から流れた放送内容
を確認するときは、テレフォンサービス
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